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版
木
師
井
上
治
兵
衛
と
三
井
家

下
向
井
紀
彦

　
　
　
は
じ
め
に

　
一
　
井
上
治
兵
衛
と
そ
の
仕
事

　
二
　
勘
定
場
出
入
方
と
井
上
治
兵
衛
の
活
動

　
　
　
お
わ
り
に

は
じ
め
に

井
上
治
兵
衛
は
版
木
師
を
生
業
と
す
る
家
で
あ
り
、
幕
末
維
新
期
の
三
井
の
活
動
の
中
で
し
ば
し
ば
触
れ
ら
れ
る
人
物
の
一
人
で
あ
る
。

特
に
、
三
井
と
の
関
係
で
は
、
太
政
官
札
発
行
に
関
わ
る
人
物
と
し
（
（
（
て
、
ま
た
、「
太
政
官
日
誌
」
刊
行
に
関
わ
る
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て

い
（
（
（
る
。

井
上
治
兵
衛
の
系
譜
や
仕
事
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
明
治
時
代
の
三
井
家
編
纂
室
で
行
っ
た
井
上
治
兵
衛
の
親
類
・
林
芳
兵
衛
へ
の
聞
き

取
り
調
査
が
あ
り
、
そ
れ
を
ま
と
め
た
史
料
紹
介
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
版
木
師
と
し
て
の
活
動
・
作
品
に
つ
い
て
は
、
近
世
の
出

研
究
ノ
ー
ト
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版
業
者
の
な
か
で
分
野
ご
と
に
リ
ス
ト
化
・
目
録
化
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
（
（
（
る
。

総
じ
て
、
井
上
治
兵
衛
の
具
体
的
な
活
動
や
三
井
家
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
史
料
的
制
約
な
ど
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
言
及
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
三
井
総
領
家
（
北
家
）
の
史
料
を
見
て
い
く
と
、
井
上
治
兵
衛
に
関
す
る
記
録
が
散
見
さ
れ
、
ま
た
幕
末
期
の

三
井
高
福
（
北
家
八
代
目
）・
高
朗
（
北
家
九
代
目
）
の
日
記
の
な
か
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
を
用
い
て
い
く
と
、
従
来
い
わ
れ

て
き
た
歴
代
井
上
治
兵
衛
に
関
す
る
情
報
を
い
く
つ
か
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
、
三
井
家
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
多
少
言
及
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
先
行
研
究
に
も
依
拠
し
つ
つ
、
主
に
北
家
の
史
料
を
用
い
て
、
井
上
治
兵
衛
の
系
譜
・
居
所
な

ど
の
基
礎
情
報
を
改
め
て
整
理
し
な
お
し
、
三
井
家
（
特
に
北
家
）
と
井
上
治
兵
衛
と
の
関
わ
り
や
、
そ
の
中
で
の
活
動
の
様
子
に
つ
い
て

提
示
し
て
い
き
た
い
。

（
1
）　
三
井
文
庫
編
『
三
井
事
業
史
』
本
篇
二
（
三
井
文
庫
、
一
九
八
〇
年
、
一
六
頁
）、
樋
口
知
子
「
史
料
紹
介
　
林
芳
兵
衛
・
中
井
三
郎
兵
衛

談
話
速
記
」（『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
三
八
号
、
二
〇
〇
四
年
、
一
九
七
～
二
一
八
頁
）。

（
2
）　
藤
實
久
美
子
「
京
都
版
『
太
政
官
日
誌
』
初
号
と
大
坂
売
り
捌
き
に
つ
い
て
」（『
官
版
日
誌
類
に
関
す
る
史
料
学
の
構
築
お
よ
び
戊
辰
戦
争

期
の
情
報
と
地
域
に
関
す
る
学
際
的
研
究
』
二
〇
一
九
年
）、
同
「『
太
政
官
日
誌
』
京
都
版
・
江
戸
東
京
版
の
板
元
―
研
究
概
況
」（『
維
新
政

権
期
の
木
版
刊
行
物
に
関
す
る
学
際
的
研
究
お
よ
び
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
の
推
進
』
二
〇
二
四
年
、https://sites.google.com

/view
/

ishin-m
okuhan/top/report2#

h.5c74s3m
ippc6

）、
山
口
順
子
「『
太
政
官
日
誌
』
の
発
刊
」（『
出
版
研
究
』
第
四
二
号
、
二
〇
一
一
年
）、

同
「
官
版
日
誌
類
の
刊
行
―
戊
辰
戦
争
期
の
禁
裏
御
所
受
領
記
録
を
元
に
し
た
考
察
」（『
官
版
日
誌
類
に
関
す
る
史
料
学
の
構
築
お
よ
び
戊
辰

戦
争
期
の
情
報
と
地
域
に
関
す
る
学
際
的
研
究
』
二
〇
一
九
年
）、
箱
石
大
「
口
絵
解
説
　
慶
応
四
年
二
月
二
十
日
付
村
上
勘
兵
衛
・
井
上
治

兵
衛
請
書
」（『
日
本
歴
史
』
第
八
四
六
号
、
二
〇
一
八
年
）。

（
3
）　
例
え
ば
、
宗
政
五
十
緒
・
若
林
正
治
編
『
近
世
京
都
出
版
資
料
』（
日
本
古
書
通
信
社
、
一
九
六
五
年
、
一
三
六
～
一
四
五
頁
）、
矢
島
玄
亮
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『
徳
川
時
代
出
版
者
出
版
物
集
覧
』（
徳
川
時
代
出
版
者
出
版
物
集
覧
刊
行
会
、
万
葉
堂
書
店
、
一
九
七
六
年
、
三
八
頁
）、
土
井
利
一
・
後
藤

憲
二
編
『
彫
摺
工
系
譜
・
本
文
』（
日
本
書
誌
学
大
系
一
〇
九
（
一
）、
青
裳
堂
書
店
、
二
〇
一
九
年
、
四
二
～
四
三
頁
）
な
ど
が
あ
る
。

一
　
井
上
治
兵
衛
と
そ
の
仕
事

1　

井
上
治
兵
衛
の
系
譜

ま
ず
、
井
上
治
兵
衛
の
系
譜
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
こ
で
は
以
下
の
二
つ
の
史
料
を
基
に
す
る
。

　
　［
史
料
（
（
（
一
］

　
　
　
　
初
代
　
　
　
　
　
　
井
上
次
兵
衛

　
　
延
享
二
丑
年
下
男
御
奉
公
出
勤

　
　�

宝
暦
九
卯
年
宿
入
被
仰
付
、
堀
川
町
御
家
代
相
勤
、
御
暖
簾
印
頂
戴
仕
候
義
と
奉
存
候
へ
共
、
天
明
火
災
之
節
焼
亡
仕
候
哉
、
相
訳
り

兼
申
候

　
　
　
　
二
代
　
　
　
　
　
　
同
名

　
　
寛
政
三
戌
年
堀
川
丁
御
家
代
被
仰
付

　
　
文
政
五
午
年
御
勘
定
場
御
出
入
被
仰
付
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三
代
　
　
　
　
　
　
同
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
名
次
右
衛
門

　
　
文（天
保
十
ヵ
）

政
四
巳
年
勘
定
場
御
出
入
被
仰
付
候

　
　
天（天
保
四
ヵ
）

保
弐
酉
年
堀
川
丁
御
家
代
被
仰
付
候

　
　
　
　
四
代
　
　
　
　
　
　
同
名

　
　
明
治
二
巳
年
勘
定
場
御
出
入
被
仰
付
候

　
　
同
四
年
堀
川
丁
御
家
代
被
仰
付
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
次
兵
衛

　
　［
史
料
（
（
（
二
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
京
区
第
廿
七
組
堀
川
通
二
条
下
ル
土
橋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
林
商
　
　
井
上
治
兵
衛
（
印
）

　
　
祖
先
治
兵
衛
、
延
享
二
丑
年
北
御
宅
江
出
勤
、
宝
暦
九
卯
年
宿
入
被
仰
附
、
御
家
代
相
勤
、
其
節
御
暖
簾
印
頂
戴
仕
候

　
　
二
代
目
実
子
治
兵
衛
、
御
宅
江
出
勤
不
仕

　
　�

三
代
目
実
子
治
兵
衛
、
御
宅
江
出
勤
不
仕
、
二
代
三
代
共
精
実
御
用
相
務
候
御
賞
美
と
し
て
明
治
十
一
寅
年
八
月
更
ニ
井
桁
三
文
字
ノ

御
暖
簾
印
頂
戴
仕
候
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四
代
目
養
子
治
兵
衛
、
御
宅
江
出
勤
不
仕
、
明
治
四
未
年
御
改
正
ヨ
リ
入
構
ス

［
史
料
一
］
は
三
井
総
領
家
で
あ
る
北
家
に
残
さ
れ
て
い
た
奉
公
人
の
履
歴
の
一
部
、［
史
料
二
］
は
三
井
奉
公
人
の
別
家
の
う
ち
相
続
講

と
い
う
相
互
扶
助
団
体
へ
の

加
入
が
認
め
ら
れ
た
者
の
履

歴
を
ま
と
め
た
も
の
の
一
部

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
三
井
の

元
・
奉
公
人
の
履
歴
を
確
認

す
る
上
で
基
礎
的
な
史
料
の

一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
内

容
を
ま
と
め
る
と
、
井
上
治

兵
衛
家
の
系
譜
は
以
下
の
通

り
と
な
る
（
第
1
図
も
参

照
）。

（
1
）
初
代
治
兵
衛

初
代
治
兵
衛
は
生
没
年
不

詳
で
、
但
馬
の
出
身
と
伝
え

ら
れ
て
い
（
（
（
る
。
延
享
二
年

初
代

　治
兵
衛

但
馬
出
身
。

延
享
二
年
、
北
家
に
勤
仕
。

宝
暦
九
年
、
宿
入
。

暖
簾
印
許
可
。

二
代

　治
兵
衛

後
・
治
右
衛
門
。

宝
暦
十
年
生
ヵ
。

版
木
師
・
出
版
業
。

北
家
に
勤
仕
せ
ず
。

北
家
勘
定
場
出
入
方
。

三
代

　治
兵
衛

前
・
感
次
郎
。

後
・
治
右
衛
門
。

享
和
三
年
生
ヵ
。

版
木
師
・
出
版
業
。

北
家
に
勤
仕
せ
ず
。

北
家
勘
定
場
出
入
方
。

暖
簾
印
許
可
。

明
治
十
一
年
没
。

四
代

　治
兵
衛

養
子
。

前
・
弥
惣
七
、
勘
次
郎
。

版
木
師
・
出
版
業
。

北
家
に
勤
仕
せ
ず
。

北
家
勘
定
場
出
入
方
。

明
治
四
年
相
続
講
入
講
。

明
治
十
六
年
三
月
六
日
没
。

五
代

　治
兵
衛

前
・
勘
次
郎
。

明
治
六
年
六
月
十
三
日
生
。

明
治
二
十
六
年
三
井
物
産
入
社
。

三
井
物
産
取
締
役
。

昭
和
三
十
一
年
没
。

第 1図　井上治兵衛関係系図
注）　樋口知子「史料紹介　林芳兵衛・中井三郎兵衛談話速記」（『三井文庫論叢』38，
2004 年）を基に作成．
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（
一
七
四
五
）
に
北
家
の
下
男
と
し
て
奉
公
を
始
め
た
。
そ
の
十
五
年
後
の
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
に
宿
入
し
て
独
立
し
、「
堀
川
町
御
家

代
」
を
勤
め
た
。
こ
れ
は
北
家
の
所
有
す
る
堀
川
通
側
の
地
所
（
堀
川
二
条
下
ル
土
橋
（
（
（

町
）
の
管
理
人
の
よ
う
な
役
職
か
北
家
の
代
理
人
と

し
て
町
の
行
政
に
参
画
す
る
役
職
と
思
わ
れ
（
（
（

る
。
宿
入
の
際
に
暖
簾
印
（「
丸
に
井
桁
三
」
印
の
入
っ
た
暖
簾
ヵ
）
を
与
え
ら
れ
た
が
、
天

明
八
年
（
一
七
八
八
）
に
発
生
し
た
天
明
大
火
に
よ
り
失
っ
た
と
い
う
。

（
2
）
二
代
目
治
兵
衛

二
代
目
治
兵
衛
は
初
代
治
兵
衛
の
実
子
で
あ
る
。
天
保
八
年
（
一
八
三
八
）
に
治
兵
衛
か
ら
治
右
衛
門
に
改
名
（
（
（
し
、
弘
化
四
年
（
一
八
四

七
）
に
八
八
歳
で
治
右
衛
門
と
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
か
（
（
（
ら
、
数
え
年
と
し
て
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
生
ま
れ
と
思
わ
れ
る
。
初
代
治
兵
衛

が
宿
入
し
て
ま
も
な
く
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
。
初
代
の
よ
う
に
北
家
に
奉
公
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
堀
川
町

御
家
代
を
命
じ
ら
れ
天
保
八
年
十
月
ま
で
勤
め
て
三
代
目
治
兵
衛
に
継
承
す
（
（
（
る
。
ま
た
、
二
条
御
家
代
（
矢
幡
町
家
代
ヵ
）
も
勤
め
て
い
た

よ
う
に
も
思
わ
れ
（
（
（
る
。
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
に
北
家
の
勘
定
場
出
入
方
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
代
目
治
兵
衛
の
代
か
ら
木
版
業

を
開
始
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
3
）
三
代
目
治
兵
衛

三
代
目
治
兵
衛
が
本
稿
で
中
心
を
な
す
人
物
で
あ
る
（
第
2
図
）。
二
代
目
治
兵
衛
の
実
子
で
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
の
生
ま
れ
で
、

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
七
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
（
（1
（
る
。
二
代
目
同
様
に
北
家
に
勤
仕
せ
ず
、
二
代
目
同
様
に
北
家
の
勘

定
場
出
入
方
と
堀
川
町
家
代
を
任
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
堀
川
町
家
代
は
天
保
八
年
十
月
に
二
代
目
治
兵
衛
か
ら
継
承
し
て
い
る

た
（
（1
（
め
、［
史
料
一
］
に
記
さ
れ
て
い
る
就
任
年
に
つ
い
て
は
、
誤
り
か
と
思
わ
れ
る
。

三
代
目
治
兵
衛
は
最
初
感
次
郎
（
感
治
郎
）
と
名
乗
っ
て
い
た
よ
う
（
（1
（
だ
。
三
井
高
福
の
日
記
で
確
認
で
き
る
限
り
で
は
、
天
保
四
年
（
一

八
三
三
）
二
月
二
十
八
日
（
（1
（
条
に
井
上
感
次
郎
の
名
前
が
見
え
、
天
保
九
年
（
一
八
三
九
）
の
十
二
月
十
九
日
（
（1
（
条
に
井
上
治
兵
衛
の
名
前
が
見
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え
る
。
遅
く
と
も
天
保
四
年
二
月
末
に
は
北
家
に
出
入
り
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
天
保
八

年
十
月
に
治
兵
衛
名
前
を
父
親
か
ら
継
承
し
て
い
（
（1
（

る
。
そ
の

後
年
不
明
な
が
ら
、
幕
末
維
新
期
に
治
兵
衛
か
ら
次
右
衛
門

（
治
右
衛
門
）
と
改
名
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
二
代

目
・
三
代
目
が
北
家
の
用
事
を
誠
実
に
勤
め
た
と
い
う
こ
と

を
評
価
さ
れ
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
暖
簾
印
を
新

た
に
授
か
（
（1
（
る
。
三
代
目
も
木
版
業
を
営
み
、
経
営
者
と
し
て

有
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
治
時
代
の
親
類
か
ら
の
聞
き
取
り

調
査
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
（
（1
（
る
。

（
4
）
四
代
目
治
兵
衛

四
代
目
治
兵
衛
は
三
代
目
治
兵
衛
の
養
子
で
あ
る
（
第
3

図
）。
三
代
目
に
子
ど
も
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
有

能
な
職
人
を
選
抜
し
て
相
続
人
に
し
た
と
い
（
（1
（
う
。
四
代
目
治

兵
衛
も
二
代
目
・
三
代
目
同
様
、
北
家
に
勤
仕
し
て
い
な
か

っ
た
。
養
子
と
な
る
前
は
弥
惣
七
と
名
乗
っ
て
お
り
、
井
上

家
の
養
子
に
入
る
と
最
初
は
感
次
郎
と
名
乗
っ
て
い
た
。
三

井
高
朗
の
日
記
で
は
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
八
月
一
日
条

第 ２図　三井同族と関係者
出所）　「《三井関係者集合写真》」（三井文庫所蔵未整理資料）．
注）　写真附属キャプションによると右から二番目が井上治右衛門（三代目井上治兵衛）である．
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に
初
め
て
名
前
が
見
え
（
（1
（
る
。
少
な
く
と
も
慶
応
元
年
頃
に
は
養
子
と

し
て
井
上
家
に
入
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
三
代
目
治
兵
衛
が
次
右

衛
門
（
治
右
衛
門
）
を
名
乗
っ
た
頃
（
明
治
初
期
か
）
に
治
兵
衛
を

襲
名
し
た
と
思
わ
れ
る
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
勘
定
場
出
入

方
に
任
じ
ら
れ
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
堀
川
町
家
代
を
任
さ

れ
、
同
じ
年
に
は
相
続
講
へ
の
入
講
も
認
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

店
の
別
家
手
代
で
な
く
、
三
井
各
家
の
元
奉
公
人
で
相
続
講
に
加
入

し
て
い
る
数
少
な
い
家
の
一
つ
で
あ
る
。
明
治
十
五
年
（
一
八
八

二
）
に
相
続
講
構
成
員
の
履
歴
調
査
を
実
施
し
た
際
は
、
そ
の
世
話

人
と
し
て
も
名
前
を
連
ね
て
い
（
（2
（
る
。
四
代
目
も
木
版
業
と
書
林
商
を

営
ん
で
お
り
、
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
に
四
代
目
が
亡
く
な
っ

た
あ
と
も
し
ば
ら
く
は
職
人
た
ち
を
中
心
に
仕
事
を
続
け
て
い
た
よ

う
だ
が
、
自
然
や
め
て
し
ま
っ
た
と
い
（
（2
（
う
。
木
版
業
は
四
代
目
を
も

っ
て
実
質
的
に
廃
業
し
た
よ
う
だ
。

（
5
）
五
代
目
治
兵
衛

五
代
目
治
兵
衛
は
四
代
目
治
兵
衛
の
実
子
で
あ
る
。
明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
生
ま
れ
で
、
三
代
目
・
四
代
目
同
様
に
最
初
は
勘
次

郎
を
名
乗
り
、
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
に
一
〇
歳
で
家
督
相
続

第 ３図　三井同族と関係者
出所）　「高寛､ 高堅其他照影」（三井文庫所蔵史料　写 1737）．
注）　写真附属のキャプションによると，写真後列・一番左が四代目井上治兵衛である．
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し
て
治
兵
衛
を
継
承
し
た
。
ま
だ
若
年
で
あ
る
た
め
、
治
兵
衛
が
歎
願
書
を
提
出
す
る
際
な
ど
に
親
類
の
林
芳
兵
衛
が
連
署
・
奥
書
す
る

な
（
（2
（

ど
、
様
々
な
世
話
を
し
て
い
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
明
治
四
年
に
先
代
が
加
入
を
許
さ
れ
た
相
続
講
に
は
、
積
立
金
を
預
け
て
い
た
よ
う
で
、

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
十
二
月
二
十
五
日
に
は
起
業
公
債
証
書
の
利
子
金
一
二
〇
円
の
う
ち
七
〇
円
を
引
き
出
し
、
残
り
五
〇
円
を

貯
蓄
に
回
し
た
い
旨
願
い
出
て
い
（
（2
（
る
。
ま
た
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
七
月
に
は
姉
が
東
京
に
縁
付
く
た
め
、
一
時
的
に
出
費
が
ふ

え
て
い
る
こ
と
か
ら
貯
蓄
金
を
全
て
引
き
取
り
た
い
旨
願
い
出
て
い
（
（2
（

る
。
そ
の
時
点
で
井
上
治
兵
衛
の
相
続
講
へ
の
貯
蓄
金
は
元
金
五
二
五

円
・
利
金
一
六
五
円
二
一
銭
三
厘
、
合
計
六
九
二
円
一
二
銭
三
厘
と
な
っ
て
い
た
。
井
上
治
兵
衛
家
に
は
相
続
講
に
ま
と
ま
っ
た
金
額
を
貯

蓄
を
で
き
る
だ
け
の
財
力
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

そ
の
後
治
兵
衛
は
京
都
商
業
学
校
に
入
学
し
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
春
に
一
八
歳
で
同
校
を
卒
業
す
る
と
、
明
治
二
十
五
年

（
一
八
九
二
）
に
三
井
物
産
会
社
（
旧
三
井
物
産
）
に
一
九
歳
で
入
社
す
（
（2
（
る
。
旧
三
井
物
産
で
は
、
上
海
・
天
津
・
倫
敦
・
漢ハ
ン
ブ
ル
グ堡

な
ど
海
外

の
支
店
で
長
く
勤
務
し
、
帰
朝
後
に
神
戸
支
店
や
東
京
本
店
で
勤
め
た
後
に
横
浜
支
店
に
移
り
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
に
横
浜
支
店
長

と
な
る
。
そ
の
後
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
取
締
役
に
選
任
さ
れ
、
最
終
的
に
代
表
取
締
役
会
長
と
な
り
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五

六
）
に
亡
く
な
っ
た
。

以
上
、
井
上
治
兵
衛
家
の
来
歴
を
ま
と
め
て
み
た
。
初
代
が
北
家
の
下
男
と
し
て
奉
公
し
、
そ
の
後
独
立
し
て
土
橋
町
に
あ
る
北
家
の
地

所
管
理
を
任
さ
れ
る
と
、
以
後
、
代
々
土
橋
町
の
地
所
管
理
人
を
継
承
し
、
自
分
の
所
持
地
も
確
保
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
後
述
）。
他
方
、

二
代
目
か
ら
木
版
業
に
携
わ
り
、
四
代
目
ま
で
家
業
と
し
て
継
承
し
て
い
た
。
そ
し
て
二
代
目
か
ら
四
代
目
ま
で
が
北
家
の
勘
定
場
出
入
方

と
な
り
、
北
家
に
勤
仕
し
た
経
験
が
無
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
北
家
へ
の
出
入
り
を
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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2　

堀
川
町
家
代
と
し
て
の
井
上
治
兵
衛

と
こ
ろ
で
、
井
上
治
兵
衛
は
ど
こ
に
住
ん
で
い
た
の
か
。
先
行
研
究
で
は
、「
二
条
城
前
の
三
井
家
の
屋
敷
内
に
あ
っ
た
井
上
治
兵

衛
（
（2
（

宅
」
と
か
、「
三
井
総
領
家
の
屋
敷
内
の
長
屋
に
居
住
し
て
い
（
（2
（

た
」
と
い
っ
た
説
明
が
な
さ
れ
て
お
り
、
北
家
の
邸
内
の
居
宅
あ
る
い
は

長
屋
に
居
住
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
井
上
治
兵
衛
は
初
代
の
と
き
か
ら
北
家

の
掘
川
町
家
代
を
任
さ
れ
て
い
た
。
北
家
に
残
さ
れ
た
史
料
を
見
て
い
く
と
、
北
家
か
ら
堀
川
町
家
代
と
い
う
役
職
を
任
さ
れ
て
北
家
に
隣

接
す
る
地
所
を
管
理
し
、
そ
こ
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
、
そ
の
地
所
も
幾
度
か
の
変
遷
を
経
て
い
る
こ
と
が
み
え
て
き
た
。
こ

こ
で
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
井
上
治
兵
衛
の
居
宅
や
管
理
地
に
つ
い
て
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

（
1
）
幕
末
期
の
状
況

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
井
上
治
兵
衛
は
初
代
の
頃
か
ら
、
管
理
人
と
し
て
二
条
通
堀
川
下
ル
東
側
の
土
橋
町
に
住
ん
で
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
版
木
師
と
し
て
の
井
上
治
兵
衛
の
所
在
地
も
同
地
と
し
て
い
た
よ
う
だ
。
時
期
的
に
は
二
代
目
治
兵
衛
の
頃
と
思
わ
れ
る
が
、
天

保
二
年
（
一
八
三
一
）
の
「
商
人
買
物
独
案
（
（2
（
内
」
に
「
額
聯
看
版
板
木
彫
刻
所
　
堀
川
二
条
下
ル
　
越
後
屋
・
井
上
治
兵
衛
」
と
み
え
、
三

代
目
治
兵
衛
の
頃
と
思
わ
れ
る
文
久
四
年
（
一
八
六
四
）
の
「
都
商
職
街
風
（
（2
（
聞
」
の
版
木
師
の
項
に
も
「
堀
川
二
条
下
　
井
上
次
兵
衛
」
と

あ
る
。
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
の
「
売
買
ひ
と
り
案
（
（3
（
内
」
の
版
木
師
の
項
で
も
「
東
堀
川
二
条
下
ル
　
井
上
治
兵
ヱ
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
明
治
期
に
い
た
る
ま
で
堀
川
二
条
下
ル
土
橋
町
を
木
版
業
の
事
務
所
な
い
し
工
房
と
し
て
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

幕
末
期
の
井
上
治
兵
衛
の
所
有
地
と
管
理
地
を
図
に
整
理
し
（
（3
（
た
（
第
4
図
）。
北
家
に
隣
接
す
る
か
た
ち
で
堀
川
通
沿
い
に
井
上
治
兵
衛

の
所
持
地
と
、
三
井
八
郎
右
衛
門
所
持
地
の
う
ち
井
上
治
兵
衛
名
前
と
さ
れ
て
い
る
地
所
が
あ
っ
た
。
北
家
邸
の
一
部
が
堀
川
通
に
接
し
て

い
る
が
、
大
半
の
部
分
は
井
上
治
兵
衛
の
所
持
地
な
い
し
管
理
地
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
情
報
を
ま
と
め
た
（
第
1
表
）。
井
上
治
兵
衛
の
所
持
地
は
二
ヶ
所
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
た
土
地
で
（
②
、
第
1
表
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二条通

北家邸 大元方

油
小
路
通

堀
川
通

●①

●②
●③
●④
●⑤

第 ４図　幕末期の井上治兵衛関係地所
基図）　小川保「京都における三井家の屋敷―集積過程からみた特質―」（『三井文庫論
叢』第 14 号，1980 年，277 頁，第 14 図）を元に作成．

出所）　「油小路邸地坪付縮図」（三井文庫所蔵史料　北 1044）．
注）　斜線部分は三井八郎右衛門所持の内，井上治兵衛名前とされている地所．格子状
部分は井上治兵衛所持とされている地所．

第 1表　幕末期の井上治兵衛関係地

No. 所持者 名前人 表口 裏行 坪数 軒役

1 三井八郎右衛門 井上治兵衛 3間 1尺  7 間 4 尺 6寸 24 坪 3 歩
8毛余

1軒役

2 井上治兵衛
（2ヶ所）

4間半 3寸 5歩 13 間 2 尺
14 間 5 寸

3 三井八郎右衛門 井上治兵衛 2間半 3寸 14 間 5 寸 35 坪 4 歩
8毛余

8歩役

4 三井八郎右衛門 井上治兵衛 3間 3寸 14 間 5 寸 42 坪 8 歩
8厘余

1軒役

5 三井八郎右衛門 井上治兵衛 4間 9寸 20 間 4 尺 1寸
（艮の方欠地あり）

78 坪 6 歩
4厘 6毛

1 軒 3 歩
役

出所）　「油小路邸地坪付縮図」（三井文庫所蔵史料　北 1044）．
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二条通

北家邸

油
小
路
通

堀
川
通

元方

●①
●②
●●③④

●●●⑤⑥⑦

●
●
⑧
⑨

第 5図　明治 11 年頃の井上治兵衛関係地所（1）
基図）　前掲小川保論文．
出所）　「二条油小路町旧間調」（三井文庫所蔵史料　北 1031-11）．
注）　格子状の部分は井上治兵衛所持．斜線部分は北家からの貸与地．点線部分は推定．

二条通

北家邸

油
小
路
通

堀
川
通

元方

●①
●②

●●●③④⑤
●●⑥⑦

●
●
⑧
⑨

第 6図　明治 11 年頃の井上治兵衛関係地所（2）
基図）　前掲小川保論文．
出所）　「二条油小路町旧間調」（三井文庫所蔵史料　北 1031-11）．
注）　格子状の部分は井上治兵衛所持．斜線部分は北家からの貸与地．点線部分は推定．
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二条通

北家邸

油
小
路
通

堀
川
通

元方

第 ７図　明治 16 年頃の井上治兵衛居所
基図）　前掲小川論文．
注）　格子状の部分は井上治兵衛所持．斜線部分は北家からの貸与地．

二条通

北家邸

油
小
路
通

堀
川
通

元方

第 8図　明治 26 年頃の井上治兵衛居所
基図）　前掲小川論文．
注）　格子状の部分は井上治兵衛所持，斜線部分は北家からの貸与地．点線部分は未詳．
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第 ３表　土橋町の地券情報

No. 区・組 町名 番地 等級 持主 持主住所 区分 坪数 地価 検査年月日 裏判・家督相続 裏判・所有者変更

1 上京区第 27 組 土橋町 1番地 85 水嶌藤吉 土橋町 宅地 19 坪 7 合 1勺  5 円 72 銭 明治 13 年 12 月 23 日 明治 20 年 9 月 19 日
油小路町
三井八郎右衛門

2 上京区第 27 組 土橋町 2番地 85 井上治兵衛 土橋町 宅地 27 坪 8 合 9勺  8 円  9 銭 明治 13 年 12 月 23 日 明治 16 年 5 月 17 日
土橋町
井上勘次郎（治兵衛）

明治 20 年 9 月 19 日
油小路町
三井八郎右衛門

3 上京区第 27 組 土橋町 4番地 81 井上治兵衛 土橋町 宅地 35 坪 9 合 9勺 13 円 32 銭 明治 13 年 12 月 23 日 明治 16 年 5 月 17 日
土橋町
井上勘次郎（治兵衛）

4 上京区第 27 組 土橋町 5番地 81 井上治兵衛 土橋町 宅地 41 坪 6 合 2勺 15 円 40 銭 明治 13 年 12 月 23 日 明治 16 年 5 月 17 日
土橋町
井上勘次郎（治兵衛）

5 上京区第 27 組 土橋町 6番地 81 井上治兵衛 土橋町 宅地 41 坪 4 合 8勺 15 円 35 銭 明治 13 年 12 月 23 日 明治 16 年 5 月 17 日
土橋町
井上勘次郎（治兵衛）

6 上京区第 27 組 土橋町 7番地 81 井上治兵衛 土橋町 宅地 50 坪 3 合 2勺 18 円 62 銭 明治 13 年 12 月 23 日 明治 16 年 5 月 17 日
土橋町
井上勘次郎（治兵衛）

7 上京区第 27 組 土橋町 8番地 81 井上治兵衛 土橋町 宅地 67 坪 5 合 3勺 24 円 99 銭 明治 13 年 12 月 23 日 明治 16 年 5 月 17 日
土橋町
井上勘次郎（治兵衛）

出所）　「地券」（三井文庫所蔵史料　北 1031-12）．

第 ２表　明治 11 年頃の井上治兵衛関係地所の仕様

No. 町名 番地 等級 間口 奥行 備考

1 土橋町 2番 5等 3間 1尺  7 間 4 寸 6歩
2 土橋町 3番 1等 3間 4尺 8寸 14 間 5 寸 一部「井上へ貸シ」とあり
3 土橋町 4番 1等 2間 2寸 14 間 5 寸 元々の井上所持地
4 土橋町 5番 1等 2間半 1寸 5歩 13 間 5 寸 元々の井上所持地，北家と

の間に突出部分あり
5 土橋町 6番 1等 2間半 1寸 14 間 5 寸
6 土橋町 7番 1等 3間 3寸 14 間 5 寸
7 土橋町 8番 1等 4間 9寸 14 間 5 寸

8 矢幡町 319 番 3 等 3間 3尺 2寸 5分 14 間 4 寸 御宅持・井上治兵衛名前，
表口3間 7分 9厘，奥行 15
間 5 分 8厘

9 矢幡町 320 番 3 等 2間 4尺 9寸 14 間 9 尺 4寸 御宅持・井上治兵衛名前，
表口2間 9分 8厘，奥行15
間 5 分 8厘

出所）　「二条油小路町旧間調」（三井文庫所蔵史料　北 1031-11）．
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の
№
に
対
応
）、
表
口
四
間
半
三
寸
五
歩
（
約
八
・
二
メ
ー
ト
ル
）、

裏
行
が
短
い
辺
で
一
三
間
二
尺
（
約
二
四
メ
ー
ト
ル
）、
長
い
辺
で

一
四
間
五
寸
（
約
二
六
・
四
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
。
北
家
の
史
料
の

た
め
、
治
兵
衛
家
に
関
わ
る
地
所
の
坪
数
や
軒
役
は
書
か
れ
て
い
な

い
。
治
兵
衛
名
前
の
土
地
は
二
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
四
ヶ
所
あ
り
、
北

側
の
小
さ
い
ブ
ロ
ッ
ク
に
一
ヶ
所
分
（
①
）、
治
兵
衛
所
持
地
の
南

側
に
三
ヶ
所
分
の
地
所
を
預
か
っ
て
い
た
（
③
〜
⑤
）。
こ
れ
ら
土

地
を
自
ら
の
版
木
師
と
し
て
の
工
房
と
し
て
利
用
し
て
い
た
の
か
、

そ
れ
と
も
第
三
者
に
貸
し
て
家
賃
収
入
を
得
て
い
た
の
か
は
定
か
で

は
な
い
が
、
か
な
り
広
い
区
画
を
預
か
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
る
。
な
お
、
治
兵
衛
所
持
地
南
側
の
地
所
（
③
〜
⑤
、
の
ち
の
六

～
八
番
地
）
に
つ
い
て
、
土
橋
町
の
共
同
管
理
に
な
っ
た
も
の
を
順

次
井
上
治
兵
衛
が
購
入
し
て
い
た
よ
う
だ
。
嘉
永
二
年
時
点
で
の
ち

の
六
番
地
に
相
当
す
る
地
所
を
、
嘉
永
四
年
時
点
で
の
ち
の
七
番
地

に
相
当
す
る
地
所
を
治
兵
衛
が
購
入
し
て
い
（
（3
（
る
。
こ
れ
ら
の
土
地
の

購
入
手
続
き
は
治
兵
衛
が
行
っ
て
い
る
が
、
実
質
的
に
北
家
の
所
持

で
あ
る
こ
と
は
町
年
寄
や
五
人
組
の
者
に
は
わ
か
っ
て
い
た
よ
う
（
（3
（
だ
。

ま
た
、
明
治
三
年
に
、
三
代
目
治
兵
衛
が
こ
れ
ら
の
三
ヶ
所
に
つ
い

第 ３表　土橋町の地券情報

No. 区・組 町名 番地 等級 持主 持主住所 区分 坪数 地価 検査年月日 裏判・家督相続 裏判・所有者変更

1 上京区第 27 組 土橋町 1番地 85 水嶌藤吉 土橋町 宅地 19 坪 7 合 1勺  5 円 72 銭 明治 13 年 12 月 23 日 明治 20 年 9 月 19 日
油小路町
三井八郎右衛門

2 上京区第 27 組 土橋町 2番地 85 井上治兵衛 土橋町 宅地 27 坪 8 合 9勺  8 円  9 銭 明治 13 年 12 月 23 日 明治 16 年 5 月 17 日
土橋町
井上勘次郎（治兵衛）

明治 20 年 9 月 19 日
油小路町
三井八郎右衛門

3 上京区第 27 組 土橋町 4番地 81 井上治兵衛 土橋町 宅地 35 坪 9 合 9勺 13 円 32 銭 明治 13 年 12 月 23 日 明治 16 年 5 月 17 日
土橋町
井上勘次郎（治兵衛）

4 上京区第 27 組 土橋町 5番地 81 井上治兵衛 土橋町 宅地 41 坪 6 合 2勺 15 円 40 銭 明治 13 年 12 月 23 日 明治 16 年 5 月 17 日
土橋町
井上勘次郎（治兵衛）

5 上京区第 27 組 土橋町 6番地 81 井上治兵衛 土橋町 宅地 41 坪 4 合 8勺 15 円 35 銭 明治 13 年 12 月 23 日 明治 16 年 5 月 17 日
土橋町
井上勘次郎（治兵衛）

6 上京区第 27 組 土橋町 7番地 81 井上治兵衛 土橋町 宅地 50 坪 3 合 2勺 18 円 62 銭 明治 13 年 12 月 23 日 明治 16 年 5 月 17 日
土橋町
井上勘次郎（治兵衛）

7 上京区第 27 組 土橋町 8番地 81 井上治兵衛 土橋町 宅地 67 坪 5 合 3勺 24 円 99 銭 明治 13 年 12 月 23 日 明治 16 年 5 月 17 日
土橋町
井上勘次郎（治兵衛）

出所）　「地券」（三井文庫所蔵史料　北 1031-12）．
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て
、
死
後
北
家
と
勘
次
郎
（
四
代
目
治
兵
衛
）
に
譲
渡
す
る
旨
約
束
し
て
い
（
（3
（
る
。
こ
の
土
地
は
治
兵
衛
が
預
か
っ
て
い
る
体
裁
に
な
っ
て
い

る
が
、
実
質
的
に
治
兵
衛
が
運
用
し
て
い
た
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
2
）
明
治
十
一
年
頃
の
状
況

井
上
治
兵
衛
は
、
ど
こ
か
の
時
点
で
、
二
条
通
沿
い
の
矢
幡
町
の
一
角
を
取
得
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
第
5
図
）。
明
治
十
一
年
六
月

十
二
日
、
北
家
所
有
の
土
橋
町
の
七
番
地
・
八
番
地
（
⑥
・
⑦
）
と
、
井
上
治
兵
衛
所
有
の
矢
幡
町
三
一
九
番
地
・
三
二
〇
番
地
（
⑧
・

⑨
）
の
場
所
譲
り
替
え
を
行
っ
た
。
こ
の
日
、
治
兵
衛
は
矢
幡
町
の
代
金
一
七
円
九
三
銭
一
厘
七
毛
六
と
土
橋
町
の
代
金
一
五
円
二
六
銭
七

厘
九
毛
の
差
額
、
金
二
円
六
六
銭
三
厘
八
毛
を
矢
幡
町
三
一
九
番
地
・
三
二
〇
番
地
の
地
料
と
し
て
北
家
か
ら
下
げ
渡
さ
れ
、
確
か
に
受
け

取
っ
た
旨
の
受
取
状
を
北
家
台
所
役
に
提
出
し
（
（3
（
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
土
橋
町
七
番
・
八
番
の
地
所
は
こ
れ
ま
で
の
預
か
り
状
態
か
ら
治
兵
衛

の
も
の
と
な
り
、
矢
幡
町
の
地
所
は
北
家
の
も
の
と
な
っ
た
（
第
6
図
）。
た
だ
し
、
矢
幡
町
の
地
所
は
北
家
所
有
で
あ
り
つ
つ
、
引
き
続

き
井
上
治
兵
衛
名
前
と
な
っ
て
い
た
よ
う
（
（3
（
で
、
明
治
十
一
年
十
一
月
時
点
で
、
矢
幡
町
南
側
の
三
一
九
番
地
・
三
二
〇
番
地
は
三
井
家
の
所

持
で
間
違
い
な
い
こ
と
、
い
つ
で
も
都
合
次
第
で
地
券
名
前
を
切
り
替
え
る
こ
と
、
を
約
束
し
、
明
治
十
六
年
十
一
月
に
高
棟
（
長
四
郎
）

名
前
に
切
り
替
え
ら
れ
て
い
（
（3
（
る
。
な
お
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
四
月
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
七
月
時
点
で
、
出
版
人
と
し
て

の
井
上
治
兵
衛
の
住
所
は
「
上
京
区
廿
七
区
土
橋
町
四
番
地
」
で
あ
っ
（
（3
（
た
。
も
と
も
と
の
治
兵
衛
の
所
有
地
を
出
版
業
の
事
務
所
と
し
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
頃
の
治
兵
衛
関
係
地
所
の
変
化
を
図
に
整
理
し
て
み
る
（
（3
（
と
（
第
5
図
・
第
6
図
）、
第
4
図
と
比
較
し
た
と

き
、
北
家
邸
の
一
部
を
貸
与
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
部
分
は
間
口
三
間
四
尺
八
寸
・
裏
行
一
四
間
五
寸
・
四
二
坪
八
歩
八
厘
あ

り
、
北
家
か
ら
堀
川
通
に
通
じ
る
通
路
を
残
し
て
残
り
が
治
兵
衛
に
貸
し
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
第
6
図
時
点
の
治
兵
衛
関
係
地
所
の
仕

様
も
ま
と
め
て
み
た
（
第
2
表
）。
第
6
図
の
時
点
で
、
土
橋
町
の
右
の
貸
与
地
（
第
2
表
№
2
）
以
外
は
、
全
て
治
兵
衛
の
所
持
地
だ
っ
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た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
明
治
十
三
年
十
二
月
二
十
三
日
付
の
地
券
が
残
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
も
貸
与
分
以
外
の
土
地
（
二
番
、
四
番
～
八

番
）
の
持
主
が
井
上
治
兵
衛
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
第
3
表
）。
な
お
、
明
治
十
五
年
時
点
で
相
続
講
に
提
出
し
て
い
る
由
緒
書
で

も
、
現
時
点
の
居
所
を
「
上
京
区
第
廿
七
組
堀
川
通
二
条
下
ル
土
橋
町
」
と
し
て
お
（
（4
（

り
、
明
治
十
六
年
時
点
で
、
治
兵
衛
の
居
所
は
二
番
地

だ
っ
た
よ
う
で
あ
（
（4
（
る
。

（
3
）
明
治
十
六
年
の
変
化

明
治
十
六
年
一
月
に
井
上
治
兵
衛
（
四
代
目
）
が
亡
く
な
り
、
勘
次
郎
（
五
代
目
治
兵
衛
）
に
家
督
相
続
す
る
と
、
同
年
五
月
十
七
日
付

で
土
橋
町
の
地
所
の
所
有
者
が
勘
次
郎
に
変
更
と
な
り
、
い
ず
れ
か
の
時
点
で
勘
次
郎
名
前
を
訂
正
し
て
治
兵
衛
に
改
め
て
い
る
。

さ
ら
に
明
治
十
六
年
に
は
、
北
家
は
、
矢
幡
町
三
一
九
番
地
・
三
二
〇
番
地
の
名
義
を
長
四
郎
（
三
井
高
棟
）
名
前
に
変
更
し
、
書
付
の

取
り
消
し
を
行
っ
（
（4
（
た
。
こ
れ
に
よ
り
矢
幡
町
の
地
所
は
北
家
に
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
別
の
史
料
か
ら
も
確
認
で
き
（
（4
（
る
。
ま

た
、
明
治
十
六
年
九
月
十
日
、
井
上
治
兵
衛
が
長
四
郎
宛
に
地
所
売
渡
証
を
提
出
し
、
矢
幡
町
の
三
〇
三
番
地
・
三
〇
四
番
地
を
売
却
し
、

売
り
渡
し
代
金
と
し
て
、
金
一
〇
八
円
八
九
銭
（
内
、
三
〇
三
番
地
が
金
九
円
五
十
銭
、
三
〇
四
番
地
が
金
一
四
円
三
九
銭
、
土
蔵
一
ヶ
所

金
八
五
銭
）
を
受
け
取
っ
て
い
（
（4
（
る
。
こ
の
三
〇
三
番
地
は
三
一
九
番
地
に
相
当
し
、
三
〇
四
番
地
は
三
二
〇
番
地
に
相
当
す
（
（4
（
る
。
明
治
十
六

年
頃
の
地
所
の
様
子
を
ま
と
め
た
（
第
7
図
）。
部
分
的
に
不
明
瞭
な
が
ら
、
北
家
の
敷
地
が
次
第
に
拡
大
し
て
い
る
様
子
も
う
か
が
え
る
。

（
4
）
明
治
二
十
年
以
降
の
変
化

土
橋
町
の
地
所
の
う
ち
二
番
地
に
つ
い
て
、
明
治
二
十
年
九
月
十
九
日
付
で
井
上
治
兵
衛
か
ら
北
家
に
所
有
者
変
更
さ
（
（4
（
れ
、
北
家
に
売
却

さ
れ
（
（4
（
た
。
治
兵
衛
は
明
治
二
十
年
時
点
に
お
い
て
、
居
所
で
あ
っ
た
二
番
地
を
売
却
し
た
よ
う
（
（4
（
だ
。
た
だ
し
、
明
治
二
十
三
年
七
月
に
、
五

代
目
治
兵
衛
治
兵
衛
が
相
続
講
中
に
貯
蓄
金
の
下
げ
渡
し
願
い
を
出
し
た
際
、
そ
の
居
所
と
し
て
上
京
区
堀
川
通
二
条
下
ル
二
番
戸
を
記
載

し
て
い
（
（4
（
る
。
北
家
に
売
却
し
た
が
北
家
か
ら
借
り
る
形
で
居
住
し
て
い
る
の
か
、
名
目
の
居
所
と
し
て
二
番
地
を
記
載
し
て
い
る
の
か
、
判
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然
と
し
な
い
た
め
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
京
都
商
業
学
校
入
学
と
も
関
連
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
時
点

で
治
兵
衛
名
義
の
土
地
は
土
橋
町
の
四
番
地
か
ら
八
番
地
ま
で
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
五
代
目
治
兵
衛
が
旧
三
井
物
産
に
就
職
す
る
と
、
治
兵
衛
は
東
京
に
移
り
、
兄
源
治
郎
も
大
津
に
引
っ
越
し
た
こ
と
で
治
兵
衛

所
持
地
を
管
理
す
る
者
が
い
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
明
治
二
十
六
年
六
月
に
治
兵
衛
・
源
次
郎
の
連
名
と
と
も
に
、
親
類
の
林
芳
兵
衛

も
奥
印
し
た
う
え
で
、
北
家
台
所
役
に
対
し
て
、
居
所
の
売
却
を
願
い
出
て
い
（
（5
（

る
。
こ
の
結
果
土
橋
町
の
四
番
地
か
ら
八
番
地
が
北
家
に
売

却
さ
れ
て
、
井
上
治
兵
衛
家
の
京
都
の
居
所
は
無
く
な
っ
た
の
で
あ
る
（
第
8
図
）。
な
お
、
北
家
は
井
上
治
兵
衛
か
ら
取
得
し
た
土
地
や

北
西
角
の
地
所
な
ど
と
あ
わ
せ
て
大
改
修
工
事
を
実
施
し
、
明
治
三
十
六
年
頃
に
油
小
路
邸
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
み
る

と
、
井
上
治
兵
衛
は
二
条
城
の
対
面
に
位
置
す
る
堀
川
通
り
沿
い
に
広
い
敷
地
を
持
ち
、
自
ら
居
住
し
つ
つ
木
版
業
を
経
営
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
北
家
邸
内
の
長
屋
暮
ら
し
の
一
職
人
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

3　

版
木
師
と
し
て
の
井
上
治
兵
衛

本
節
の
最
後
に
、
井
上
治
兵
衛
の
版
木
師
と
し
て
の
姿
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
作
成
さ
れ
た
「
慶

長
以
来
書
賈
集
覧
」
に
よ
る
と
、
井
上
治
兵
衛
は
越
後
屋
治
兵
衛
や
東
塘
亭
と
も
称
し
、
代
々
彫
工
と
書
賈
を
兼
ね
て
い
た
と
さ
れ
て
い
（
（5
（
る
。

は
じ
め
に
で
述
べ
た
よ
う
に
、
井
上
治
兵
衛
が
明
治
初
期
の
太
政
官
札
発
行
や
太
政
官
日
誌
刊
行
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、

先
行
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
井
上
治
兵
衛
の
手
が
け
た
版
本
を
掲
載
す
る
資
料
目
録
や
蔵
書
目
録
も
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
た
、
三

井
文
庫
に
も
井
上
治
兵
衛
の
手
が
け
た
版
本
や
地
図
、
引
札
な
ど
が
現
存
す
る
（
文
章
末
の
付
図
1
～
付
図
4
も
参
（
（5
（
照
）。
た
だ
、
版
木
師

と
し
て
の
井
上
治
兵
衛
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
深
掘
り
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
三
井
家
編
纂
室
時

代
に
井
上
治
兵
衛
の
親
戚
で
あ
る
林
芳
兵
衛
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
特
に
三
代
目
の
井
上
治
兵
衛
の
仕
事
に
つ
い
て
触
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れ
ら
れ
て
い
る
。
二
次
資
料
で
は
あ
る
が
、
以
下
、
主
に
戦
前
の
聞
き
取
り
調
査
の
内
容
を
も
と
に
井
上
治
兵
衛
の
仕
事
に
つ
い
て
触
れ
て

お
き
た
い
。

（
1
）
版
木
師
と
し
て
の
井
上
治
兵
衛

井
上
治
兵
衛
は
版
木
師
で
あ
り
、
彫
る
の
が
専
門
で
あ
っ
た
と
い
う
。
林
芳
兵
衛
も
「
井
上
は
自
分
で
は
刷
ら
ず
に
版
木
を
貸
し
て
貸
賃

を
取
っ
て
い
た
」（
前
掲
樋
口
史
料
紹
介
二
〇
九
頁
、
以
下
頁
数
の
み
の
も
の
は
同
史
料
紹
介
の
頁
数
で
あ
る
）、「
井
上
は
版
木
屋
が
本
業

で
す
」（
二
一
二
頁
）、「
刷
屋
は
又
別
に
あ
り
ま
す
。
仕
立
屋
も
あ
り
ま
す
。
刷
屋
で
大
き
い
の
は
あ
り
ま
せ
ぬ
、
井
上
は
刻
る
だ
け
で

す
」（
二
一
四
頁
）
な
ど
と
発
言
し
て
お
り
、
井
上
治
兵
衛
家
で
は
、
刷
り
や
仕
立
て
は
京
都
市
中
の
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
業
種
の
職
人
に
外

注
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
実
際
、
京
都
市
中
に
は
出
版
業
に
携
わ
る
多
く
の
業
種
が
あ
っ
た
。
先
に
使
用
し
た
明
治
十
一
年
の

「
売
買
ひ
と
り
案
内
」
を
み
て
も
、
出
版
業
に
携
わ
る
職
人
の
カ
テ
ゴ
リ
と
し
て
、「
版
下
筆
耕
」
が
六
軒
、「
印
判
版
木
木
地
師
」
が
二
軒
、

「
本
商
」
が
二
三
軒
、「
本
仕
立
職
」
が
五
軒
、「
銅
版
彫
師
」
が
一
二
軒
、「
銅
版
摺
物
師
」
が
六
軒
、「
和
清
洋
諸
小
間
紙
」
が
二
軒
、「
諸

紙
類
」
が
一
九
軒
、「
大
和
紙
類
商
」
が
四
軒
、「
貸
本
商
」
が
二
軒
、「
活
版
摺
物
師
」
が
五
軒
、「
絵
双
紙
類
」
が
一
〇
軒
、「
絵
具
染
草

類
」
が
一
八
軒
、「
画
工
」
が
二
四
軒
、「
油
絵
師
」
が
三
軒
、「
摺
物
師
」
が
六
軒
、「
篆
刻
師
」
が
四
軒
、「
浮
世
絵
師
」
が
四
軒
な
ど
が

み
え
、
出
版
業
を
支
え
る
多
く
の
商
人
・
職
人
が
京
都
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
刷
屋
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
江
戸
の
大
き
な
書
肆
な
ど
で
は
提
携
し
て
い
る
刷
屋
が
一
〇
〇
名
ほ
ど
お
り
、
売
れ
る
書
肆
で
は
常
時

五
〇
名
ほ
ど
の
刷
屋
と
提
携
し
て
い
た
と
い
う
。
た
だ
、
そ
の
規
模
の
書
肆
は
京
都
で
一
・
二
軒
で
、
大
坂
で
三
軒
か
ら
五
軒
ほ
ど
し
か
な

く
、
ほ
と
ん
ど
の
書
肆
で
は
、
一
・
二
人
程
度
の
刷
屋
と
提
携
す
る
程
度
で
、
常
勤
で
は
な
く
、
必
要
時
に
仕
事
を
振
る
よ
う
な
か
た
ち
だ

っ
た
と
い
う
（「
大
き
い
所
に
な
る
と
刷
屋
を
百
人
位
へ
て
居
り
ま
す
、
よ
く
売
れ
る
所
で
は
五
十
人
位
は
大
丈
夫
居
り
ま
し
た
、
尤
も
さ

う
い
ふ
本
屋
は
京
に
一
軒
か
二
軒
、
大
坂
に
も
三
軒
か
五
軒
位
し
か
あ
り
ま
せ
ぬ
、
大
抵
の
本
屋
は
一
人
か
二
人
使
つ
て
居
る
だ
け
で
す
、
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何
時
も
べ
つ
た
り
使
つ
て
居
る
所
は
余
り
あ
り
ま
せ
ぬ
」
二
一
四
頁
）。
林
芳
兵
衛
に
よ
る
と
、
井
上
治
兵
衛
家
で
も
一
四
・
五
人
ほ
ど
の

職
人
が
働
い
て
い
た
が
、
彫
り
の
下
請
け
を
引
き
受
け
る
下
職
が
京
都
市
中
に
何
百
人
も
い
た
と
い
う
（「
家
に
は
十
四
五
人
し
か
職
人
は

居
り
ま
せ
ぬ
が
下
職
と
い
ふ
も
の
が
何
百
人
と
い
つ
て
居
り
ま
し
た
」（
二
一
一
頁
）。
特
に
、
井
上
治
兵
衛
の
工
房
で
は
、
楷
書
を
彫
る
職

人
、
行
書
・
草
書
を
彫
る
職
人
、
絵
を
彫
る
職
人
な
ど
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
専
業
の
職
人
を
抱
え
て
い
た
よ
う
で
、

「
絵
の
も
の
で
も
書
の
も
の
で
も
何
で
も
引
受
け
」
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
（
二
一
二
頁
）。「
太
政
官
日
誌
」
を
あ
っ
と
い
う
間
に
作
成

し
て
二
条
城
に
納
入
で
き
た
理
由
と
し
て
、
大
勢
の
職
人
集
団
を
編
成
し
て
い
た
か
ら
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
版
木
師
と
し
て
の
井
上
治
兵
衛
に
つ
い
て
、
林
芳
兵
衛
は
そ
の
腕
前
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。「
井
上
と
い
つ
た
ら
其
位
の

仕
事
を
す
る
も
の
は
江
戸
に
も
無
か
つ
た
の
で
す
」（
二
一
一
頁
）、「
何
し
ろ
版
木
屋
の
三
井
さ
ん
と
言
は
れ
た
程
で
す
。
江
戸
、
大
坂
辺

の
出
版
物
は
皆
井
上
に
行
く
の
で
す
。
井
上
の
彫
刻
は
日
本
一
で
す
な
」（
二
一
一
頁
）
な
ど
と
絶
賛
し
て
い
る
。
親
類
ゆ
え
に
ひ
い
き
目

に
見
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
腕
前
か
ら
京
都
だ
け
で
な
く
、
江
戸
・
大
坂
か
ら
も
仕
事
の
依
頼
が
届
き
、
伊
勢
か
ら
も
伊

勢
神
宮
の
暦
の
作
成
に
あ
た
り
、
そ
の
彫
り
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
（「
伊
勢
の
方
に
神
宮
の
暦
が
出
来
ま
す
、
其
暦
の
刻

師
が
伊
勢
に
居
り
ま
す
が
、
向
ふ
で
は
暦
さ
へ
刻
つ
て
し
ま
へ
ば
も
う
人
は
要
ら
ぬ
の
で
そ
れ
が
井
上
に
出
て
来
る
の
で
す
。
他
へ
は
行
か

ぬ
。
井
上
へ
来
れ
ば
何
時
で
も
使
つ
て
呉
れ
る
の
で
す
。」（
二
一
一
頁
）。
井
上
治
兵
衛
の
手
が
け
た
仕
事
の
量
を
見
て
も
、
そ
の
力
量
が

江
戸
や
大
坂
に
も
轟
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

（
2
）
版
木
の
貸
し
出
し

ま
た
、
井
上
治
兵
衛
で
は
版
木
師
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
過
去
に
作
成
し
た
版
木
も
多
数
所
蔵
し
て
い
た
よ
う
で
、
そ
れ
を
貸
与
し
て
貸
賃

を
取
る
商
売
も
し
て
い
た
と
い
う
（「
版
木
を
貸
し
て
貸
賃
を
取
っ
て
い
た
」
二
〇
九
頁
、「
蔵
版
も
沢
山
あ
り
ま
し
た
」
二
一
二
頁
）。
書

肆
か
ら
再
版
や
、
増
補
改
訂
版
の
作
成
の
話
を
持
ち
掛
け
ら
れ
る
と
、
版
木
を
貸
し
だ
し
て
一
定
の
貸
与
料
を
徴
収
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
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れ
る
。
井
上
治
兵
衛
の
経
営
状
況
が
わ
か
ら
な
い
た
め
、
蔵
版
の
貸
し
出
し
が
ど
の
程
度
の
頻
度
・
比
重
で
行
わ
れ
て
い
た
の
か
も
判
然
と

し
な
い
が
、
版
木
師
と
し
て
版
木
を
作
成
す
る
だ
け
で
な
く
、
出
版
に
ま
つ
わ
る
関
連
事
業
も
手
が
け
て
い
た
か
ら
か
、
相
続
講
へ
の
履
歴

調
査
の
回
答
に
は
自
ら
を
「
書
林
商
」
と
記
し
、
明
治
期
に
井
上
治
兵
衛
を
「
書
賈
」
と
し
て
分
類
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

（
3
）
版
木
作
成
の
技
術
指
導

そ
の
他
、
井
上
治
兵
衛
は
版
木
作
成
の
技
術
指
導
を
行
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
林
芳
兵
衛
は
聞
き
取
り
調
査
の
な
か
で
「
御
所
の
家
来
や
と

か
、
公
卿
衆
の
侍
と
か
、
所
司
代
な
ん
ど
、
さ
う
い
ふ
や
う
な
と
こ
ろ
の
下
侍
が
居
り
ま
し
て
、
そ
れ
等
は
禄
を
貰
つ
て
居
る
け
れ
ど
も
年

に
一
二
度
出
れ
ば
よ
い
と
い
ふ
人
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
さ
う
い
ふ
人
が
ぢ
つ
と
し
て
居
つ
て
も
し
や
う
が
な
い
か
ら
版
木
を
習
つ
て
居
る
。

そ
れ
が
皆
井
上
に
出
て
来
る
の
で
す
。
そ
れ
で
此
方
は
途
で
遇
へ
ば
二
本
ざ
し
で
威
張
つ
て
居
つ
て
も
、
井
上
へ
来
る
と
「
先
生
々
々
」
と

あ
が
め
て
ゐ
ま
す
」（
二
一
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
御
所
・
公
家
衆
・
京
都
所
司
代
に
仕
え
る
下
級
武
士
の
な
か
に
版
木
作
成
に
興
味
の

あ
る
者
が
お
り
、
そ
う
い
っ
た
者
が
手
す
き
の
際
に
井
上
治
兵
衛
の
と
こ
ろ
で
版
木
作
成
を
習
っ
て
い
た
と
い
う
。
武
士
の
内
職
の
技
術
支

援
と
い
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
先
述
し
た
よ
う
に
井
上
治
兵
衛
は
木
版
専
業
で
、
住
み
込
み
の
専
従
職
人
は
十
数
名
程
度
で
あ
っ
た

が
、
京
都
市
中
に
下
請
け
が
数
百
人
規
模
で
存
在
し
て
い
た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
下
級
武
士
層
も
そ
の
下
請
け
の
担
い
手
の
一

部
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
4
）
出
版
願
な
ど
の
事
務
手
続
き

そ
の
他
、
井
上
治
兵
衛
は
出
版
に
必
要
な
手
続
き
も
得
意
と
し
て
い
た
よ
う
だ
。
江
戸
の
場
合
、
出
版
の
手
続
き
は
以
下
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
と
い
（
（5
（
う
。
①
新
規
の
企
画
や
古
板
を
再
板
し
よ
う
と
す
る
申
請
者
は
稿
本
を
用
意
す
る
。
②
申
請
者
は
所
属
す
る
組
の
行
事
に
稿

本
と
開
板
願
ま
た
は
再
板
願
を
提
出
す
る
。
③
組
の
行
事
か
仲
間
行
事
が
稿
本
を
審
査
す
る
。
可
否
を
判
断
で
き
な
い
も
の
は
町
年
寄
を
通

じ
て
町
奉
行
所
に
照
会
し
た
り
、
他
の
仲
間
の
権
利
に
抵
触
す
る
場
合
は
仲
間
内
で
稿
本
を
回
覧
し
て
問
題
の
有
無
を
確
認
す
る
。
再
板
の
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場
合
、
稿
本
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
、
申
請
者
は
板
木
彫
刻
に
と
り
か
か
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
新
刊
書
の
場
合
は
幕
府
の
審
議

を
必
要
と
し
た
。
新
刊
書
の
場
合
、
④
仲
間
行
事
が
開
板
願
に
奥
印
を
し
て
稿
本
と
と
も
に
町
年
寄
を
通
じ
て
町
奉
行
所
に
提
出
す
る
。
⑤

開
板
許
可
が
出
た
場
合
、
町
奉
行
所
は
仲
間
行
事
を
通
じ
て
申
請
者
に
許
可
を
通
達
す
る
。
⑥
申
請
者
は
板
木
を
彫
刻
し
、
完
成
す
る
と
仲

間
行
事
に
提
出
し
て
割
印
を
受
け
る
。
割
印
を
押
す
た
め
の
会
合
は
定
期
的
に
開
か
れ
、
そ
の
場
で
売
捌
担
当
の
本
屋
も
定
め
る
。
⑦
全
て

完
了
す
る
と
、
申
請
者
は
仲
間
行
事
に
手
数
料
を
納
め
る
。
新
刊
書
の
場
合
は
、
さ
ら
に
稿
本
と
新
刊
書
を
町
奉
行
所
に
上
納
し
て
、
幕
府

の
許
可
を
得
る
。
⑧
仲
間
行
事
か
ら
販
売
許
可
証
（
添
章
）
が
売
捌
担
当
本
屋
に
渡
さ
れ
て
、
発
売
と
な
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
新
刊
書
の

場
合
は
町
奉
行
所
の
審
査
を
経
た
上
で
出
版
す
る
流
れ
に
な
っ
て
い
た
。
林
芳
兵
衛
も
、
出
版
に
は
「
出
版
願
」
が
必
要
で
、
手
数
の
か
か

る
も
の
だ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（
二
一
二
頁
）。
政
治
関
係
の
内
容
で
あ
れ
ば
、
出
版
希
望
者
は
「
本
屋
行
司
」
に
出
版
を
願
い
出
る
と
、

本
屋
行
司
か
ら
京
都
の
町
奉
行
所
に
、
町
奉
行
所
か
ら
江
戸
に
回
さ
れ
る
、
と
い
う
手
続
き
を
踏
ん
（
（5
（
だ
。
慣
れ
て
い
な
い
出
版
希
望
の
本
屋

は
こ
の
手
続
き
に
困
っ
て
い
た
が
、
三
代
目
の
井
上
治
兵
衛
は
そ
れ
を
上
手
に
こ
な
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
理
由
と
し
て
、「
奉
行
所
の

与
力
な
ん
か
に
馴
染
が
あ
る
か
ら
で
す
。
さ
う
い
ふ
所
か
ら
手
数
が
省
け
た
も
の
と
思
は
れ
ま
す
」（
二
一
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
京
都

町
奉
行
所
の
与
力
に
懇
意
に
し
て
い
る
者
が
お
り
、
江
戸
に
回
す
ま
で
の
手
続
き
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
見
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
右
に
み
た
よ
う
に
下
級
武
士
の
な
か
に
版
木
作
成
を
習
っ
て
い
る
者
が
い
た
。
御
所
や
公
家
衆
、
京
都
所
司
代
に
仕
え
る
者
以
外

に
も
、
町
奉
行
所
に
仕
え
て
い
る
者
も
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
井
上
治
兵
衛
は
北
家
の
高
福
や
高
朗
の
お
供

と
し
て
、
武
士
と
の
付
き
合
い
の
場
に
出
向
く
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
奉
行
所
の
役
人
と
も
懇
意
に
な
っ
て
い
た
可
能
性

も
高
い
。
そ
の
よ
う
な
付
き
合
い
を
利
用
し
て
、
出
版
願
い
な
ど
の
手
続
き
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
出
願
の
仲
介
は
井
上
治
兵
衛
の
仕
事
受
注
に
も
直
結
し
て
い
た
。
林
芳
兵
衛
の
聞
き
取
り
で
は
、「
大
坂
辺
り
の
本
屋
で
も
大
抵
井

上
に
頼
ん
で
居
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
自
然
井
上
で
彫
ら
し
ま
す
、
願
は
井
上
に
頼
ん
で
、
彫
る
の
は
外
へ
や
る
と
い
ふ
こ
と
は
出
来
ま
せ
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ぬ
か
ら
な
」（
二
一
二
頁
）
と
述
べ
て
お
り
、
京
都
の
み
な
ら
ず
大
坂
の
出
版
希
望
者
に
も
井
上
に
出
願
の
仕
事
を
依
頼
し
て
い
る
者
が
多

か
っ
た
よ
う
だ
が
、
こ
れ
に
よ
り
井
上
治
兵
衛
に
彫
り
の
仕
事
も
舞
い
込
ん
で
く
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

以
上
、
明
治
期
の
聞
き
取
り
調
査
の
内
容
を
基
に
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
特
に
三
代
目
井
上
治
兵
衛
の
仕
事
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
治

兵
衛
自
ら
小
刀
を
と
っ
て
彫
り
も
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
木
版
の
職
人
を
束
ね
、
下
請
け
の
職
人
の
技
術
指
導
を
行
い
、
出
版
願

い
な
ど
の
手
続
き
や
そ
の
仲
介
を
行
う
、
経
営
者
と
し
て
の
性
格
も
強
か
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。
木
版
業
を
手
が
け
る
者
の
中
に
は
、
版
木

作
成
と
は
別
に
出
版
事
業
に
参
入
す
る
者
も
お
り
、
井
上
治
兵
衛
も
本
屋
仲
間
に
加
入
し
て
幕
末
か
ら
出
版
事
業
を
展
開
し
て
い
た
と
い
（
（5
（
う
。

ま
た
、
懇
意
に
し
て
い
る
摺
物
師
や
仕
立
屋
も
い
た
こ
と
か
ら
、
版
下
屋
に
も
顔
が
利
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
治
兵
衛
は
版
木
師
で
あ
り
な

が
ら
一
つ
の
出
版
物
の
作
成
全
体
に
関
与
で
き
る
経
営
者
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
1
）　「
御
暖
簾
調
書
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
七
七
―
四
）。

（
2
）　「
西
京
相
続
講
中
履
歴
一
綴
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
別
二
五
七
〇
）。

（
3
）　
前
掲
樋
口
史
料
紹
介
一
九
九
・
二
一
〇
頁
。

（
4
）　
土
橋
町
の
地
所
を
「
堀
川
丁
」
と
表
記
し
て
い
る
北
家
の
図
面
も
あ
る
（「
油
小
路
邸
地
坪
付
縮
図
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
一
〇
四

四
）。

（
5
）　
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
の
史
料
で
土
橋
町
の
年
寄
と
し
て
越
後
屋
次
兵
衛
（
＝
井
上
治
兵
衛
）
の
名
前
が

見
え
る
た
め
、
土
橋
町
に
関
す
る
事
務
に
も
携
わ
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（「
堀
川
通
二
条
下
ル
土
橋
町
壱
ケ
所
町
持
家
屋
敷
売
券
」
三

井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
一
〇
三
二
―
一
）。

（
6
）　「
町
儀
之
留
」
天
保
八
年
十
月
五
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
八
八
一
）。

（
7
）　
弘
化
四
年
五
月
（
頼
山
陽
没
後
一
六
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
頼
山
陽
「
新
居
帖
」（
三
井
文
庫
所
蔵
参
考
図
書
　
Ｍ
二
二
七
―
一
二
）
に
は
、
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三
井
高
就
（
北
家
七
代
当
主
）
の
蔵
版
、
井
上
治
右
衛
門
（
東
塘
亭
、
八
八
歳
）
の
刻
字
で
、
新
宮
鬼
國
・
牧
百
峰
の
序
文
、
小
竹
・
支
峰
・

西
阜
の
題
字
、
允
叟
（
西
阜
の
子
）・
三
井
高
福
（
北
家
八
代
当
主
）
の
跋
文
が
付
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（
木
崎
愛
吉
・
頼
成
一
編
『
頼
山
陽

全
書
』
二
（
全
伝 

下
）、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
）。
本
稿
で
は
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
画
像
デ
ー
タ
を
参
照
し
た

（https://dl.ndl.go.jp/pid/12408410

、
三
七
四
コ
マ
目
、
二
〇
二
五
年
一
二
月
一
日
最
終
閲
覧
）。
な
お
、
明
治
三
年
に
頼
支
峰
（
頼
山
陽

の
次
男
）
が
京
都
書
肆
の
藤
井
孫
兵
衛
に
宛
て
た
、『
神
皇
正
統
記
続
編
』
の
出
版
に
関
す
る
書
簡
が
あ
り
、
そ
の
尚
書
に
井
上
治
兵
衛
に
も

よ
ろ
し
く
伝
え
る
よ
う
書
き
添
え
て
い
る
と
い
う
（
鈴
木
俊
幸
『
書
籍
文
化
史
料
論
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
九
年
、
一
四
二
～
一
七
四
頁
）。

支
峰
は
三
井
高
棟
に
書
を
指
南
し
た
人
物
で
、
三
井
家
と
関
係
の
深
い
人
物
で
も
あ
っ
た
。『
新
居
帖
』
の
刊
行
な
ど
を
通
じ
て
、
支
峰
と
井

上
治
兵
衛
家
と
は
少
な
か
ら
ず
接
点
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
8
）　「
町
儀
之
留
」
天
保
八
年
十
月
五
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
八
八
一
）。

（
9
）　「
町
儀
之
留
」
天
保
八
年
十
月
二
十
六
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
八
八
一
）。

（
10
）　「
新
居
帖
」（
二
篇
、
山
陽
頼
先
生
遺
墨
）
明
治
十
一
年
四
月
版
（
三
井
文
庫
所
蔵
参
考
図
書
　
Ｍ
二
二
七
―
一
二
）。
本
稿
で
は
国
会
図
書

館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
画
像
デ
ー
タ
も
参
照
し
た
（https://dl.ndl.go.jp/pid/852689

、
三
七
コ
マ
目
、
二
〇
二
五
年
一
二
月
一
日

最
終
閲
覧
）。「
井
上
治
兵
衛
念
書
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
一
〇
三
三
―
六
）。

（
11
）　「
町
儀
之
留
」
天
保
八
年
十
月
五
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
八
八
一
）。

（
12
）　
林
芳
兵
衛
へ
の
聞
き
取
り
調
査
で
も
「
初
め
は
感
治
郎
と
か
い
ろ
い
ろ
の
名
が
あ
り
ま
し
た
が
当
主
に
な
る
と
治
兵
衛
に
な
る
の
で
す
」

（
前
掲
樋
口
史
料
紹
介
二
一
一
頁
）
と
か
、「
今
の
治
兵
衛
（
五
代
目
）
の
小
さ
い
時
に
は
「
感
」
で
し
た
が
そ
れ
で
は
書
き
に
く
い
と
い
つ
て

「
勘
」
に
し
た
の
で
す
、
祖
父
（
三
代
目
）
も
感
次
郎
、
今
の
治
兵
衛
の
父
親
（
四
代
目
）
も
感
次
郎
、
養
子
に
な
る
ま
で
は
弥
惣
七
で
し

た
」（
同
二
一
二
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
感
次
郎
と
勘
次
郎
の
使
い
分
け
が
本
当
に
な
さ
れ
て
い
る
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。

（
13
）　「
手
控
日
記
　
弐
番
」
天
保
五
年
二
月
二
十
八
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
二
七
九
）。

（
14
）　「
手
控
日
記
　
六
番
」
天
保
九
年
十
二
月
十
九
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
二
八
三
）。

（
15
）　「
町
儀
之
留
」
天
保
八
年
十
月
五
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
八
八
一
）。
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（
16
）　
こ
の
と
き
井
上
治
右
衞
門
（
三
代
目
治
兵
衛
）
に
「
丸
に
井
桁
三
」
の
暖
簾
を
許
す
こ
と
を
推
挙
し
た
の
は
三
井
高
福
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

高
福
が
高
朗
に
提
案
し
、
高
朗
は
大
元
方
に
対
し
、
暖
簾
印
の
許
可
に
は
申
請
が
必
要
か
照
会
し
た
よ
う
だ
。
こ
れ
に
対
し
大
元
方
で
は
、
北

家
限
り
で
「
丸
越
」「
丸
に
井
桁
三
」
の
印
を
直
に
許
可
し
、
事
後
的
に
大
元
方
に
届
書
を
提
出
し
て
構
わ
な
い
旨
回
答
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
（「
中
井
三
平
書
簡
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
小
石
川
六
五
〇
―
三
―
一
）。
た
だ
し
、
こ
の
や
り
方
で
問
題
な
か
っ
た
か
ど
う
か
、
中
井
三

平
は
小
石
川
家
七
代
・
高
喜
に
問
い
合
わ
せ
て
い
る
。
高
喜
は
、
明
治
初
期
の
大
元
方
規
則
の
改
正
に
よ
り
先
例
も
無
く
な
っ
た
た
め
、
北
家

限
り
で
の
暖
簾
印
許
可
も
問
題
無
い
旨
回
答
し
て
い
る
（「
三
井
高
喜
書
簡
下
控
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
小
石
川
一
四
四
二
―
一
八
―
一
）。

（
17
）　
前
掲
樋
口
史
料
紹
介
二
〇
九
～
二
一
六
頁
。

（
18
）　
林
芳
兵
衛
へ
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
と
「
店
の
人
の
仕
事
の
出
来
る
者
を
選
ん
で
相
続
人
に
さ
す
こ
と
に
な
つ
た
」
と
い
う
（
前
掲
樋
口

史
料
紹
介
二
一
一
頁
）。

（
19
）　「
高
朗
日
記
　
拾
参
番
」
慶
応
元
年
八
月
一
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
三
一
六
）。

（
20
）　「
西
京
相
続
講
中
履
歴
一
綴
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
別
二
五
七
〇
）。

（
21
）　「
井
上
治
兵
衛
は
十
歳
の
時
に
父
親
に
離
れ
た
の
で
す
が
、
商
売
は
其
後
も
や
は
り
版
木
を
や
つ
て
居
り
ま
し
た
が
、
そ
ろ
そ
ろ
版
木
よ
り

活
版
の
方
へ
時
勢
が
変
つ
て
仕
事
の
文
は
減
り
ま
す
し
、
又
し
つ
か
り
し
た
主
人
が
あ
つ
て
や
れ
は
兎
も
角
ま
だ
年
は
小
さ
い
し
自
然
や
め
て

し
ま
つ
た
の
で
す
。」（
前
掲
樋
口
史
料
紹
介
二
一
五
頁
）。

（
22
）　「
諸
用
扣
」
明
治
二
十
三
年
七
月
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
中
井
七
）、「
御
願
書
」
明
治
二
十
六
年
六
月
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
一

四
九
七
―
三
）
な
ど
。

（
23
）　「
諸
用
扣
」
明
治
二
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
中
井
七
）。

（
24
）　「
諸
用
扣
」
明
治
二
十
三
年
七
月
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
中
井
七
）。

（
25
）　
五
代
目
治
兵
衛
は
京
都
商
業
学
校
卒
業
後
、
明
治
二
十
五
年
春
か
ら
の
旧
物
産
へ
の
入
社
を
希
望
し
て
お
り
、
北
家
勘
定
場
に
宛
て
て
旧
物

産
へ
の
取
り
な
し
を
要
望
し
て
い
る
（「
井
上
治
兵
衛
物
産
会
社
入
社
御
願
書
」
明
治
二
十
四
年
七
月
二
十
四
日
、
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北

一
四
九
七
―
三
）。
史
料
の
内
容
は
注
（
50
）
参
照
。
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（
26
）　
三
井
文
庫
編
『
三
井
事
業
史
』（
本
篇
二
、
三
井
文
庫
、
一
九
八
〇
年
、
六
頁
）。

（
27
）　
三
井
文
庫
編
『
三
井
事
業
史
』（
本
篇
二
、
三
井
文
庫
、
一
九
八
〇
年
、
一
六
頁
）。

（
28
）　「
商
人
買
物
独
案
内
」（
横
浜
国
立
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
史
料
　
六
七
二
・
一
六
二
―
Ｋ
Ｙ
）。
本
稿
で
は
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
掲
載
デ
ー

タ
を
利
用
し
た
（https://doi.org/10.20730/100349608

、
二
三
コ
マ
目
、
二
〇
二
五
年
十
二
月
一
日
最
終
閲
覧
）。
こ
の
版
木
師
の
項
に

は
井
上
治
兵
衛
以
外
に
、
岡
本
兵
蔵
（
綾
小
路
町
西
へ
入
町
）、
文
琉
平
造
（
高
倉
五
条
上
ル
）、
井
筒
屋
庄
兵
衛
（
松
原
高
倉
西
入
町
）、
丹

羽
庄
三
郎
（
寺
町
四
条
上
ル
町
）、
田
原
十
兵
衛
（
二
条
高
倉
東
へ
入
町
）、
河
津
勇
蔵
（
丸
太
町
西
洞
院
東
へ
入
）、
上
田
安
兵
衛
（
御
池
通

寺
町
西
へ
入
）、
水
口
屋
宗
六
（
二
条
間
之
町
角
）、
水
口
屋
宗
兵
衛
（
寺
町
御
池
上
ル
町
）、
柏
屋
助
四
郎
（
鞘
町
五
条
下
ル
町
）、
金
屋
新
右

衛
門
（
六
角
柳
馬
場
東
へ
入
）、
駒
井
清
七
（
寺
町
高
辻
上
ル
町
）、
田
原
十
兵
衛
（
二
条
高
倉
東
へ
入
）、
清
水
次
兵
衛
（
富
小
路
四
条
下
ル

道
）、
宇
野
治
兵
衛
（
み
の
や
、
堺
町
五
條
上
ル
町
）
が
い
る
。

（
29
）　「
都
商
職
街
風
聞
」（
三
井
文
庫
所
蔵
参
考
図
書
　
Ｄ
四
〇
九
―
一
五
）。
こ
の
版
木
師
の
項
に
は
井
上
治
兵
衛
の
ほ
か
に
、
山
本
長
左
衛
門

（
烏
丸
錦
上
ル
）、
牧
中
利
助
（
御
幸
町
三
条
上
ル
）、
由
良
重
兵
衛
（
烏
丸
六
角
下
ル
）、
金
屋
善
助
（
堺
町
三
条
上
ル
）、
寺
田
弥
助
（
寺
町

仏
光
寺
上
）
が
立
項
さ
れ
て
い
る
。

（
30
）　「
売
買
ひ
と
り
案
内
」（
神
戸
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
史
料
　
住
田
文
庫
一
Ａ
―
五
四
）。
本
稿
で
は
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
掲
載
デ
ー
タ
を
利

用
し
た
（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/300037639

、
八
コ
マ
目
、
二
〇
二
五
年
十
二
月
一
日
最
終
閲
覧
）。
こ
の
版
木
師
の
項
に
は

井
上
治
兵
衛
以
外
に
、
花
谷
佐
兵
衛
（
六
条
台
所
門
前
）、
田
賀
喜
一
郎
（
堺
町
夷
川
下
）、
寺
田
栄
助
（
綾
小
路
柳
馬
場
西
）、
中
村
友
七

（
柳
馬
場
四
条
下
）、
磯
田
栄
助
（
五
条
御
幸
町
東
）、
藤
本
清
次
郎
（
三
条
西
洞
院
西
）、
川
出
朱
蘭
堂
（
柳
馬
場
松
原
上
）、
由
良
重
兵
衛

（
柳
馬
場
四
条
上
）、
北
川
芳
平
（
新
門
前
縄
手
東
）
が
立
項
さ
れ
て
い
る
。

（
31
）　「
油
小
路
邸
地
坪
付
縮
図
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
一
〇
四
四
）。

（
32
）　「
堀
川
通
二
条
下
ル
土
橋
町
壱
ケ
所
町
持
家
屋
敷
売
券
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
一
〇
三
二
―
一
）。

（
33
）　「
堀
川
町
年
寄
五
人
組
議
諚
書
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
一
〇
三
二
―
二
）

（
34
）　「
堀
河
通
二
条
下
ル
土
橋
町
井
上
治
兵
衛
所
持
家
屋
敷
三
ケ
所
死
後
譲
リ
状
并
口
上
書
」
明
治
三
年
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
追
一
二
五
七
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―
五
）。

（
35
）　「
矢
幡
町
土
橋
町
地
所
譲
替
ニ
付
地
料
請
取
書
并
図
面
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
一
〇
三
二
―
一
〇
）。

（
36
）　「
二
条
油
小
路
町
旧
間
調
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
一
〇
三
一
―
一
一
）。

（
37
）　「
井
上
治
兵
衛
念
書
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
一
〇
三
三
―
六
）。

（
38
）　
前
掲
「
新
居
帖
」（
二
篇
、
明
治
十
一
年
四
月
版
）、「
新
居
帖
」（
三
編
・
頼
山
陽
遺
墨
四
季
詩
帖
、
明
治
十
三
年
版
）。

（
39
）　「
二
条
油
小
路
町
旧
間
調
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
一
〇
三
一
―
一
一
）。

（
40
）　「
西
京
相
続
講
中
履
歴
一
綴
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
別
二
五
七
〇
）。

（
41
）　「
地
券
売
買
書
換
願
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
一
〇
三
四
―
三
の
う
ち
）。
な
お
、
北
家
（
高
福
・
高
朗
）
も
こ
の
時
期
に
井
上
治
兵
衛

の
取
得
し
た
土
地
を
承
知
し
て
お
り
、
土
蔵
が
三
ヶ
所
あ
り
、
う
ち
二
ヶ
所
は
新
築
で
あ
る
と
み
て
い
る
（「
中
井
三
平
書
簡
」
三
井
文
庫
所

蔵
史
料
　
小
石
川
六
五
〇
―
三
―
一
）。

（
42
）　「
井
上
治
兵
衛
念
書
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
一
〇
三
三
―
六
）。

（
43
）　「
矢
幡
町
土
橋
町
地
所
譲
替
ニ
付
地
料
請
取
書
并
図
面
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
一
〇
三
二
―
一
〇
）。

（
44
）　「
地
所
買
得
之
証
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
一
〇
三
四
―
三
の
う
ち
）、「
地
所
売
渡
之
証
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
一
〇
三
四
―
三

の
う
ち
）。

（
45
）　「
北
家
南
家
元
方
用
地
区
域
調
図
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
一
〇
五
七
）。

（
46
）　「
地
券
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
一
〇
三
一
―
一
二
―
二
）。

（
47
）　
北
家
に
残
る
北
家
邸
の
敷
地
図
面
の
な
か
で
、
二
番
地
に
該
当
す
る
部
分
に
「
此
地
所
明
治
二
十
年
買
得
」
と
あ
る
（「
北
家
南
家
元
方
用

地
区
域
調
図
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
一
〇
五
七
）。

（
48
）　「
地
券
売
買
書
換
願
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
一
〇
三
四
―
三
の
う
ち
）。

（
49
）　「
諸
用
控
」
明
治
二
十
三
年
七
月
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
中
井
七
）。

（
50
）　「
井
上
治
兵
衛
物
産
会
社
入
社
御
願
書
」
明
治
二
十
六
年
六
月
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
一
四
九
七
―
三
）。
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御
願
書

	
　
　
　
私
儀
昨
年
当
地
ニ
罷
越
候
ニ
就
而
ハ
家
屋
万
端
之
儀
兄
源
治
郎
ヱ
委
托
致
置
候
処
、
同
人
事
先
般
家
事
都
合
ニ
ヨ
リ
大
津
ニ
引
移
リ
候
、

以
来
空
家
之
姿
ニ
而
今
に
迄
立
至
り
、
向
後
此
之
儘
ニ
打
棄
テ
置
候
而
ハ
自
然
ト
破
損
ヲ
生
ジ
祖
先
ヱ
対
シ
テ
実
ニ
相
済
ザ
ル
儀
ニ
付
、
種
々

協
議
仕
候
得
共
、
一
向
他
ニ
可
然
方
法
モ
相
付
キ
不
申
候
処
、
御
本
家
ニ
而
ハ
先
年
ヨ
リ
御
普
請
之
折
柄
、
該
家
屋
御
所
望
ト
ノ
由
承
り
候
ニ

付
、
御
意
ニ
随
ヒ
御
用
達
仕
候
得
者
、
亡
祖
父
母
初
メ
亡
父
母
共
嘸
満
足
ニ
思
ヒ
居
ル
事
ト
存
、
兄
源
治
郎
ト
協
議
之
上
御
所
望
ニ
応
ズ
ル
事

ト
決
定
仕
候
間
、
宜
敷
御
取
計
之
程
伏
而
奉
願
上
候
、
以
上

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
時
在
東
京

	

　
　
　
　
明
治
廿
六
年
六
月
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
治
兵
衛
（
印
）

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
源
次
郎
（
印
）

	

　
　
　
右
之
願
書
差
出
度
候
ニ
就
テ
者
、
両
人
ヨ
リ
調
印
之
義
依
頼
越
候
ニ
付
、
其
意
ニ
任
セ
奥
印
致
候
、
以
上

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
親
類

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
芳
兵
衛
（
印
）

	

　
　
　
　
　
　
　
三
井
様

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
台
所
御
中

（
51
）　
井
上
和
雄
編
『
慶
長
以
来
書
賈
集
覧
』（
彙
文
堂
書
店
、
一
九
一
六
年
）
一
五
頁
。
本
稿
で
は
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
画

像
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
（https://dl..ndl.go.jp/pid/1870968
、
二
〇
コ
マ
目
、
二
〇
二
五
年
十
二
月
一
日
最
終
閲
覧
）。

（
52
）　
た
と
え
ば
、
書
跡
と
し
て
は
三
井
高
福
編
「
臨
池
真
蹟
墨
字
帖
」（
嘉
永
五
年
、
三
井
文
庫
所
蔵
参
考
図
書
　
Ｍ
二
二
七
―
八
）
や
頼
襄

（
頼
山
陽
）「
新
居
帖
」（
明
治
十
三
年
再
版
、
三
井
文
庫
所
蔵
参
考
図
書
Ｍ
二
二
七
―
一
二
、
初
版
は
弘
化
四
年
、
新
居
帖
に
つ
い
て
脚
註

（
7
）
参
照
）、
地
図
と
し
て
は
「
日
本
郡
国
一
覧
」
文
久
二
年
（
三
井
文
庫
所
蔵
地
図
資
料
　
Ｃ
五
〇
一
―
四
五
、
付
図
1
）、「
西
川
通
船
路

新
開
図
」
文
久
三
年
（
三
井
文
庫
所
蔵
地
図
資
料
　
Ｃ
七
四
二
―
六
、
付
図
2
）、「
洛
西
桂
御
別
荘
明
細
図
」
明
治
十
二
年
（
三
井
文
庫
所
蔵

地
図
資
料
　
Ｃ
八
二
七
―
一
〇
、
付
図
3
）
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
他
、「
大
日
本
郡
国
全
図
」
文
久
二
年
（
三
井
文
庫
所
蔵
地
図
資
料
　
Ｃ
五
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〇
一
―
四
六
）、「
畿
内
近
州
掌
覧
図
」
慶
應
二
年
（
三
井
文
庫
所
蔵
地
図
資
料
　
Ｃ
五
四
〇
―
五
）、「
花
洛
往
古
細
図
」（
三
井
文
庫
所
蔵
地

図
資
料
　
Ｃ
六
〇
六
―
四
）、「
改
正
日
本
輿
地
路
程
全
図
」
文
化
八
年
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
鳥
別
五
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
三
井
越
後

屋
の
引
札
（
付
図
4
）
の
版
木
を
手
が
け
て
い
る
事
例
も
あ
る
（「
大
坂
本
店
見
世
開
一
巻
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
本
一
一
七
七
―
一
）。

	

　
　
一
右
配
り
札
御
誂
附
被
下
候
処
左
ニ

	

　
　
　
　
右
判
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栗
田
御
殿
御
内

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
兵
庫
様

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
、
御
挨
拶
金
セ
舟
疋

	

　
　
　�

右
之
御
方
油
小
路
八
郎
右
衛
門
様
よ
り
被
遊
御
頼
、
則
下
書
就
出
来
、
大
坂
表
江
為
見
ニ
指
下
　
候
所
、
判
木
為
彫
呉
候
様
頼
参
候
ニ

付
、
油
小
路
御
出
入
堀
川
二
条
下
ル
、
越
後
屋
次
兵
衛
方
江
判
木
八
枚
誂
付
候
、
但
、
壱
枚
代
銀
拾
匁
宛

	

　
　
　
右
代
銀
大
坂
店
江
下
ニ
相
立
候
也

	

天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
の
大
坂
本
店
の
見
世
開
に
際
し
て
大
量
に
刷
ら
れ
た
引
札
の
版
木
を
製
作
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
は
、
版
下
の
作

成
を
青
蓮
院
門
跡
の
山
田
兵
庫
に
依
頼
し
、
そ
れ
を
元
に
越
後
屋
次
兵
衛
（
井
上
治
兵
衛
）
が
版
木
を
八
枚
誂
え
て
い
る
。
製
作
費
用
は
版
木

一
枚
あ
た
り
銀
一
〇
匁
だ
っ
た
よ
う
だ
。

（
53
）　
藤
實
久
美
子
『
江
戸
の
武
家
名
鑑
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
、
一
一
七
～
一
一
八
頁
）。

（
54
）　
林
芳
兵
衛
は
「
物
を
拵
へ
る
と
届
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
届
を
す
る
の
に
は
草
稿
を
添
へ
て
出
さ
な
け
れ
ば
い
か
ぬ
。
そ
れ
が
物
に
依
つ

て
は
江
戸
の
昌
平
学
校
へ
行
つ
て
其
処
で
調
べ
て
許
可
す
る
の
と
、
奉
行
所
の
方
だ
け
で
許
可
し
て
呉
れ
る
の
と
あ
り
ま
す
。
斯
う
い
ふ
も
の

は
ど
う
で
も
よ
い
と
い
ふ
や
う
な
も
の
は
奉
行
所
で
許
可
し
ま
す
が
、
政
治
な
ん
か
の
こ
と
が
書
い
て
あ
る
も
の
は
許
し
ま
せ
ぬ
。
徳
川
さ
ん

の
こ
と
を
書
い
た
も
の
は
頭
か
ら
許
し
ま
せ
ぬ
。
本
屋
の
仲
間
と
い
ふ
も
の
は
又
大
変
に
厳
格
な
も
の
で
す
。
本
屋
行
司
と
い
ふ
も
の
が
、
上

下
に
二
つ
あ
つ
て
、
上
に
四
人
、
下
に
も
四
人
あ
る
。
是
が
出
版
物
な
ん
か
を
取
扱
ひ
ま
す
、
其
処
へ
本
屋
か
ら
出
し
て
其
処
で
纒
め
て
奉
行

所
に
出
す
の
で
す
。
奉
行
所
の
方
で
奉
行
所
限
り
で
許
し
て
呉
れ
る
の
と
、
江
戸
へ
廻
は
す
の
と
区
別
し
ま
す
。
個
人
が
持
つ
て
行
つ
て
も
奉

行
所
は
受
付
け
ま
せ
ぬ
。
必
ず
本
屋
行
司
の
手
を
経
ず
に
は
受
付
け
ま
せ
ぬ
。
そ
れ
で
本
屋
行
司
は
威
張
つ
た
も
の
で
し
た
。
本
屋
行
司
が
奥
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書
を
し
て
出
す
の
で
す
。
御
一
新
に
な
つ
て
も
暫
し
は
や
つ
て
居
り
ま
し
た
が
後
に
は
や
め
に
な
り
ま
し
た
、
中
々
出
版
も
容
易
に
は
出
来
ま

せ
ぬ
。
本
屋
の
仲
間
に
入
る
の
は
容
易
で
す
。
銀
二
歩
程
出
し
た
ら
宜
し
い
ホ
ン
入
と
セ
リ
コ
入
と
二
歩
で
す
」（
二
〇
九
頁
）
と
も
述
べ
て

い
る
。

（
55
）　
鈴
木
俊
幸
『
書
籍
文
化
史
料
論
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
九
年
、
四
一
五
頁
）。

二
　
勘
定
場
出
入
方
と
井
上
治
兵
衛
の
活
動

1　

勘
定
場
出
入
方
に
つ
い
て

（
1
）
勘
定
場
と
は

井
上
治
兵
衛
は
、
代
々
北
家
勘
定
場
出
入
方
を
勤
め
て
い
た
。
北
家
の
勘
定
場
は
北
家
の
会
計
関
係
の
事
務
を
行
う
部
署
と
思
わ
れ
る
が
、

具
体
的
な
職
掌
は
不
明
で
あ
る
。
北
家
勘
定
場
は
北
家
の
邸
内
に
置
か
れ
て
い
た
。
例
え
ば
明
治
二
十
三
年
時
点
の
北
家
邸
の
平
面
図
で
は
、

同
族
の
居
住
空
間
で
は
な
く
奉
公
人
の
執
務
・
作
業
空
間
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
第
9
図
）。
台
所
側
の
入
口
を
入
る
と
土
間
が

あ
り
、
土
間
に
面
し
て
入
口
側
か
ら
用
場
（
八
畳
間
）・
勘
定
場
（
九
畳
間
）
と
並
ぶ
奉
公
人
の
執
務
室
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
台
所
（
九
畳

間
）
や
厨
房
は
さ
ら
に
仕
切
ら
れ
た
奥
に
あ
り
外
来
者
は
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
区
画
と
思
わ
れ
、
勘
定
場
は
台
所
側
の
エ
リ
ア
の
中
で
も

表
向
き
の
部
屋
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
別
の
絵
図
面
で
勘
定
場
に
神
棚
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
、
台
所
に
お
け
る
主
要
な
執

務
室
の
一
つ
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
2
）
勘
定
場
出
入
方
と
は

北
家
の
勘
定
場
出
入
方
と
は
、
北
家
宅
に
奉
公
し
て
勤
め
上
げ
た
（
円
満
退
職
し
た
）
男
性
の
任
じ
ら
れ
る
役
職
と
さ
れ
て
お
り
、
自
分
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の
居
宅
や
店
を
持
ち
妻
帯
す
る
こ
と
も
で
き
る
存
在
で
、
店
の

奉
公
人
の
「
別
家
」
に
相
当
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
（
（
（

る
。

勘
定
場
出
入
方
が
い
つ
か
ら
設
置
さ
れ
て
い
る
役
職
な
の
か
は

わ
か
ら
な
い
。

勘
定
場
出
入
方
の
具
体
的
な
任
務
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
家
の
外
に
あ
り
、
主
に
冠
婚
葬
祭
に

際
し
北
家
の
サ
ポ
ー
ト
に
あ
た
る
存
在
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
の
み
で
、
普
段
か
ら
親
し
く
付
き
合
っ
て
い
る
存
在
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
で
見
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
方
で
、
名

称
か
ら
想
像
さ
れ
る
よ
う
な
勘
定
場
の
業
務
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
る
か
ど
う
か
は
判
然
と
し
な
い
。
嘉
永
七
年
（
一
八
五

四
）、
北
家
八
代
当
主
の
三
井
高
福
が
紅
店
の
重
役
手
代
・
山

下
甚
蔵
に
「
勘
定
場
相
談
相
手
」
を
頼
ん
で
お
り
、
同
年
十
月

十
五
日
か
ら
し
ば
ら
く
紅
店
兼
帯
で
北
家
に
出
勤
し
て
い
る

（
甚
蔵
は
後
に
勘
定
場
出
入
方
を
任
さ
れ
て
い
る
）。
こ
の
甚
蔵

の
よ
う
な
任
務
が
勘
定
場
の
手
伝
い
と
思
わ
れ
、
勘
定
場
出
入

方
は
勘
定
場
相
談
相
手
と
は
職
務
が
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

第 9図　明治 20 年代の北家邸内にみえる勘定場
出所）　「明治 23 年 12 月取毀建物平面図」（三井文庫所蔵史料　北 1058）．
注）　図中の太線囲みが勘定場．
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勘
定
場
出
入
方
の
任
免
は
北
家
の
裁
量
で
行
わ
れ
た
。
あ
く
ま
で
も
北
家
内
部
の
役
職
で
あ
り
、
例
え
ば
三
井
の
統
轄
機
関
で
あ
る
大
元

方
の
承
諾
な
ど
は
不
要
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
北
家
当
主
（
確
認
で
き
る
の
は
八
代
目
の
高
福
・
九
代
目
の
高
朗
）
が
対
象
者
に
直

接
申
し
渡
し
、
紋
付
上
下
を
与
え
（
（
（

た
。
北
家
の
元
奉
公
人
が
一
律
で
任
命
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
必
要
な
人
材
を
選
抜
し
て
い
る
よ
う
に

み
え
る
。

他
方
で
、
木
屋
町
別
邸
（
北
家
の
下
屋
敷
の
一
つ
）
の
用
場
で
は
、
懇
意
に
し
て
い
る
商
売
相
手
を
「
出
入
方
」
と
称
し
て
お
り
、
井
上

治
兵
衛
は
そ
こ
で
「
本
商
」
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
（
（
（
る
が
、
こ
れ
は
本
稿
で
主
に
扱
う
勘
定
場
出
入
方
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

2　

勘
定
場
出
入
方
の
構
成
員

勘
定
場
出
入
方
の
構
成
員
に
つ
い
て
は
、
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
断
片
的
に
把
握
可
能
で
あ
る
（
第
4
表
）。
例
え
ば
、
高
福
の
日

記
の
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
正
月
二
十
八
日
に
は
勘
定
場
出
入
方
中
で
明
神
社
へ
の
御
千
度
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
参
加
者
と
し
て
、

井
上
治
兵
衛
、
有
賀
庄
助
、
松
岡
嘉
右
衛
門
、
佐
原
志
を
代
（
詳
細
不
明
の
た
め
第
4
表
で
は
省
略
）、
長
谷
川
惣
兵
衛
、
小
林
三
右
衞
門
、

森
嘉
右
衛
門
、
小
松
金
次
郎
、
本
條
伊
兵
衛
、
中
村
伝
兵
衛
、
浅
井
惣
助
、
吉
岡
吉
兵
衛
の
一
二
名
の
名
前
が
見
え
（
（
（
る
。
ま
た
、
明
治
十
六

年
（
一
八
九
〇
）
に
は
、
堀
口
嘉
右
衛
門
、
小
松
清
右
衛
門
、
中
井
三
郎
兵
衛
、
川
勝
忠
右
衛
門
、
松
岡
嘉
兵
衛
、
中
村
幾
次
郎
、
八
木
真

平
、
花
安
九
十
郎
、
上
田
甚
兵
衛
、
井
上
伝
七
、
満
田
伊
兵
衛
、
岡
本
半
三
郎
、
三
宅
種
七
、
前
川
権
七
、
橋
本
儀
助
、
松
岡
嘉
右
衛
門
、

牧
勘
助
、
樋
口
孫
七
、
岸
川
松
之
助
、
井
上
治
兵
衛
の
二
〇
名
の
名
前
が
見
え
（
（
（
る
。
こ
の
二
つ
の
記
録
で
重
複
す
る
者
は
井
上
治
兵
衛
・
中

村
伝
兵
衛
・
松
岡
嘉
右
衛
門
の
三
名
で
あ
り
、
中
村
伝
兵
衛
も
松
岡
嘉
右
衛
門
も
井
上
治
兵
衛
同
様
に
世
代
を
こ
え
て
出
入
方
に
任
じ
ら
れ

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
現
時
点
で
確
認
で
き
る
限
り
、
勘
定
場
出
入
方
に
就
い
て
い
た
者
の
名
前
は
四
二
件
あ
っ
た
（
数
世
代
に
わ
た

る
者
は
一
件
と
し
て
ま
と
め
た
）。
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第 ４表　高福日記・高朗日記等で勘定場出入方として名前の見える人々

No. 氏名 元所属・職業 備考

1 浅井宗助 高福日記，嘉永 7年 7月 1日任命
高福日記，安政 5年 1月 28 日

2 有賀庄助 長井家台所 高福日記，安政 5年 1月 28 日
3 井上治兵衛 初代が北家下男，

二代目から木版師
高福日記，安政 5年 1月 28 日に勘定場出入方
として名前あり

4 井上伝七 高福日記，嘉永 7年 7月 1日任命
高福日記，安政 5年 1月 28 日

5 上田仁兵衛 高朗日記，文久元年 12 月 5 日申渡
6 大塚市兵衛 京両替店 高朗日記，文久元年 3月 8日任命

高朗日記，文久 3年 2月 8日確認
7 岡本半三郎 高福日記，安政 5年 1月 28 日
8 川勝沢蔵 高朗日記
9 川勝忠右衛門 先代が北家勘定場 高朗日記，安政 3年 5月 26 日
10 岸川松之助 高福日記，安政 5年 1月 28 日
11 木村半三郎 高福日記，弘化 4年 8月 3日出入り差し止め
12 小林喜市 高朗日記，文久 3年 2月 8日
13 小林三右衞門 高福日記，安政 5年 1月 28 日

高朗日記，文久元年 6月 4日死去
14 小松金次郎 京勘定場 高福日記，安政 5年 1月 28 日
15 小松清右衛門 裂店 高福日記，安政 5年 1月 28 日

文久元年 6月 4日，死去（高朗日記）
16 田中金右衛門 高福日記
17 中井三郎兵衛 京本店 高朗日記，安政 4年 2月 24 日

高福日記，安政 5年 1月 28 日
18 中川益之助 高福日記，安政 5年 1月 28 日

高棟伝 P732，明治 16 年
北 1271-8 出入表（明治 10 年頃？）

19 中村幾二郎 京両替店
伝兵衛実子

高福日記，安政 5年 1月 28 日
高朗日記，死去，慶応 3年 3月 26 日

20 中村伝兵衛 北家奉公人 弘化 2年 8月～（北 77-4）
高福日記，安政 5年 1月 28 日

21 橋本儀助 高棟伝 P732，明治 16 年
北 1271-8 出入表（明治 10 年頃？）

22 長谷川惣兵衛 高福日記，安政 5年 1月 28 日
高朗日記，文久元年 6月 2日没
高棟伝 P732，明治 16 年
北 1271-8 出入表（明治 10 年頃？）
二代続けて勘定場出入方になっているか？

23 花安九十郎 高朗日記，文久元年 12 月 5 日申渡
高棟伝 P732，明治 16 年
北 1271-8 出入表（明治 10 年頃？）

24 花安専蔵 将棋関係者 高朗日記，文久 3年 2月 8日
25 樋口孫七 高朗日記，文久元年 12 月 5 日申渡
26 広瀬与次兵衛 弘化 2年 8月～（北 77-4）

高福日記，安政 5年 1月 28 日
高朗日記，文久 3年 2月 8日

27 堀口嘉右衛門 高朗日記，文久 3年 2月 8日
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高
福
の
日
記
を
見
て
い
る
と
、
勘
定
場
出
入
方
を
代
表
す

る
立
場
の
者
も
い
た
よ
う
だ
。「
勘
定
場
出
入
方
惣
名
代
」

（「
高
福
日
記
」
天
保
十
五
年
七
月
二
十
六
日
条
）、「
勘
定
場

出
入
方
名
代
」（「
高
福
日
記
」
弘
化
三
年
九
月
十
三
日
条
）

「
勘
定
場
出
入
方
惣
代
」（「
高
朗
日
記
」
慶
應
三
年
四
月
十

五
日
）
な
ど
の
表
現
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
出
入
方
を
取

り
ま
と
め
る
常
設
の
役
職
と
い
う
よ
り
、
様
々
な
行
事
に
お

い
て
、
勘
定
場
出
入
方
を
代
表
し
て
参
加
す
る
者
を
惣
名
代

と
か
惣
代
と
呼
ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
勘
定

場
出
入
方
の
な
か
か
ら
「
年
番
」
を
数
名
決
め
て
い
て
、
御

千
度
な
ど
を
勤
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
（「
高
福
日
記
」
弘
化

四
年
四
月
二
十
二
日
条
）。
文
字
通
り
一
年
交
替
で
事
務
作

業
に
あ
た
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
、
常
時
十
数
名
が
任
命
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
、
北
家
に
直
接
奉
公
し
た
元
奉
公
人
や
、
先

祖
が
奉
公
人
で
家
業
を
持
つ
者
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
よ
う

だ
。
そ
の
中
に
は
三
井
同
族
の
他
家
で
の
勤
仕
経
験
者
で
北

家
に
異
動
し
て
き
た
者
や
、
営
業
店
舗
で
の
勤
仕
経
験
者
で

No. 氏名 元所属・職業 備考

28 本條伊兵衛 室町家台所役 高福日記，安政 5年 1月 28 日
高朗日記，死去，慶応 3年 3月 26 日

29 前川権七 小石川家台所役 高朗日記，文久 3年 2月 8日
30 前川権兵衛 稲荷町下屋敷家代 高朗日記，安政 4年 2月 24 日

高朗日記，文久元年 12 月 5 日
高朗日記，文久 3年 2月 8日

31 牧勘助 高朗日記，文久 3年 2月 8日
32 松岡嘉右衛門 道具商 高朗日記，文久元年 3月 8日任命

高朗日記，文久 3年 2月 8日
33 松岡嘉兵衛 道具商 高棟伝 P732，明治 16 年

北 1271-8 出入表（明治 10 年頃？）
34 満田伊兵衛
35 三宅清兵衛 高朗日記，安政 4年 2月 24 日
36 三宅種七 新町家勘定場出入
37 森嘉右衛門 小石川家台所役 高朗日記
38 八木真平 道具商
39 八木惣兵衛 高福日記，安政 4年 4月 14 日

高福日記，安政 5年 1月 28 日
北 1271-8 出入表（明治 10 年頃？）

40 山崎甚五郎 高福日記
41 山下甚蔵 紅店

勘定場相談相手と
して

高福日記，嘉永 7.10.15

42 吉岡吉兵衛 初代が北家下男 高福日記，嘉永 7年 7月 1日任命
高福日記，安政 5年 1月 28 日
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北
家
に
移
っ
て
き
た
者
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
当
然
な
が
ら
京
都
市
中
や
近
郊
の
居
住
者
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
（
（
（
る
。

先
述
の
通
り
、
勘
定
場
出
入
方
に
就
任
す
る
者
は
、
高
福
や
高
朗
か
ら
申
し
渡
し
を
受
け
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
全
員
で
は
な
い
も

の
の
高
福
・
高
朗
の
日
記
に
、
申
し
渡
し
の
記
事
が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
三
月
八
日
、
大
塚
市
兵
衛

を
勘
定
場
出
入
方
に
任
命
し
、
紋
付
上
下
を
渡
し
、
こ
の
旨
を
市
兵
衛
の
親
に
も
通
知
し
て
い
（
（
（
る
。
逆
に
、
任
期
は
無
か
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
、
死
亡
や
家
督
相
続
で
任
務
終
了
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
文
久
元
年
六
月
四
日
、
勘
定
場
出
入
方
の
長
谷
川
惣
兵
衛
が
一
昨
日
に
死
去

し
た
こ
と
、
本
日
が
葬
式
で
あ
る
こ
と
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
（
（
（
る
。
ま
た
、
何
ら
か
の
事
情
で
解
任
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
稀
に
見
ら
れ
た
。
弘

化
四
年
（
一
八
四
七
）
八
月
四
日
、
勘
定
場
出
入
方
で
あ
っ
た
木
村
半
三
郎
が
了
見
違
い
に
よ
り
高
福
か
ら
暖
簾
印
の
没
収
と
出
入
差
し
止

め
の
申
し
渡
し
が
な
さ
れ
（
（
（
た
。
こ
の
と
き
の
事
情
は
不
明
な
が
ら
、
井
上
治
兵
衛
な
ど
が
事
情
聴
取
を
受
け
て
い
る
。
出
入
方
に
任
じ
ら
れ

て
い
た
者
も
問
題
行
動
が
発
覚
す
れ
ば
罷
免
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

勘
定
場
出
入
方
に
関
す
る
規
則
・
示
合
書
・
申
渡
書
な
ど
は
現
時
点
で
確
認
で
き
な
い
が
、
高
福
や
高
朗
の
元
に
召
集
し
、
仲
間
の
申
し

合
わ
せ
の
相
談
を
し
た
り
、
申
し
渡
し
を
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
正
月
に
は
、
高
福
が
勘
定
場
出
入
方

を
呼
び
寄
せ
、
仲
間
の
申
し
合
わ
せ
に
つ
い
て
相
談
し
て
い
る
（「
高
福
日
記
」
天
保
十
一
年
正
月
二
十
日
条
）。
ま
た
弘
化
二
年
（
一
八
四

五
）
六
月
に
は
、
勘
定
場
出
入
方
に
相
談
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
夕
暮
れ
時
に
北
家
に
集
ま
り
相
談
を
行
っ
て
い
る
（「
高
福
日
記
」
弘
化

二
年
六
月
十
八
日
）。
高
朗
も
勘
定
場
出
入
方
を
召
集
し
、
申
し
渡
し
を
行
う
こ
と
も
あ
っ
た
（「
高
朗
日
記
」
文
久
三
年
二
月
八
日
）。
北

家
に
は
勘
定
場
出
入
方
に
関
す
る
、
何
ら
か
の
成
文
化
さ
れ
た
取
り
決
め
や
ル
ー
ル
が
存
在
し
、
組
織
化
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

3　

日
記
に
み
え
る
勘
定
場
出
入
方
と
北
家
と
の
関
わ
り

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
北
家
の
勘
定
場
出
入
方
は
、
北
家
の
冠
婚
葬
祭
の
行
事
に
も
関
わ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
明
治
十
六
年
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（
一
八
八
三
）
の
高
棟
の
婚
礼
の
際
に
は
、
北
家
の
台
所
役
か
ら
以
下
の
よ
う
な
廻
文
が
発
せ
ら
れ
て
い
（
（1
（
る
。

　
　［
史
料
三
］

　
　
　
勘
定
場
出
入
方
中
江
廻
章
左
ニ

　
　
　
　
　
廻
文

　
　�

若
旦
那
様
御
儀
来
ル
十
八
日
就
吉
辰
、
大
坂
広
岡
信
五
郎
様
御
養
女
御
幾
登
様
御
儀
御
入
家
御
婚
礼
御
整
被
遊
候
、
右
ニ
付
御
歓
請
之

儀
者
来
ル
二
十
日
御
請
被
遊
候
間
、
同
日
羽
織
袴
御
着
用
ニ
而
御
参
宅
御
祝
詞
可
被
仰
上
候
、

　
　
右
御
心
得
迄
如
斯
御
座
候
、
已
上

　
　
　
但
、
午
後
一
時
迄
ニ
御
参
集
之

こ
こ
で
は
高
棟
の
最
初
の
妻
・
幾
登
と
の
婚
礼
に
際
し
歓
請
の
儀
を
行
う
こ
と
、
そ
の
た
め
勘
定
場
出
入
方
の
者
は
当
日
午
後
一
時
に
羽

織
袴
着
用
で
北
家
を
訪
れ
て
祝
詞
を
申
し
上
げ
る
こ
と
、
と
指
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
当
日
は
、
勘
定
場
出
入
方
か
ら
六
名
の
手
伝
い
を
出

し
て
い
（
（1
（
る
。
さ
ら
に
当
日
参
加
し
た
者
に
は
祝
い
の
酒
も
振
る
舞
っ
て
い
（
（1
（
る
。
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
勘
定
場
出
入
方
な
ど
出
入
の
者
は
北

家
と
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
高
福
や
高
朗
の
日
記
な
ど
を
見
て
い
く
と
、
元
奉
公
人
た
ち
が
勘
定
場
出
入
方
と
し
て
北
家
と
関
わ
っ
て
い
る
事
柄
や
、
出
入

方
と
し
て
行
っ
て
い
る
活
動
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

北
家
で
は
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
行
事
に
際
し
、
勘
定
場
出
入
方
、
茶
の
間
出
入
方
、
下
出
入
方
と
い
っ
た
出
入
の
人
び
と
に
、
祝
儀
や
非
時

を
遣
わ
す
こ
と
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
た
（
第
5
表
）。
た
と
え
ば
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
六
月
、
高
福
の
病
中
に
様
々
手
伝
い
を
し
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た
勘
定
場
出
入
方
の
者
を
、
非
時
の
食
事
に
招
い
て
い
る
。
ま
た
、
同
年

七
月
に
寿
鏡
（
三
井
高
福
妻
・
麗
）
の
七
日
逮
夜
で
は
、
家
内
一
統
を
は

じ
め
、
勘
定
場
出
入
方
、
茶
の
間
出
入
方
を
非
時
に
招
き
、
八
月
二
十
二

日
に
は
宅
々
一
統
、
医
師
、
懇
意
の
人
び
と
、
勘
定
場
出
入
方
、
茶
の
間

出
入
方
、
下
出
入
方
を
対
象
に
遺
品
の
分
配
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
勘
定

場
出
入
方
の
、
北
家
と
の
親
し
い
関
係
性
の
な
か
で
こ
の
よ
う
な
非
時
・

祝
儀
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

ま
た
、
勘
定
場
出
入
方
な
ど
出
入
方
の
人
び
と
が
北
家
の
た
め
に
行
っ

て
い
る
任
務
の
一
つ
と
し
て
、
先
述
し
た
御
千
度
・
祈
祷
な
ど
の
執
行
が

見
ら
れ
る
（
第
6
表
）。
傾
向
と
し
て
、
勘
定
場
出
入
方
が
定
例
で
実
施

し
て
い
る
御
千
度
の
ほ
か
に
、
江
戸
の
店
舗
の
類
焼
回
避
、
店
舗
で
の
ト

ラ
ブ
ル
対
応
解
決
、
高
福
の
病
気
早
快
祈
願
な
ど
の
際
に
、
北
家
の
要
請

を
受
け
て
御
千
度
を
実
施
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
ま
た
、
御
千
度
を

行
う
場
所
と
し
て
は
、
三
井
家
の
祖
先
を
祀
る
顕
名
霊
社
の
ほ
か
、
北
野

天
満
宮
、
祇
園
社
、
明
神
社
・
明
神
様
（
北
家
邸
か
京
本
店
に
あ
る
三
囲

稲
荷
で
あ
ろ
う
か
）
が
多
い
。
い
ず
れ
も
三
井
と
縁
の
あ
る
神
社
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
勘
定
場
出
入
方
だ
け
で
な
く
茶
之
間
出
入
方
や
下
出
入

方
も
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
神
社
に
御
千
度
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

第 ５表　高福日記にみえる非時・祝儀と出入方

No. 日時 内容 対象者

1 天保 9年正月 11 日 非時を遣わす 勘定場出入方，茶の間出入方，下出入
2 天保 9年 3月 22 日 出産の祝儀遣わす 勘定場出入方，茶の間出入方，下出入
3 天保 11 年正月 7日 七日の祝儀を遣わす 勘定場出入方・茶の間出入方・下出入方
4 天保 11 年 3 月 16 日 幻芳初七日逮夜につ

き非時を遣す
家内，勘定場出入方，茶之間出入方

5 天保 14 年 3 月晦日 松樹院 150 回忌を来
月実施．栄昌院 150
回忌を明後巳年実施．
非時を遣わす．

勘定場出入方，茶之間出入方，表勘定場
の者

6 天保 14 年 5 月 27 日 真如堂において法事
執行．早天に参詣す
る．非時の菓子を遣
わす．

同苗とその妻，手代共とその妻，後家，
勘定場名前，茶之間名前，勘定場出入方，
茶之間出入方，下出入，世話を頼んだ者

7 天保 14 年 6 月 4日 高福が体調不良．病
中に様々取り扱った
者に非時の招待．

勘定場出入方のうち

8 天保 14 年 7 月 3日 寿鏡尽七日逮夜．非
時の招待．

家内一統，勘定場出入方，茶之間出入方

9 天保 14 年 8 月 22 日 寿鏡の遺品を遣わす．宅々一統，医師，懇意方，勘定場出入方，
茶之間出入方，下出入方
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第 6表　高福・高朗日記にみえる御千度と出入方

No. 日記 日時 場所 目的 内容

1 高福日記 天保 11 年
9 月 18 日

北野天
満宮

火事除け 去る 6日・7日の江戸の火事で四店近火だっ
たが，被害が出なかった．そのため北野天満
宮に御千度をさせた．

2 高福日記 天保 14 年
8 月 5日

北野天
満宮

江戸の問
題解決

江戸一条がすんだ．御袖のため，北野天満宮
へ勘定場出入を，祇園社へ下出入・諸出入を
派遣して御千度を献上させた．

3 高福日記 天保 15 年
8 月 10 日

顕名霊
社

火事除け 先月 9日の江戸本店・両替店・向店・糸店の
近火について別条無かったため，顕名霊社に
御千度を行った．勘定場出入方一統を派遣し，
名代を一名派遣した．御札は本店へ送った．

5 高福日記 弘化 2年
4月 14 日

北野天
満宮ヵ

火事除け 先月 27 日の江戸火災で江戸店は近火ですん
だため御礼の御千度を実施した．勘定場出入
方・台所出入方などを派遣．

6 高福日記 弘化 2年
10 月 5 日

不明 火事除け
・余慶銀

本店で近火があったが別条なく済んだ．また，
大元方から目録で 2,500 疋の余慶が生じた．
勘定場出入方，下出入方，諸出入方，作事出
入方，近日御千度をするよう申しつけた．

7 高福日記 嘉永 2年
2月 18 日

北野天
満宮

定例 勘定場出入方，北野天満宮へ御千度を実施し
た．

8 高福日記 嘉永 7年
5月 24 日

北野天
満宮

高福病気
回復祈願

勘定場出入方，高福の病気早快の御千度を北
野天満宮にて実施した．

9 高朗日記 安政 3年
12 月 8 日

明神社 定例 勘定場出入方，明神様へ御千度を実施した．

10 高朗日記 安政 4年
11 月 10 日

神前 定例 勘定場出入方，御神前へ御千度を実施した．

11 高朗日記 安政 5年
正月 28 日

明神社 定例 勘定場出入方中，明神社へ御千度を実施した．

12 高福日記 安政 5年
2月 22 日

明神社 火事除け 勘定場出入方，江戸店が近火を逃れたため，
明神社前へ御千度を実施した．

13 高朗日記 文久元年
3月 8日

明神社 定例 勘定場出入方，明神様へ御千度を実施した．

14 高朗日記 文久元年
9月 23 日

祇園社 定例 勘定場出入方，祇園社へ御千度を実施した．

15 高朗日記 文久元年
12 月朔日

明神社 定例 勘定場出入方，明神様へ御千度を実施した．

16 高朗日記 慶応元年
9月 28 日

祇園社 定例 勘定場出入方中，祇園社へ御千度を実施した．

17 高朗日記 慶応 3年
5月 17 日

祇園社 定例 勘定場出入方，祇園社へ御千度を実施．

18 高朗日記 慶応 3年
9月 22 日

北野天
満宮

定例 勘定場出入方，例年の通り北野社へ御千度を
実施した．
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勘
定
場
出
入
方
は
、
そ
の
他
の
出
入
方
と
も
ど
も
、
北
家
の
任
務
を
帯
び
て
北
家
の
た
め
の
各
種
祈
願
を
行
う
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
い
え

る
。

4　

北
家
入
来
者
と
勘
定
場
出
入
方

（
1
）
高
福
・
高
朗
の
も
と
を
訪
れ
る
人
び
と

勘
定
場
出
入
方
に
名
を
連
ね
る
者
は
北
家
の
奉
公
人
や
勤
仕
者
で
は
な
い
た
め
、
北
家
で
は
外
部
か
ら
の
訪
問
者
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。

北
家
の
芳
名
録
の
よ
う
な
入
退
館
者
記
録
は
現
時
点
で
確
認
で
き
て
い
な
い
の
だ
が
、
幕
末
維
新
期
の
北
家
当
主
で
あ
る
高
福
と
高
朗
の
日

記
に
は
毎
日
の
入
来
者
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
あ
く
ま
で
も
日
記
に
み
え
る
来
訪
者
の
記
録
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
に
載
っ
て
い
る
者
が
北
家

邸
来
訪
者
の
全
て
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
高
福
・
高
朗
の
も
と
を
訪
れ
た
者
・
邸
内
で
視
認
し
た
者
・
一
緒
に
出
か
け
た
者
な
ど
の
傾

向
を
掴
む
こ
と
は
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
有
名
な
と
こ
ろ
で
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
四
月
二
十
七
日
に
薩
摩
藩
の
小
松
帯
刀

ほ
か
八
名
が
高
朗
の
も
と
を
訪
れ
た
記
事
が
あ
（
（1
（
る
（
第
10
図
）。
こ
の
慶
応
三
年
の
場
合
、
高
朗
が
京
都
に
所
在
し
た
三
四
二
日
（
京
都
を

離
れ
て
い
る
日
は
除
い
た
）
で
、
高
朗
の
も
と
を
訪
れ
た
者
は
同
族
を
除
く
と
一
二
六
人
だ
が
、
複
数
回
訪
問
す
る
者
も
い
る
た
め
、
延
べ

一
三
九
一
人
と
接
し
て
い
る
。
全
く
訪
問
者
の
無
い
日
も
あ
れ
ば
、
大
勢
の
入
来
者
が
訪
れ
る
日
（
例
え
ば
高
福
・
高
朗
が
長
期
間
京
都
を

不
在
に
す
る
際
の
見
送
・
出
迎
、
同
族
の
法
事
な
ど
）
も
あ
る
た
め
、
日
に
よ
り
大
き
く
異
な
る
も
の
の
、
高
朗
は
単
純
平
均
一
日
四
名
の

入
来
者
を
相
手
に
し
て
い
る
計
算
と
な
る
。
高
福
も
同
様
で
北
家
当
主
は
日
々
複
数
の
来
訪
者
と
相
対
し
て
い
た
。

こ
こ
で
、
高
朗
日
記
を
事
例
に
、
高
朗
を
訪
れ
る
入
来
者
の
属
性
を
簡
単
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。
例
え
ば
、
三
井
関
係
者
で
は
、
統
轄

機
関
で
あ
る
大
元
方
の
幹
部
、
呉
服
部
門
・
両
替
部
門
の
各
営
業
店
の
幹
部
、
使
い
で
訪
問
す
る
各
店
舗
の
奉
公
人
、
長
期
休
暇
で
表
敬
訪

問
に
訪
れ
た
江
戸
の
店
舗
の
奉
公
人
、
京
都
在
住
の
三
井
各
家
の
人
び
と
と
三
井
各
家
の
奉
公
人
（
台
所
役
）、
な
ど
が
お
り
、
北
家
で
用
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第 10 図　高朗日記
出所）　「高朗日記」慶応 3年 4月 23～27 日条（三井文庫所蔵史料　北 318）．左から 2行目に小松
帯刀の名前が見える．
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事
を
行
う
者
で
は
植
木
屋
、
医
師
、
大
工
な
ど
が
お
り
、
そ
の
他
外
部
の
人
び
と
と
し
て
武
士
、
商
人
、
道
具
商
や
陶
芸
家
な
ど
で
あ
る
。

全
て
の
入
来
者
が
何
者
で
あ
る
か
明
ら
か
に
で
き
て
お
ら
ず
、
そ
の
分
析
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
高
福
・
高
朗
の
も
と
に
は
日
々
多
種

多
様
の
人
び
と
が
訪
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
2
）
高
頻
度
で
訪
れ
る
人
び
と

高
福
日
記
・
高
朗
日
記
の
入
来
者
を
見
て
い
く
と
、
頻
繁
に
北
家
を
訪
れ
て
い
る
者
の
存
在
に
気
づ
く
。
年
に
十
数
回
程
度
訪
問
す
る
者

ま
で
な
ら
か
な
り
多
い
の
だ
が
、
年
に
二
〇
回
以
上
訪
問
す
る
者
は
あ
ま
り
多
く
な
く
、
日
記
を
め
く
っ
て
い
て
も
目
に
付
く
。
そ
こ
で
、

高
朗
日
記
を
二
・
三
年
お
き
に
抽
出
し
て
入
来
者
を
集
計
し
、
年
間
二
〇
回
以
上
入
来
者
と
し
て
名
前
の
見
え
た
者
（
三
井
同
族
以
外
）
を

抽
出
し
て
み
た
（
第
7
表
）。
こ
こ
で
は
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
、
残
存
し
て
い
る
高
朗
日
記
の
一
冊
目
）、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）、
安

政
四
年
（
一
八
五
七
）、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
の
六
ヶ
年
分
を
サ
ン
プ
ル
と
し

て
取
り
あ
げ
た
。
た
だ
し
、
抽
出
し
た
の
は
高
朗
が
京
都
に
所
在
し
て
い
る
日
の
み
で
あ
り
、
勤
番
や
御
用
な
ど
で
江
戸
・
大
坂
・
和
歌
山

な
ど
遠
方
に
他
出
し
て
い
る
日
は
除
外
し
た
。
そ
の
た
め
、
記
録
日
数
に
は
幅
が
あ
る
。
特
に
慶
応
元
年
は
一
年
の
大
半
を
江
戸
に
詰
め
て

い
た
た
め
、
京
都
所
在
日
数
が
少
な
い
。

さ
て
、
サ
ン
プ
ル
と
し
て
取
り
上
げ
た
六
年
の
う
ち
、
一
度
で
も
二
〇
回
以
上
高
朗
の
も
と
を
訪
れ
た
者
は
四
五
名
い
た
。
全
体
的
に
、

三
井
の
事
業
部
門
の
各
店
の
幹
部
、
各
家
台
所
役
な
ど
、
三
井
の
事
業
・
家
の
関
係
者
が
多
い
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
別
家
の
互
助
団
体
で

あ
る
相
続
講
加
入
者
が
一
四
名
、
勘
定
場
出
入
方
に
就
い
て
い
る
者
が
九
名
含
ま
れ
て
お
り
、
暖
簾
分
け
し
た
者
が
足
繁
く
高
朗
の
と
こ
ろ

を
訪
れ
て
い
る
様
子
も
う
か
が
え
る
。

第
7
表
の
高
頻
度
訪
問
者
に
つ
い
て
も
う
少
し
掘
り
下
げ
て
見
て
み
た
い
。
高
頻
度
訪
問
者
の
う
ち
、
際
立
っ
て
い
る
の
は
本
稿
で
取
り

上
げ
て
い
る
井
上
治
兵
衛
（
第
7
表
№
5
）
で
あ
る
。
サ
ン
プ
ル
と
し
て
取
り
上
げ
た
年
の
全
て
に
お
い
て
訪
問
回
数
の
上
位
三
位
以
内
に
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第 7表　高朗日記にみえる高頻度の入来者（その 1）

No. 氏名 所属・肩書 相続講
加入

勘定場
出入方

嘉永
6

嘉永
7

安政
4

文久
元

慶応
元

慶応
3

1 浅井忠次郎・
西田忠次郎

元・北家台所？ 27

2 有賀庄助 北家勘定方出入
元・長井家台所

● 1 22 56

3 有馬氏（有馬
龍仙）

医師 14 70

4 伊藤嘉助 北家台所元・京
本店

● 12 23

5 井上治兵衛 北家勘定場出入
方

● ● 113 86 72 109 28 98

6 永楽善五郎
（和全）

陶芸家 6 7 34 52 29

7 大塚市兵衛 北家勘定方出入
元・京両替店

● ● 9 28

8 木村忠兵衛 大元方・京本店 ● 29 44 3 13
9 木村半六 31 2
10 木屋四郎兵衛 大工 55 5 3
11 小林彦兵衛 京両替店 ● 19 39 5
12 小松金次郎 北家勘定場出入

元・京勘定場
● 14 50

13 小松清右衛門 裂店 ● 105 7 30
14 齋藤専蔵 江戸両替店 23
15 新宮涼閣 医師 5 10 1 40
16 新宮涼民 医師 99 84 64 106 6 79
17 高田武助 幕末に八郎右衛

門に家を貸出
84

18 高橋友次郎 表具師？
先代が京両替
店・新町台所

● 21 51 7 7

19 中井三郎兵衛 京本店 ● ● 32 2 12
20 永緒太郎右衛

門
大元方 51 30 24 101 9 40

21 中川勝三郎 京勘定場 29 22 5 4
22 仲川淳蔵 74 17 77
23 中塚徳三郎 大元方 55
24 中塚徳次郎 京本店 1 43 3
25 中西宗助 京本店 31 18 4 9 5
26 中野勝助 京両替店 ● 12 32 10 38
27 中村伝兵衛 北家勘定方出入 ● ● 76 12 3 1 22
28 中村徳兵衛 京両替店 ● 4 30 6 17
29 西村虎四郎 南家のち三井銀

行
6 4 5 21

30 丹羽元亭 52
31 花安専蔵 将棋指し？ 114 69 42 116
32 土方治兵衛 大元方 ● 7 95 15 14
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入
っ
て
お
り
、
訪
問
回
数
が
突
出
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
文

久
元
年
の
場
合
、
記
録
日
数
三
一
七
日
の
う
ち
訪
問
回
数
は

一
〇
九
回
で
あ
り
、
単
純
に
三
日
に
一
回
以
上
訪
れ
る
ペ
ー

ス
で
北
家
に
赴
い
て
い
る
。
か
な
り
昵
懇
の
間
柄
で
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
現
時
点
で
筆
者
の
把
握
で
き
た
勘
定

場
出
入
方
は
第
4
表
に
示
し
た
よ
う
に
四
二
件
あ
る
の
だ
が
、

そ
の
な
か
で
も
井
上
治
兵
衛
は
特
異
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
勘

定
場
出
入
方
四
二
件
の
う
ち
、
高
朗
日
記
で
訪
問
を
確
認
で

き
た
の
は
一
六
件
で
あ
り
（
第
8
表
）、
先
述
し
た
よ
う
に

高
頻
度
訪
問
者
は
こ
の
う
ち
九
名
の
み
で
あ
っ
た
。
勘
定
場

出
入
方
の
中
に
は
、
井
上
治
兵
衛
の
よ
う
に
突
出
し
て
訪
問

し
て
い
る
者
が
い
る
か
と
思
え
ば
、
殆
ど
訪
問
記
録
の
確
認

で
き
な
い
者
も
お
り
、
日
記
の
訪
問
者
記
録
を
見
る
限
り
、

や
は
り
勘
定
場
出
入
方
は
定
期
的
に
勘
定
場
に
詰
め
て
い
た

り
、
何
か
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
北
家
で
仕
事
が
あ
る
、
と
い

う
役
職
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

も
う
少
し
高
頻
度
入
来
者
を
見
て
お
こ
う
。
広
瀬
和
三
郎

（
第
7
表
№
34
）
と
広
瀬
与
次
兵
衛
（
第
7
表
№
33
）
も
登

（その 2）

No. 氏名 所属・肩書 相続講
加入

勘定場
出入方

嘉永
6

嘉永
7

安政
4

文久
元

慶応
元

慶応
3

33 広瀬与二兵衛 北家勘定方出入
の家

56 31 47

34 広瀬和三郎 北家勘定方出入
の家

183 147 23 1

35 藤田和三郎 京両替店 6 27
36 松岡嘉右衛門 北家勘定方出入，

道具商
● 4 39 5

37 松岡嘉兵衛 北家勘定方出入，
道具商

● 1 13 25 3 3

38 三宅清兵衛 元・北家奉公人
か

18 78 14 1

39 森藤五郎 京本店 4 5 28
40 八木惣兵衛 元・北家奉公人

か
46 3 16

41 山下甚蔵 紅店 ● 60 11 13 4
42 山中半兵衛 京糸店・京両替

店
● 2 22

43 吉岡吉兵衛 北家勘定方出入 ● 4 24 54
44 吉仲庄太郎 京本店 1 0 4 12 15 25

45 若狭屋新七 21 5 8

記録日数（京都所在日のみ） 355 384 384 317 120 342 

注 1）　京都油小路邸訪問者のみ．そのうち 20 日以上入来している者を抽出した．
注 2）　網かけ部分は 20 日以上の入来者．太字＋下線はその年の最多入来者．斜体は 2位・3位．
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場
頻
度
が
多
い
。
広
瀬
与
次
兵
衛
は
井
上
治
兵
衛
同
様
に
勘
定
場
出
入
方
と

な
る
人
物
で
、
文
久
元
年
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
任
命
後
か
ら
来
訪
者
と
し

て
名
前
が
頻
出
す
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
勘
定
場
出
入
方
と
し
て
高
朗
の
も

と
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
た
だ
、
同
じ
名
字
の
広
瀬
和
三

郎
と
の
関
係
が
判
然
と
し
な
い
。
和
三
郎
の
名
前
が
見
え
な
く
な
る
の
と
前

後
し
て
与
次
兵
衛
の
名
前
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
改
名
し
た
か
世
代
交
代

し
た
か
の
い
ず
れ
か
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
そ
う
な
る
と
与
次
兵
衛
以
前
の

和
三
郎
が
ど
う
い
う
理
由
で
高
朗
の
も
と
を
訪
れ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
。

こ
の
点
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

そ
の
他
、
花
安
専
蔵
（
第
7
表
№
31
）
と
い
う
人
物
が
、
嘉
永
期
か
ら
文

久
元
年
ま
で
高
頻
度
で
訪
問
し
て
い
る
。
花
安
専
蔵
は
文
久
三
年
に
勘
定
場

出
入
方
に
任
命
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
以
前
の
訪
問
数
の
方
が
多
く
、

逆
に
勘
定
場
出
入
方
に
任
じ
ら
れ
る
と
名
前
が
見
え
な
く
な
り
、
か
わ
り
に

花
安
専
左
衛
門
と
い
う
人
物
の
名
前
が
増
え
て
く
る
。
こ
れ
も
改
名
し
た
の

か
世
代
交
代
し
た
の
か
判
然
と
せ
ず
、
何
者
な
の
か
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

花
安
姓
の
人
物
と
し
て
は
、
安
政
四
年
に
高
朗
の
作
成
し
た
「
将
棊
手

合
（
（1
（
競
」
と
い
う
記
録
の
な
か
で
将
棋
の
師
匠
ら
し
き
人
物
と
し
て
花
安
宗
香

と
い
う
人
物
が
登
場
す
る
。
こ
の
花
安
宗
香
と
花
安
専
蔵
が
同
一
人
物
の
可

第 8表　高朗日記にみえる勘定場出入方の入来数

No. 氏名 職業・役職 嘉永 6 嘉永 7 安政 4 文久元 慶応元 慶応 3

1 井上治兵衛 勘定場出入方 113 86 72 109 28 98
2 中村伝兵衛 勘定場出入方 76 12 3 1 22
3 松岡嘉右衛門 勘定場出入方 4 39 5
4 有賀庄助 勘定場出入方 1 22 56
5 松岡嘉兵衛 勘定場出入方 1 13 25 3 3
6 長谷川惣兵衛 勘定場出入方 6 2
7 小林三右衞門 勘定場出入方 19 5
8 森嘉右衛門 勘定場出入方 2 18 9 16 2
9 小松金次郎 勘定場出入方 14 50
10 本條伊兵衛 勘定場出入方 2 1
11 浅井宗助 勘定場出入方 10
12 吉岡吉兵衛 勘定場出入方 4 24 54
13 前川権兵衛 勘定場出入方 2 5 8 1 18
14 大塚市兵衛 勘定場出入方 9 28
15 中井三郎兵衛 勘定場出入方 32 2 12
16 上田甚兵衛 勘定場出入方 9

注 1）　入来者として名前の出てくるケースのみ抽出した．
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能
性
は
高
く
、
高
朗
た
ち
同
族
子
弟
や
将
棋
好
き
の
近
親
者
の
相
手
を
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
（
（1
（
る
。
花
安
姓
の
人
物
は
明
治
十
六
年
に
花

安
九
十
郎
と
い
う
人
物
が
勘
定
場
出
入
方
と
し
て
出
て
く
る
。
世
代
交
代
し
て
な
お
勘
定
場
出
入
方
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
。

勘
定
場
出
入
方
関
係
者
以
外
の
高
頻
度
訪
問
者
に
つ
い
て
も
も
う
少
し
み
て
み
た
い
。
三
井
関
係
者
で
は
、
大
元
方
幹
部
の
永
緒
太
郎
右

衛
門
（
第
7
表
№
20
、
以
下
№
は
第
7
表
）
が
突
出
し
て
い
る
。
サ
ン
プ
ル
と
し
て
取
り
上
げ
た
時
期
に
お
い
て
、
太
郎
右
衛
門
は
大
元
方

の
ト
ッ
プ
を
務
め
て
お
り
、
北
家
と
の
連
絡
調
整
役
を
担
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
（
（1
（
い
。
そ
の
他
、
大
元
方
関
係
者
で
は
木
村
忠
兵
衛
（
№

8
）・
中
塚
徳
三
郎
（
№
23
）・
土
方
治
兵
衛
（
№
32
）
な
ど
が
お
り
、
京
本
店
で
は
中
井
三
郎
兵
衛
（
№
19
）・
中
塚
徳
次
郎
（
№
24
）・
中

西
宗
助
（
№
25
）・
森
藤
五
郎
（
№
39
）・
吉
仲
庄
太
郎
（
№
44
）
な
ど
、
京
両
替
店
で
は
小
林
彦
兵
衛
（
№
11
）・
中
野
勝
助
（
№
26
）
な

ど
が
み
え
る
。
彼
ら
の
な
か
に
は
勘
定
場
出
入
方
に
任
じ
ら
れ
る
者
も
い
る
が
、
各
店
舗
や
大
元
方
に
参
画
す
る
重
役
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
幹
部
と
し
て
高
朗
の
も
と
を
訪
れ
て
、
種
々
報
告
・
相
談
を
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
三
井
の
事
業
部
門
や
家
の
関
係
者
で
は
無
い
が
、
北
家
の
高
福
・
高
朗
と
昵
懇
で
あ
っ
た
陶
芸
家
の
永
楽
善
五
郎
（
永
楽
和
全
）

（
№
6
）
も
多
い
。
永
楽
善
五
郎
は
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
仁
和
寺
門
前
の
仁
清
窯
跡
に
窯
を
築
い
た
頃
か
ら
本
格
的
な
作
陶
活
動
が

始
ま
っ
た
と
い
（
（1
（
う
。
そ
の
嘉
永
六
年
・
七
年
頃
、
善
五
郎
は
あ
ま
り
高
朗
の
も
と
を
訪
問
し
て
い
な
い
の
だ
が
、
安
政
期
か
ら
急
に
訪
問
回

数
が
増
え
て
く
る
。
作
品
制
作
の
打
ち
合
わ
せ
や
経
済
的
な
支
援
な
ど
の
相
談
で
あ
ろ
う
か
。
善
五
郎
は
安
政
四
年
・
文
久
元
年
・
慶
應
元

年
に
高
頻
度
で
訪
問
し
て
い
る
の
だ
が
、
慶
応
三
年
に
な
る
と
訪
問
回
数
が
無
く
な
る
。
こ
れ
は
慶
應
二
年
（
一
八
六
六
）
に
加
賀
大
聖
寺

藩
か
ら
九
谷
焼
の
再
興
の
た
め
の
技
術
指
導
に
招
請
さ
れ
、
工
房
を
あ
げ
て
山
代
春
日
山
に
移
り
住
ん
で
指
導
に
あ
た
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

善
五
郎
は
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
ま
で
山
代
で
活
動
し
て
お
り
こ
の
時
期
は
九
谷
窯
時
代
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
善
五
郎
の
活
動
と
高
朗
へ

の
訪
問
回
数
が
連
動
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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ほ
か
に
訪
問
回
数
の
多
い
事
例
と
し
て
は
、
新
宮
涼
民
（
№
16
）・
涼
閣
（
№
15
）
な
ど
北
家
の
お
抱
え
医
師
で
あ
る
新
宮
家
の
人
々
の

名
前
が
見
え
る
。
新
宮
家
か
ら
は
涼
民
・
涼
閣
以
外
の
者
も
訪
問
す
る
ケ
ー
ス
は
あ
る
が
、
涼
民
・
涼
閣
が
突
出
し
て
い
る
。
定
期
的
な
往

診
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
高
福
・
高
朗
と
懇
意
の
間
柄
で
の
訪
問
の
可
能
性
も
高
い
。
そ
の
他
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

の
コ
レ
ラ
流
行
に
際
し
て
、
新
宮
家
で
は
「
コ
レ
ラ
病
論
」
と
い
う
医
術
書
を
出
版
し
た
。
ド
イ
ツ
の
医
術
書
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
出
版
前
後
に
も
涼
民
・
涼
閣
は
高
福
の
も
と
を
訪
れ
て
い
（
（1
（

る
。
出
版
し
た
ば
か
り
の
「
コ
レ
ラ
病
論
」
を
涼
民
・
涼
閣
か
ら
直
接
納
品

さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
（
（1
（
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
高
朗
の
日
記
に
は
、
そ
の
全
て
で
は
無
い
に
せ
よ
、
勘
定
場
出
入
方
を
は
じ
め
高
朗
の
も
と
を
訪
れ
た
様
々
な
訪
問
者

が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
高
朗
の
交
流
の
広
さ
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。

5　

高
福
日
記
・
高
朗
日
記
に
み
え
る
井
上
治
兵
衛
の
活
動

先
述
し
た
よ
う
に
、
井
上
治
兵
衛
（
特
に
三
代
目
）
は
高
朗
の
日
記
に
み
え
る
訪
問
者
の
な
か
で
、
訪
問
回
数
の
突
出
し
た
人
物
で
あ
っ

た
。
林
芳
兵
衛
の
聞
き
取
り
調
査
に
、
二
代
目
・
三
代
目
治
兵
衛
と
北
家
当
主
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　［
史
料
（
（2
（
三
］

　
今
の
当
主
（
五
代
目
治
兵
衛
）
の
四
代
前
の
人
が
お
出
入
を
す
る
の
に
表
門
を
潜
り
ま
せ
ぬ
、
堀
川
の
方
に
出
口
が
あ
り
ま
す
が
其

処
か
ら
出
入
り
し
て
居
り
ま
し
た
、
夜
で
も
こ
つ
そ
り
出
て
行
く
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
で
あ
つ
た
さ
う
で
す
。（
中
略
）
何
か
お
か
し

な
判
ら
ぬ
や
う
な
文
章
で
も
あ
る
と
、
一
寸
治
兵
衛
を
呼
ん
で
来
い
と
い
ふ
こ
と
で
「
是
は
ど
う
い
ふ
こ
と
や
」「
是
は
斯
々
い
ふ
訳

で
す
」
と
い
ふ
具
合
で
あ
つ
た
さ
う
で
す
。
あ
れ
の
祖
父
も
学
問
が
あ
り
ま
し
た
、
学
者
と
い
ふ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ぬ
が
四
書
や
五
経
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位
い
は
読
ん
で
居
り
ま
し
た
。

二
代
目
治
兵
衛
は
堀
川
通
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
油
小
路
通
に
あ
る
表
門
を
利
用
せ
ず
、
井
上
治
兵
衛
の
居
宅
の
あ
る
堀
川
通

側
か
ら
北
家
を
訪
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
夜
中
に
訪
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
北
家
当
主
に
対
し
て
書
物
の
内
容
に
関
す
る
質
疑
に
答
え

る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
三
代
目
治
兵
衛
も
同
様
に
知
識
・
教
養
が
あ
り
、
や
は
り
北
家
当
主
に
重
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

高
福
・
高
朗
の
日
記
で
は
、
具
体
的
な
井
上
治
兵
衛
の
訪
問
内
容
を
記
載
し
て
お
ら
ず
、
訪
問
目
的
な
ど
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
高

福
・
高
朗
と
行
動
を
共
に
し
て
い
た
り
、
高
福
・
高
朗
の
遠
出
の
見
送
り
・
出
迎
え
を
し
て
い
る
な
ど
、
行
動
の
断
片
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
以
下
、
日
記
に
見
え
る
治
兵
衛
の
行
動
に
つ
い
て
い
く
つ
か
確
認
し
て
み
た
い
。

（
1
）
高
福
・
高
朗
の
他
出
へ
の
同
行

井
上
治
兵
衛
は
高
福
・
高
朗
の
他
出
に
同
行
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
日
記
で
は
「
供
の
者
」
と
し
て
同
行
者
が
列
記
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
、
そ
こ
に
治
兵
衛
の
名
前
の
見
え
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
ま
た
出
か
け
る
際
に
「
召
連
」
と
い
う
表
現
も
み
え
る
が
、「
召
連
」
は

他
出
で
な
く
、
京
都
内
外
の
行
楽
へ
の
同
行
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
表
現
の
よ
う
に
み
え
る
。

高
福
は
、
御
用
や
勤
番
な
ど
の
た
め
、
頻
繁
に
江
戸
・
大
坂
・
和
歌
山
・
松
坂
に
出
張
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）

か
ら
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
か
け
て
、
井
上
治
兵
衛
は
高
福
の
他
出
に
九
回
同
行
し
て
い
る
（
第
9
表
）。
内
訳
と
し
て
は
、
大
坂
が

四
回
、
和
歌
山
が
三
回
、
伏
見
が
一
回
、
松
坂
が
一
回
で
あ
り
、
大
坂
・
和
歌
山
へ
の
出
張
へ
の
同
行
が
目
立
つ
。
大
坂
は
版
木
師
の
仕
事

で
も
出
か
け
る
こ
と
が
あ
る
た
め
（
後
述
）、
慣
れ
た
土
地
柄
と
い
う
こ
と
で
サ
ポ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
和
歌
山
も

昵
懇
の
相
手
が
い
る
の
か
、
単
独
で
和
歌
山
に
出
か
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
同
行
者
は
井
上
治
兵
衛
一
人
の
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
複
数
名
の

こ
と
も
あ
る
た
め
、
業
務
の
内
容
な
ど
に
よ
っ
て
派
遣
要
員
を
適
宜
選
抜
し
、
高
福
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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第 9表　高福・高朗らの他出と井上治兵衛

No. 移動者 移動先 日時 目的 井上治兵衛の行動 日記

1 高福 大坂 天保 4年
正月 8日

高福が大坂表下向． 高福の供の者として同
行．

高福
日記

2 高就 大坂 天保 11 年
10 月 2 日～
12 日

高就・高福が大坂本店の店
開き（10 月 8 日）に参列．

高就の下坂に同行．
10/12 の帰京にも同行．

高福
日記

3 高福 大坂 天保 12 年
正月 20 日

高福大坂へ．用向き終了後，
追って下坂してきた井上治
兵衛を連れて帰京．

高福の帰京に同行． 高福
日記

4 高福母 大坂 天保 13 年
2 月 17 日

高福の母，お廉，中山観音
参詣かたがた大坂見物へ出
立．井淳，あい，せつ，松
岡嘉四郎，木村半三郎，井
上治兵衛が同道．

高福母の大坂行きに同
行．

高福
日記

5 高福 和歌山 天保 15 年
正月 27 日～
2月 15 日

年始の御礼のため，和歌山
に向けて出立．

高福の供の者として同
行．

高福
日記

6 〃 松坂 弘化 2年
10 月 6 日～
23 日

高福が松坂へ．10/11 松坂
店訪問．10/14 伊勢参宮．
10/17 店表で振る舞い．

高福に同行． 高福
日記

7 〃 大津 弘化 4年
3月 14 日

高福，大津へ．西町奉行水
野下総守様宿泊のため．

大津宿まで見送りに派
遣．

高福
日記

8 〃 和歌山 嘉永元年
5月 10 日～
6月 1日

高福，和歌山下向．5/29
大坂戻り，6/1 帰京．

高福に同行．
※ �5/20，用向きがあ
るため昼時に出立
し帰京．

※ 5/29，大阪着．
※ �6/1，高福見送り後，
和歌山へ．

※ 6/6，帰京．

高福
日記

9 〃 和歌山 嘉永 2年
4月 19 日
～？日

大納言様が先月 27 日逝去．
一位様・菊千代様御機嫌伺
いのため和歌山へ出発．過
書町座敷に到着．

大坂表用向のため，高
福に同行．
4/20 用向き済んだた
め帰京．

高福
日記

10 〃 大坂 嘉永 3年
正月 25 日

用向きのため大坂へ． 高福の供の者として同
行．

高福
日記

11 〃 伏見 嘉永 5年
8月 23 日

大坂町奉行川路・・守が参
府のため伏見に宿泊．高朗
が訪問．

高福の供の者として同
行．

高福
日記

12 〃 大坂 安政 5年
6月 25 日～
7/2

大坂本店へ見繕いのため下
坂．
7/1 帰京予定だったが風の
ため延引．

高福の供の者として同
行．
7/1，先行して帰京．

高福
日記

1 高朗 大坂 嘉永 7年
10 月 2 日

御用のため大坂へ． 同船して大坂へ．10/8
帰京．

高朗
日記

2 〃 大坂 安政 3年
正月 10 日

御用のため大坂へ．1/16
帰京．

後から大坂へ．1/16
帰京時に供として同行．

高朗
日記

3 〃 堺 慶應 2年
4月 9日

堺表へ． 大坂まで同行．4/12
帰京．

高朗
日記

4 〃 大坂 慶応 3年
正月 20 日

大坂へ． 供として同行． 高朗
日記
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高
福
日
記
を
見
て
い
る
と
、
井
上
治
兵
衛
は
、
高
福
の
父
・
高
就
（
北
家
七
代
目
）
の
大
坂
行
き
に
一
度
、
高
福
の
母
の
大
坂
行
き
に
も

一
度
、
そ
れ
ぞ
れ
同
行
し
て
い
る
（
第
9
表
）。
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
十
月
八
日
、
大
塩
平
八
郎
の
乱
で
焼
失
し
た
大
坂
本
店
の
再

建
が
な
り
、
盛
大
に
店
開
き
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
高
福
・
高
就
は
十
月
二
日
に
大
坂
に
赴
き
、
八
日
当
日
の
店

開
き
の
挙
行
を
見
届
け
た
。
井
上
治
兵
衛
は
こ
の
と
き
高
就
に
同
行
し
て
大
坂
に
赴
き
、
十
月
十
二
日
に
高
就
と
と
も
に
帰
京
し
た
。
こ
の

と
き
治
兵
衛
と
と
も
に
行
動
し
て
い
た
の
は
、
松
岡
嘉
右
衛
門
、
井
上
伝
七
、
子
供
・
金
次
の
ほ
か
に
、
飛
来
才
右
衛
門
、
西
村
仙
太
郎
、

玉
屋
卯
兵
衛
で
あ
っ
た
。
大
坂
両
替
店
日
記
録
で
は
「
御
供
次
兵
衛
、
子
供
金
次
、
下
部
両
人
、
其
外
御
咄
相
手
三
四
人
」
と
あ
り
、
飛

来
・
西
村
・
玉
屋
は
「
御
咄
相
手
」
と
し
て
同
行
し
て
い
た
よ
う
だ
。
治
兵
衛
ら
三
井
関
係
者
が
「
御
供
」
と
し
て
登
場
す
る
場
合
、
御
咄

相
手
と
異
な
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
二
月
に
高
福
の
母
・
列
が
中
山
観
音
の
参
詣
と
大
坂
見
物
に
出
か
け
た
際
に
も
、
井
上
治
兵
衛
ら
が

同
行
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
同
行
は
高
福
の
依
頼
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
井
上
治
兵
衛
が
高
福
の
両
親
に
同
行
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
高
福
か
ら
の
信
頼
も
篤
か
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
三
月
に
、
京
都
西
町
奉
行
で
あ
る
水
野
下

総
守
が
江
戸
に
向
か
う
途
次
で
大
津
に
宿
泊
し
た
際
、
高
福
が
見
送
り
の
た
め
に
大
津
に
出
か
け
て
い
る
の
だ
が
、
井
上
治
兵
衛
も
大
津
に

赴
い
て
見
送
り
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
井
上
治
兵
衛
が
町
奉
行
所
と
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
証
で
あ
ろ
う
か
。

井
上
治
兵
衛
の
同
行
は
、
次
世
代
の
高
朗
の
他
所
行
き
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
（
第
9
表
）。
高
朗
も
ま
た
江
戸
・
大
坂
・
和
歌
山
な

ど
に
た
び
た
び
出
張
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
井
上
治
兵
衛
が
同
行
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
確
認
で
き
る
限
り
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）

か
ら
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
ま
で
の
間
に
、
井
上
治
兵
衛
が
同
行
し
た
ケ
ー
ス
は
四
件
で
あ
り
、
高
福
に
比
べ
る
と
少
な
く
、
全
て
大
坂

方
面
で
の
活
動
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
十
月
二
日
か
ら
八
日
に
か
け
て
、
高
朗
が
次
郎
右
衛
門
名
前
を
継
承
し
て
最

初
の
勤
番
と
し
て
大
坂
に
赴
い
た
際
に
治
兵
衛
も
同
行
し
て
お
り
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
正
月
に
御
用
の
た
め
に
大
坂
に
赴
い
た
際
も
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同
行
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
慶
應
二
年
（
一
八
六
六
）
四
月
に
堺
に
赴
い
た
際
に
は
大
坂
ま
で
同
行
し
、
慶
應
三
年
（
一
八
六
七
）
正
月
に

大
坂
に
赴
い
た
際
に
も
や
は
り
同
行
し
て
い
る
。
頻
度
は
少
な
い
と
は
い
え
、
井
上
治
兵
衛
が
北
家
当
主
の
大
坂
で
の
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
に

向
い
て
い
た
人
物
で
あ
る
よ
う
に
も
み
え
る
。

（
2
）
高
朗
・
高
福
の
他
出
の
見
送
・
出
迎

高
朗
・
高
福
に
同
行
す
る
ケ
ー
ス
で
は
な
く
、
他
出
の
際
に
見
送
り
・
出
迎
え
に
出
る
ケ
ー
ス
も
多
い
（
第
10
表
）。
高
福
・
高
朗
が
江

戸
・
大
坂
・
和
歌
山
な
ど
に
出
か
け
る
際
に
、
各
店
の
幹
部
や
別
宅
、
北
家
の
台
所
役
、
出
入
方
、
そ
の
他
懇
意
の
人
び
と
が
大
勢
で
見
送

り
や
出
迎
え
を
し
て
い
る
。
北
家
門
前
で
見
送
る
者
も
多
い
一
方
で
、
江
戸
に
行
く
場
合
は
蹴
上
や
大
津
あ
た
り
ま
で
、
大
坂
の
場
合
は
伏

見
ま
で
付
き
従
っ
て
く
る
者
も
い
る
。
治
兵
衛
も
そ
の
一
人
で
あ
り
、
見
送
り
に
し
て
は
遠
方
ま
で
出
か
け
る
ケ
ー
ス
が
し
ば
し
ば
あ
る
。

高
福
の
場
合
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
か
ら
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
か
け
て
、
見
送
り
・
出
迎
え
の
者
と
し
て
井
上
治
兵
衛
の
名

前
を
確
認
で
き
た
の
は
一
四
件
で
、
こ
の
う
ち
門
前
で
済
ま
せ
た
の
は
四
件
、
伏
見
ま
で
見
送
り
に
行
っ
た
の
が
五
件
、
大
坂
ま
で
付
い
て

い
っ
た
の
が
一
件
な
ど
で
あ
る
。

高
朗
の
場
合
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
か
ら
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
に
か
け
て
、
井
上
治
兵
衛
の
登
場
す
る
見
送
り
・
出
迎
え
記
事

を
七
件
確
認
で
き
る
。
こ
の
う
ち
、
北
家
に
赴
い
た
の
が
一
件
、
大
津
で
の
見
送
り
・
出
迎
え
が
各
一
件
、
大
坂
ま
で
出
迎
え
に
行
っ
た
ケ

ー
ス
が
一
件
あ
る
。
そ
の
他
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
の
将
軍
進
発
に
際
し
て
、
高
朗
が
御
用
の
た
め
に
大
坂
に
赴
い
た
際
、
治
兵
衛
は

伏
見
ま
で
見
送
り
を
し
、
勘
次
郎
（
四
代
目
治
兵
衛
）
が
大
坂
ま
で
同
行
し
て
い
る
。
勘
次
郎
の
登
場
す
る
珍
し
い
記
事
で
あ
り
、
治
兵
衛

と
勘
次
郎
が
同
時
に
登
場
す
る
点
で
も
極
め
て
珍
し
い
。

高
福
の
場
合
も
高
朗
の
場
合
も
、
井
上
治
兵
衛
が
見
送
り
・
出
迎
え
の
行
き
先
の
多
く
は
大
津
や
伏
見
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
日

の
う
ち
に
行
っ
て
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
場
所
で
あ
り
、
他
出
に
同
行
し
な
い
場
合
で
も
、
高
福
・
高
朗
の
道
中
の
手
伝
い
や
付
き
添
い
を
行
う
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第 10 表　高福・高朗送迎と井上治兵衛

No. 移動者 移動先 日時 目的 井上治兵衛の行動 日記

1 高福 江戸 天保 4年
2月 12 日

高福，勤番のため江戸下
向．

石部まで見送り． 高福日記

2 京都へ 天保 5年
2月 28 日

高福，勤番を終えて帰京．□□まで出迎え． 高福日記

3 和歌山 天保 11 年
5 月 9日

高福，和歌山へ． 伏見まで見送り． 高福日記

4 大坂 天保 13 年
正月 26 日

高福，大坂表へ． 伏見まで見送り． 高福日記

5 大坂 天保 15 年
12 月 11 日

高福，御用のため大坂へ．伏見まで見送り． 高福日記

6 和歌山 天保 15 年
12 月 24 日

高福，歳暮の御礼のため
和歌山へ．

門前で見送り． 高福日記

7 和歌山 弘化 3年
5月 22 日

高福，和歌山へ． 門前で見送り． 高福日記

8 大坂 弘化 3年
9月 13 日

高福，大坂表へ． 伏見まで見送り． 高福日記

9 大坂 弘化 4年
正月 25 日

高福，大坂表へ． 門前で見送り． 高福日記

10 大坂 嘉永元年
9月 18 日

高福，大坂へ．三年勘定
申渡のため．

見送り． 高福日記

11 高野山 嘉永元年
9月 25 日

高福，大坂から高野山へ
参詣．

過書町で見送り． 高福日記

12 帰京 嘉永 2年
正月 22 日

高福，和歌山から帰京，
伏見着

伏見まで出迎え． 高福日記

23 大坂 嘉永 2年
11 月 4 日

新町のお嶋がお田鶴と改
称．婚礼のため下坂．

門前で見送り． 高福日記

14 大坂 嘉永 6年
正月 25 日

高福，大坂に出府． 大坂まで見送り． 高福日記

1 高朗 江戸 嘉永 4年
4月 16 日

江戸習学に出立． 北家に見送り． 高福日記

2 江戸 安政 3年
5月 28 日

江戸出立． 大津まで見送り． 高朗日記

3 帰京 安政 3年
10 月 22 日

帰京． 大津まで出迎え． 高朗日記

4 江戸 安政 5年
2月 11 日

江戸表へ出立． 大津まで見送り． 高朗日記

5 江戸 文久 3年
6月 21 日

勤番につき江戸へ． 加賀屋まで見送り．高朗日記

6 大坂 慶應 2年
9月 20 日

勤番終了のため帰京． 帰京迎えのため下
阪．店表に逗留．
9/24 乗船に同行．

高朗日記

7 大坂 慶応元年
11 月 17 日

御進発につき大坂へ． 治兵衛が伏見まで
見送り．勘次郎が
大坂まで同行．

高朗日記
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ケ
ー
ス
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
3
）
京
都
内
の
参
詣
・
見
物
・
接
待
へ
の
同
行

高
福
・
高
朗
ら
が
京
都
市
中
に
出
か
け
る
際
に
も
井
上
治
兵
衛
が
同
行
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
井
上
治
兵
衛
の
参
加
し
て
い

る
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
①
芝
居
見
物
、
②
寺
社
参
詣
、
③
祭
礼
・
葬
礼
見
物
、
④
行
楽
、
⑤
接
待
の
五
パ
タ
ー
ン
に
整
理
し
て
み
た
（
第

11
表
）。

①
芝
居
見
物

井
上
治
兵
衛
の
同
行
し
て
い
る
高
福
の
芝
居
見
物
は
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
か
ら
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
の
間
に
五
回
確
認
で

き
る
。
天
保
五
年
十
一
月
二
十
日
に
北
座
に
出
か
け
た
際
に
は
、
井
上
治
兵
衛
な
ど
総
勢
三
〇
名
ほ
ど
の
同
行
者
が
い
た
。
天
保
十
三
年

（
一
八
四
二
）
十
二
月
七
日
に
も
北
座
に
出
か
け
、
井
上
治
兵
衛
ほ
か
勘
定
場
出
入
方
や
永
楽
保
全
な
ど
親
し
い
者
八
名
を
伴
っ
て
い
る
。

同
年
に
は
紀
州
藩
士
で
あ
る
木
村
条
右
衛
門
を
南
座
に
案
内
し
て
お
り
、
井
上
治
兵
衛
も
同
行
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
は
芝
居
終
了
後
に
祇

園
の
一
力
に
移
動
し
て
夕
食
を
と
っ
て
い
る
。
天
保
十
五
年
十
二
月
一
日
に
も
木
村
条
右
衛
門
と
そ
の
家
族
を
南
座
に
案
内
し
て
い
る
。

②
寺
社
参
詣
・
法
要

寺
社
参
詣
・
法
要
の
た
め
の
訪
問
は
多
い
。
高
福
の
場
合
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
か
ら
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
ま
で
一
二
件
の
寺

社
訪
問
で
井
上
治
兵
衛
が
同
道
し
て
い
る
。
京
都
に
お
け
る
三
井
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
真
如
堂
で
五
件
、
高
台
寺
二
件
、
知
恩
院
一
件
、
瑞

泉
寺
一
件
、
法
然
院
一
件
、
高
野
山
一
件
、
北
野
天
満
宮
一
件
で
あ
り
、
や
は
り
真
如
堂
が
多
い
。
ま
た
近
く
に
下
河
原
下
屋
敷
の
あ
る
高

台
寺
も
出
か
け
る
先
や
客
を
案
内
す
る
先
と
し
て
、
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
真
如
堂
は
高
利
ら
の
月
命
日
の
た
め
の
訪
問
（
天
保
十
三
年
三

月
六
日
な
ど
）、
和
尚
就
任
の
挨
拶
（
天
保
十
五
年
三
月
二
十
七
日
）、
栄
昌
院
（
元
祖
高
利
妻
・
寿
讃
）
祥
当
（
弘
化
四
年
十
月
十
三
日
）、

高
房
（
北
家
三
代
目
）
百
回
忌
の
祥
当
（
弘
化
四
年
十
月
十
七
日
）、
幻
照
童
子
（
高
福
三
男
・
丑
松
）
法
事
執
行
（
嘉
永
元
年
四
月
二
十
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九
日
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
同
族
の
法
要
で
の
訪
問
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
な
お
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
二
月
に
は
紀
州
藩
の
医
師

林
尚
謙
老
を
長
楽
寺
・
祇
園
・
高
台
寺
に
案
内
し
、
下
河
原
下
屋
敷
で
夕
食
・
酒
を
出
し
、
そ
の
後
祇
園
の
茶
屋
・
一
力
に
立
ち
寄
っ
て
い

る
。
ま
た
、
牧
野
家
家
中
の
九
里
孫
左
衛
門
ら
を
東
山
方
面
に
案
内
し
た
際
は
、
知
恩
院
・
円
山
あ
た
り
を
見
物
し
、
栂
尾
で
酒
を
出
し
、

円
山
橋
で
提
げ
重
と
酒
を
出
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
接
待
を
井
上
治
兵
衛
ら
が
担
当
し
た
。
そ
の
後
、
栂
尾
見
物
が
終
わ
る
と
、
先
方
の
案

内
で
島
原
の
角
屋
を
訪
れ
て
い
る
。
法
要
と
同
様
に
知
人
や
客
を
案
内
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う
だ
。

高
朗
も
四
件
の
寺
社
参
詣
で
井
上
治
兵
衛
が
同
行
し
て
い
る
。
安
政
四
年
（
一
八
四
七
）
七
月
二
十
八
日
に
大
仏
・
西
大
谷
を
見
物
し
、

下
河
原
下
屋
敷
に
寄
っ
て
い
る
。
安
政
四
年
九
月
十
日
に
は
大
津
祭
礼
見
物
に
出
か
け
、
そ
の
後
下
河
原
下
屋
敷
に
寄
っ
て
い
る
。
ま
た
東

本
願
寺
で
行
わ
れ
た
親
鸞
六
百
回
遠
忌
の
執
行
に
際
し
て
、
最
終
日
の
三
月
二
十
八
日
に
東
本
願
寺
を
訪
れ
て
本
堂
を
参
詣
し
、
門
主
に
拝

謁
し
、
そ
の
後
魚
の
棚
の
綿
屋
平
兵
衛
で
休
憩
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
も
大
勢
の
同
行
者
が
お
り
、
そ
の
一
名
と
し
て
井
上
治
兵
衛
が
い
た
。

③
祭
礼
・
葬
礼
見
物

高
福
の
場
合
、
祭
礼
の
見
物
な
ど
で
井
上
治
兵
衛
が
同
道
し
て
い
る
の
は
三
件
あ
っ
た
。
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
六
月
七
日
に
は
祇
園

の
鉾
見
物
に
出
か
け
て
い
る
。
大
勢
の
同
行
者
の
な
か
に
井
上
治
兵
衛
の
名
前
が
見
え
る
。
こ
の
と
き
は
寺
町
で
見
学
し
た
あ
と
、
下
河
原

下
屋
敷
に
移
動
し
、
夕
方
か
ら
扇
九
で
祭
礼
を
見
物
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
七
月
二
十
三
日
に
は
大
宮
様
葬
式
、

弘
化
四
年
十
一
月
十
二
日
に
は
新
朔
平
門
院
葬
送
な
ど
を
見
送
っ
て
い
る
。

高
朗
の
場
合
、
安
政
四
年
九
月
十
三
日
に
祇
園
の
町
踊
り
を
見
物
し
、
夕
方
か
ら
丸
屋
へ
移
動
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
は
高
朗
の
母
親
や

家
族
と
と
も
に
茶
之
間
の
女
性
た
ち
、
勘
定
場
の
男
性
た
ち
が
大
勢
同
行
し
て
い
て
、
そ
の
一
人
と
し
て
井
上
治
兵
衛
も
い
た
。

④
行
楽

寺
社
参
詣
や
祭
礼
見
物
と
重
複
す
る
面
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
京
都
近
郊
の
山
々
に
高
福
・
高
朗
に
従
っ
て
出
か
け
る
ケ
ー
ス
も
若
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第 11 表　高福・高朗の外出と井上治兵衛

No. 分類 行動者 日時 目的地 行動概要 井上治兵衛の行動 日記

1 芝居見物 高福 天保 5年 11 月 20 日 四条北座で芝居見物． 同族の伝蔵・八助・十一郎らとともに
30 名以上の者が同道．

高福日記

2 芝居見物 天保 13 年 9 月 1日 南芝居に出かける．木村条右衛門と同道．
終了後，祇園の一力で夕食．

山中伝兵衛とともに同道． 高福日記

3 芝居見物 天保 13 年 12 月 7 日 北芝居見物． 複数名で同道． 高福日記
4 芝居見物 天保 15 年 12 月 1 日 北側芝居に出かける．木村条右衛門殿・

家内衆を案内．
山中伝兵衛とともに同道． 高福日記

5 寺社参詣 高福 天保 8年 7月 25 日 北野天満宮 北野天満宮参詣．その後，富小路・先斗
町に出かける．

関孫兵衛・木村半三郎・井上感次郎が同
行．

高福日記

6 寺社参詣 天保 11 年 9 月 24 日 高台寺 高台寺から山内を案内する旨連絡あり．
大勢の同行者とともに訪問．

同行者のなかに井上治兵衛あり． 高福日記

7 寺社参詣 天保 12 年 2 月 28 日 長楽寺・祇園・高台寺 林尚謙老が高福を訪問．長楽寺，祇園，
高台寺方面を案内．下河原下屋敷で夕
飯・酒出し，その後，祇園の茶屋・一力
に立ち寄る．

同行者のなかに井上治兵衛あり． 高福日記

8 寺社参詣 天保 12 年 8 月 19 日 高台寺 高台寺へ出かける． 同行者のなかに井上治兵衛あり． 高福日記
9 寺社参詣 天保 13 年 3 月 6日 真如堂 高利らの月命日．真如堂参詣． 井上治兵衛のみ同道． 高福日記
10 寺社参詣 天保 15 年 2 月 25 日 東山・知恩院・円山・島原 牧野家中の九里孫左衛門，藤田六郎左衛

門，伊丹□左衛門来訪．東山辺りを案内．
その後，知恩院・円山あたりを見物．栂
尾で酒を出す．丸山橋の端で提げ重と酒
を指す．その後，先方からの案内で島原
角屋へ．

井上治兵衛らは応接を担当． 高福日記

11 寺社参詣 天保 15 年 3 月 13 日 瑞泉寺 瑞泉寺開帳のため参詣． 同行者のなかに井上治兵衛あり． 高福日記
12 寺社参詣 天保 15 年 3 月 27 日 真如堂 泉谷和尚が真如堂に就任のため参詣． 同行者のなかに井上治兵衛あり． 高福日記
13 寺社参詣 弘化 4年 10 月 13 日 真如堂 栄昌院（寿讃）祥当のため，真如堂参詣，

法事執行．終了後，下河原へ．
お納の参詣に井上治兵衛らが同道． 高福日記

14 寺社参詣 弘化 4年 10 月 17 日 真如堂 高房百回忌の祥当のため，真如堂参詣． 祥当ののち，稲荷社前で夕方まで，お都
尾・長四郎・お涛・なりが滞在．井上治
兵衛らが同道．

高福日記

15 寺社参詣 嘉永元年 4月 11 日 法然院，真如堂，若王寺 鹿ヶ谷法然院の施餓鬼執行のため参詣．
その後，真如堂・若王寺へ．

同行者のなかに井上治兵衛あり． 高福日記

16 寺社参詣 嘉永元年 4月 29 日 真如堂 幻照童子の法事を真如堂にて執行，その
後，法然院で施餓鬼執行．その後木屋町
座敷へ．

同行者のなかに井上治兵衛あり． 高福日記

17 寺社参詣 嘉永 5年 2月 19 日 北野天満宮 北野天満宮 950 回遠忌．万燈中につき
参詣．

井上治兵衛が同行． 高福日記

18 祭礼・葬礼 高福 天保 10 年 6 月 7日 鉾見物 鉾見物に出かける．寺町で見物した後，
下河原の下屋敷に移動．夕方から扇九で
祭礼を見物．高福は木屋町で一宿．

大勢の同行者のなかに井上治兵衛あり． 高福日記

19 祭礼・葬礼 弘化 3年 7月 23 日 大宮葬式 大宮様（仁孝天皇？）の葬式執行に参列．井上治兵衛が同行． 高福日記
20 祭礼・葬礼 弘化 4年 11 月 12 日 新朔平門院葬送 新朔平門院（鷹司祺子）の葬送が室町通

を通行．本店へ出向き見送る．
高就，高福母などとともに井上治兵衛ら
も同道．

高福日記

21 行楽 高福 天保 12 年 10 月 4 日 高雄山 高福ら，紅葉見物のため高雄山へ． 同行者のなかに井上治兵衛あり． 高福日記
22 行楽 弘化 3年 12 月 10 日 茸狩り 高福ら，茸狩りへ． 同行者のなかに井上治兵衛あり． 高福日記
23 行楽 弘化 4年 3月 19 日 嵐山 高福，嵐山を案内． 同行者のなかに井上治兵衛あり． 高福日記
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第 11 表　高福・高朗の外出と井上治兵衛

No. 分類 行動者 日時 目的地 行動概要 井上治兵衛の行動 日記

1 芝居見物 高福 天保 5年 11 月 20 日 四条北座で芝居見物． 同族の伝蔵・八助・十一郎らとともに
30 名以上の者が同道．

高福日記

2 芝居見物 天保 13 年 9 月 1日 南芝居に出かける．木村条右衛門と同道．
終了後，祇園の一力で夕食．

山中伝兵衛とともに同道． 高福日記

3 芝居見物 天保 13 年 12 月 7 日 北芝居見物． 複数名で同道． 高福日記
4 芝居見物 天保 15 年 12 月 1 日 北側芝居に出かける．木村条右衛門殿・

家内衆を案内．
山中伝兵衛とともに同道． 高福日記

5 寺社参詣 高福 天保 8年 7月 25 日 北野天満宮 北野天満宮参詣．その後，富小路・先斗
町に出かける．

関孫兵衛・木村半三郎・井上感次郎が同
行．

高福日記

6 寺社参詣 天保 11 年 9 月 24 日 高台寺 高台寺から山内を案内する旨連絡あり．
大勢の同行者とともに訪問．

同行者のなかに井上治兵衛あり． 高福日記

7 寺社参詣 天保 12 年 2 月 28 日 長楽寺・祇園・高台寺 林尚謙老が高福を訪問．長楽寺，祇園，
高台寺方面を案内．下河原下屋敷で夕
飯・酒出し，その後，祇園の茶屋・一力
に立ち寄る．

同行者のなかに井上治兵衛あり． 高福日記

8 寺社参詣 天保 12 年 8 月 19 日 高台寺 高台寺へ出かける． 同行者のなかに井上治兵衛あり． 高福日記
9 寺社参詣 天保 13 年 3 月 6日 真如堂 高利らの月命日．真如堂参詣． 井上治兵衛のみ同道． 高福日記
10 寺社参詣 天保 15 年 2 月 25 日 東山・知恩院・円山・島原 牧野家中の九里孫左衛門，藤田六郎左衛

門，伊丹□左衛門来訪．東山辺りを案内．
その後，知恩院・円山あたりを見物．栂
尾で酒を出す．丸山橋の端で提げ重と酒
を指す．その後，先方からの案内で島原
角屋へ．

井上治兵衛らは応接を担当． 高福日記

11 寺社参詣 天保 15 年 3 月 13 日 瑞泉寺 瑞泉寺開帳のため参詣． 同行者のなかに井上治兵衛あり． 高福日記
12 寺社参詣 天保 15 年 3 月 27 日 真如堂 泉谷和尚が真如堂に就任のため参詣． 同行者のなかに井上治兵衛あり． 高福日記
13 寺社参詣 弘化 4年 10 月 13 日 真如堂 栄昌院（寿讃）祥当のため，真如堂参詣，

法事執行．終了後，下河原へ．
お納の参詣に井上治兵衛らが同道． 高福日記

14 寺社参詣 弘化 4年 10 月 17 日 真如堂 高房百回忌の祥当のため，真如堂参詣． 祥当ののち，稲荷社前で夕方まで，お都
尾・長四郎・お涛・なりが滞在．井上治
兵衛らが同道．

高福日記

15 寺社参詣 嘉永元年 4月 11 日 法然院，真如堂，若王寺 鹿ヶ谷法然院の施餓鬼執行のため参詣．
その後，真如堂・若王寺へ．

同行者のなかに井上治兵衛あり． 高福日記

16 寺社参詣 嘉永元年 4月 29 日 真如堂 幻照童子の法事を真如堂にて執行，その
後，法然院で施餓鬼執行．その後木屋町
座敷へ．

同行者のなかに井上治兵衛あり． 高福日記

17 寺社参詣 嘉永 5年 2月 19 日 北野天満宮 北野天満宮 950 回遠忌．万燈中につき
参詣．

井上治兵衛が同行． 高福日記

18 祭礼・葬礼 高福 天保 10 年 6 月 7日 鉾見物 鉾見物に出かける．寺町で見物した後，
下河原の下屋敷に移動．夕方から扇九で
祭礼を見物．高福は木屋町で一宿．

大勢の同行者のなかに井上治兵衛あり． 高福日記

19 祭礼・葬礼 弘化 3年 7月 23 日 大宮葬式 大宮様（仁孝天皇？）の葬式執行に参列．井上治兵衛が同行． 高福日記
20 祭礼・葬礼 弘化 4年 11 月 12 日 新朔平門院葬送 新朔平門院（鷹司祺子）の葬送が室町通

を通行．本店へ出向き見送る．
高就，高福母などとともに井上治兵衛ら
も同道．

高福日記

21 行楽 高福 天保 12 年 10 月 4 日 高雄山 高福ら，紅葉見物のため高雄山へ． 同行者のなかに井上治兵衛あり． 高福日記
22 行楽 弘化 3年 12 月 10 日 茸狩り 高福ら，茸狩りへ． 同行者のなかに井上治兵衛あり． 高福日記
23 行楽 弘化 4年 3月 19 日 嵐山 高福，嵐山を案内． 同行者のなかに井上治兵衛あり． 高福日記
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No. 分類 行動者 日時 目的地 行動概要 井上治兵衛の行動 日記

24 行楽 弘化 4年 3月 20 日 西辺 高福，西辺を案内． 同行者のなかに井上治兵衛あり． 高福日記

25 接待 高福 天保 14 年閏 9月 11 日 朱雀那波屋？ 江戸本店・向店の村田恒五郎，松田忠右
衛門が訪問．朱雀那波屋へ．

同行者のなかに井上治兵衛あり． 高福日記

26 接待 嘉永 2年 4月 24 日 下河原下屋敷 奥州川俣の買宿・菅野忠次郎の忰忠七と
常松が上京．下河原下屋敷へ案内．京本
店の重役も集合．

同行者のなかに井上治兵衛あり． 高福日記

27 接待 嘉永 5年 11 月 4 日 稲荷町下屋敷 粟田宮の灌頂執行のため，酉刻に参殿．
酉刻前に稲荷町下屋敷に向かう．戌刻過
ぎ参殿．亥刻過に滞りなく終了．下屋敷
へ引き取り，子刻過帰宅．

手伝いとして井上治兵衛もあり． 高福日記

28 接待 嘉永 6年 4月 3日 下河原下屋敷 下河原下屋敷へ．江戸表から福井文十郎，
岩堀弥右衛門，小嶋安次郎上京のため．
その後高台寺を案内．

同行者のなかに井上治兵衛あり． 高福日記

29 面会 高福 弘化 4年 7月 11 日 西辺 新宮御氏（涼民？）から連絡あり西辺で
会う．島田八郎左衛門・小野善助が同席．

井上治兵衛が同行． 高福日記

30 面会 嘉永元年 9月 1日 北家？ 紀州御仕入方の御講執行について丸山正
阿弥から呼び出しあり．昼後に井上治兵
衛・井上伝七を召し連れて出向く．途中
から今井清兵衛・小林半兵衛参加．御講
は無滞終了．

同行者のなかに井上治兵衛あり． 高福日記

1 寺社参詣 高朗 安政 4年 7月 28 日 宇治・伏見・大仏・西大谷 宇治から伏見に出て一宿する．それから
大仏・西大谷を見物し，下河原下屋敷へ．
子刻ニ帰宅．

同行者のなかに井上治兵衛あり． 高朗日記

2 寺社参詣 安政 4年 9月 10 日 大津祭礼 大津祭礼見物に行き，そこから下河原へ．同行者のなかに井上治兵衛あり． 高朗日記
3 寺社参詣 文久元年 3月 28 日 東六条（東本願寺） 一大祖上人（親鸞）600 回御忌について，

当月 18 日から今日まで執行のため，東
六条（東本願寺）へ参詣．
台所から上がり，本堂へ．そこから門主
を拝見し，魚の棚綿屋平兵衛のところで
休憩．御殿から菓子 1箱到来．その後，
酒と膳も届く．

同行者のなかに井上治兵衛あり． 高朗日記

4 寺社参詣 文久元年 5月 15 日 清光院・真如堂 清光院の祥のため，真如堂へ参詣．その
後下河原下屋敷へ．

同行者のなかに井上治兵衛あり． 高朗日記

5 祭礼 高朗 安政 4年 9月 13 日 祇園 祇園町おどり見物．夕方より丸屋へ． 同行者のなかに井上治兵衛あり． 高朗日記

6 行楽 高朗 嘉永 5年 10 月 3 日 愛宕山 愛宕山へ参詣． 付き添いとして井上治兵衛あり． 高朗日記
8 行楽 安政 4年 9月 28 日 下河原 下河原下屋敷へ． 同行者のなかに井上治兵衛あり． 高朗日記
7 行楽 文久元年 9月 21 日 鳴瀧山の松茸狩り 鳴瀧山へ松茸狩りに出かける． 同行者のなかに井上治兵衛あり． 高朗日記
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No. 分類 行動者 日時 目的地 行動概要 井上治兵衛の行動 日記

24 行楽 弘化 4年 3月 20 日 西辺 高福，西辺を案内． 同行者のなかに井上治兵衛あり． 高福日記

25 接待 高福 天保 14 年閏 9月 11 日 朱雀那波屋？ 江戸本店・向店の村田恒五郎，松田忠右
衛門が訪問．朱雀那波屋へ．

同行者のなかに井上治兵衛あり． 高福日記

26 接待 嘉永 2年 4月 24 日 下河原下屋敷 奥州川俣の買宿・菅野忠次郎の忰忠七と
常松が上京．下河原下屋敷へ案内．京本
店の重役も集合．

同行者のなかに井上治兵衛あり． 高福日記

27 接待 嘉永 5年 11 月 4 日 稲荷町下屋敷 粟田宮の灌頂執行のため，酉刻に参殿．
酉刻前に稲荷町下屋敷に向かう．戌刻過
ぎ参殿．亥刻過に滞りなく終了．下屋敷
へ引き取り，子刻過帰宅．

手伝いとして井上治兵衛もあり． 高福日記

28 接待 嘉永 6年 4月 3日 下河原下屋敷 下河原下屋敷へ．江戸表から福井文十郎，
岩堀弥右衛門，小嶋安次郎上京のため．
その後高台寺を案内．

同行者のなかに井上治兵衛あり． 高福日記

29 面会 高福 弘化 4年 7月 11 日 西辺 新宮御氏（涼民？）から連絡あり西辺で
会う．島田八郎左衛門・小野善助が同席．

井上治兵衛が同行． 高福日記

30 面会 嘉永元年 9月 1日 北家？ 紀州御仕入方の御講執行について丸山正
阿弥から呼び出しあり．昼後に井上治兵
衛・井上伝七を召し連れて出向く．途中
から今井清兵衛・小林半兵衛参加．御講
は無滞終了．

同行者のなかに井上治兵衛あり． 高福日記

1 寺社参詣 高朗 安政 4年 7月 28 日 宇治・伏見・大仏・西大谷 宇治から伏見に出て一宿する．それから
大仏・西大谷を見物し，下河原下屋敷へ．
子刻ニ帰宅．

同行者のなかに井上治兵衛あり． 高朗日記

2 寺社参詣 安政 4年 9月 10 日 大津祭礼 大津祭礼見物に行き，そこから下河原へ．同行者のなかに井上治兵衛あり． 高朗日記
3 寺社参詣 文久元年 3月 28 日 東六条（東本願寺） 一大祖上人（親鸞）600 回御忌について，

当月 18 日から今日まで執行のため，東
六条（東本願寺）へ参詣．
台所から上がり，本堂へ．そこから門主
を拝見し，魚の棚綿屋平兵衛のところで
休憩．御殿から菓子 1箱到来．その後，
酒と膳も届く．

同行者のなかに井上治兵衛あり． 高朗日記

4 寺社参詣 文久元年 5月 15 日 清光院・真如堂 清光院の祥のため，真如堂へ参詣．その
後下河原下屋敷へ．

同行者のなかに井上治兵衛あり． 高朗日記

5 祭礼 高朗 安政 4年 9月 13 日 祇園 祇園町おどり見物．夕方より丸屋へ． 同行者のなかに井上治兵衛あり． 高朗日記

6 行楽 高朗 嘉永 5年 10 月 3 日 愛宕山 愛宕山へ参詣． 付き添いとして井上治兵衛あり． 高朗日記
8 行楽 安政 4年 9月 28 日 下河原 下河原下屋敷へ． 同行者のなかに井上治兵衛あり． 高朗日記
7 行楽 文久元年 9月 21 日 鳴瀧山の松茸狩り 鳴瀧山へ松茸狩りに出かける． 同行者のなかに井上治兵衛あり． 高朗日記
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干
見
ら
れ
る
。
高
福
の
場
合
、
こ
れ
も
井
上
治
兵
衛
関
係
は
四
件
あ
る
。
天
保
十
二
年
十
月
四
日
に
は
高
雄
山
、
弘
化
四
年
三
月
十
九
日
に

は
嵐
山
、
翌
日
に
は
西
方
（
詳
細
不
明
）
に
出
か
け
た
際
に
、
井
上
治
兵
衛
が
同
行
し
て
い
る
。
高
朗
は
二
件
の
同
行
を
確
認
で
き
る
。
嘉

永
五
年
十
月
に
愛
宕
山
に
参
詣
に
出
か
け
、
文
久
元
年
九
月
に
鳴
瀧
山
に
松
茸
狩
り
に
出
か
け
て
い
る
。
こ
こ
で
も
井
上
治
兵
衛
ら
が
同
行

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
件
数
と
し
て
寺
社
参
詣
な
ど
に
比
べ
て
回
数
は
少
な
い
。

⑤
接
待

高
福
の
場
合
、
接
待
も
若
干
見
ら
れ
る
。
江
戸
か
ら
や
っ
て
き
た
中
登
の
奉
公
人
を
招
い
た
際
、
三
井
と
取
引
の
あ
る
買
宿
の
京
都
訪
問

を
迎
え
た
際
な
ど
に
、
井
上
治
兵
衛
ら
が
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
る
役
目
を
担
う
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

こ
れ
ら
の
京
都
市
中
で
の
各
種
の
活
動
に
つ
い
て
、
接
待
な
ど
外
部
の
人
び
と
と
の
交
渉
が
生
じ
う
る
場
合
に
、
井
上
治
兵
衛
が
仕
事
と

し
て
同
行
し
て
い
る
可
能
性
は
高
い
の
だ
が
、
寺
社
参
詣
や
祭
礼
見
物
、
行
楽
に
つ
い
て
は
三
井
家
の
人
び
と
や
関
係
者
な
ど
身
内
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
参
加
し
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
高
福
・
高
朗
の
日
記
を
通
し
て
、
断
片
的
に
で
は
あ
る
が
、
井
上
治
兵
衛
の
北
家
と
の
付

き
合
い
や
何
ら
か
の
任
務
を
帯
び
て
活
動
し
て
い
る
様
子
な
ど
が
う
か
が
え
る
。

（
4
）
牡
丹
花
見
の
案
内
役

右
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
井
上
治
兵
衛
は
高
福
・
高
朗
の
手
伝
い
や
支
援
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
だ
が
、
珍
し
い
手
伝
い
を
し
て
い

る
記
事
も
あ
る
。
北
家
邸
で
開
催
す
る
牡
丹
花
見
の
案
内
役
で
あ
る
。
た
だ
、
北
家
の
牡
丹
花
見
の
具
体
像
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
少
な
く

と
も
現
時
点
で
弘
化
年
間
頃
の
み
確
認
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。「
牡
丹
、
屋
形
へ
」（
弘
化
四
年
三
月
二
十
二
日
条
）
と
い
っ
た
表
現
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
高
福
が
北
家
邸
に
牡
丹
を
取
り
寄
せ
て
展
示
し
、
そ
れ
を
草
花
の
愛
好
家
や
親
し
い
人
び
と
に
公
開
し
て
い
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
こ
の
な
か
で
井
上
治
兵
衛
が
手
伝
っ
て
い
る
三
件
の
記
事
を
確
認
で
き
た
（
第
12
表
）。
ま
ず
は
、
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）

三
月
十
三
日
か
ら
二
十
四
日
に
か
け
て
、
北
家
邸
内
で
牡
丹
の
花
見
を
催
し
て
お
り
、
多
数
の
客
が
訪
れ
て
い
る
。
来
客
対
応
（
取
持
）
を
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台
所
役
や
出
入
方
が
行
っ
て
い
た
よ
う
で
、
井
上
治
兵
衛
は
十
七
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
北
家
に
出
向
い
て

来
客
対
応
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
の
三
月
に
も
牡
丹
花
見
を
開
催
し
て
お
り
、
こ

の
と
き
は
二
十
六
日
と
二
十
八
日
に
井
上
治
兵
衛
ら
が
接
待
を
行
っ
て
い
る
。
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
は

牡
丹
花
見
の
記
事
を
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
三
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日
に

牡
丹
花
見
を
開
催
し
て
お
り
、
二
十
三
日
の
来
客
対
応
を
井
上
治
兵
衛
ら
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
行
っ
て
い
た
。

来
客
に
は
武
士
や
文
化
人
と
思
わ
れ
る
人
び
と
が
名
を
連
ね
て
お
り
、
特
に
弘
化
四
年
の
イ
ベ
ン
ト
時
に
は
、

先
述
し
た
紀
州
藩
の
木
村
条
右
衞
門
ら
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
普
段
か
ら
付
き
合
い
の
幅
が
開
く
、
北
家
邸

内
の
こ
と
も
把
握
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
治
兵
衛
ら
が
案
内
役
と
し
て
選
抜
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
5
）
誕
生
祝
い
の
訪
問

高
福
日
記
を
見
て
い
る
と
、
北
家
同
族
の
誕
生
日
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
、
祝
意

を
示
す
た
め
に
訪
問
す
る
者
も
い
る
。
井
上
治
兵
衛
も
そ
の
一
人
で
あ
る
（
第
13
表
）。
例
え
ば
、
高
福
の

誕
生
日
を
祝
う
ケ
ー
ス
、
高
福
の
娘
の
里
帰
り
出
産
に
関
連
す
る
ケ
ー
ス
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
に
お
い
て
井
上
治
兵
衛
ら
が
訪
問
す
る
ケ
ー
ス
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
。

（
6
）
井
上
治
兵
衛
独
自
の
活
動

最
後
に
、
高
福
・
高
朗
の
日
記
に
見
え
る
、
井
上
治
兵
衛
独
自
の
動
き
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
例
え

ば
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
四
月
十
四
日
、
井
上
治
兵
衛
は
和
歌
山
表
へ
の
「
売
用
」
の
た
め
舟
で
下
坂

し
て
い
る
。
高
福
は
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
紀
州
の
医
師
林
尚
謙
老
へ
の
届
け
物
、
書
状
一
通
、
添
書
を
一
緒

に
し
て
、
十
五
日
夕
方
に
帯
屋
伊
兵
衛
（
紀
州
の
書
肆
）
に
送
っ
て
い
る
。
具
体
的
内
容
は
わ
か
ら
な
い
も

第 12 表　北家邸の牡丹花見と井上治兵衛

No. 日時 行動概要 井上治兵衛の行動 日記

1 天保 15 年 3 月 17 日
～ 24 日

北家邸内で牡丹花見．
来客多数．

井上治兵衛らは交代で来客の
対応（取持）を行う．治兵衛
は 3月 17 日～ 22 に担当．

高福日記

2 弘化 2年 3月 26 日 牡丹花見． 3月 26 日・28 日に来客対応． 高福日記
3 弘化 4年 3月 23 日 牡丹花見挙行． 木村条右衛門，中井又八郎，

大蔵好齋老，野村仁兵衛らの
訪問に応対．

高福日記
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の
の
、
自
分
商
売
の
た
め
に
和
歌
山
に
出
向
い
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
正
月
十
七
日
に
、
井
上
治
兵
衛
は
大
坂
東
町
奉
行
か
ら
呼

び
出
し
を
受
け
て
下
坂
し
た
こ
と
、
大
坂
に
詰
め
て
い
る
高
朗
の
と
こ
ろ
に
内
々
に
や
っ
て
き

た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
も
大
坂
東
町
奉
行
か
ら
の
命
を
受
け
て
、
何
ら
か
の
活
動
を
行

っ
て
お
り
、
高
朗
に
情
報
共
有
を
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
慶
應
二
年
（
一
八
六
六
）

三
月
二
十
日
に
は
井
上
治
兵
衛
が
何
ら
か
の
業
務
の
た
め
に
大
坂
を
訪
れ
て
お
り
、
当
時
大
坂

に
い
た
高
朗
の
も
と
を
訪
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
版
木
師
と
し
て
の
井
上
治
兵
衛
の
何
ら
か
の

仕
事
の
た
め
に
訪
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
も
内
容
は
不
明
な
が
ら
、
高
福
・
高
朗
に
も
自
ら
の
行
動
を
共
有
し
な
が
ら
自
ら
の

家
業
を
行
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
知
識
や
情
報
を
高
幅
・
高
朗
に
も

内
々
に
提
供
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

（
1
）　
三
井
八
郎
右
衞
門
高
棟
伝
編
纂
委
員
会
編
『
三
井
八
郎
右
衞
門
高
棟
伝
』（
三
井
文
庫
、
一

九
八
八
年
、
一
三
五
頁
）。
安
田
奈
々
子
「
三
井
家
の
『
家
事
奉
公
人
』」（『
三
井
文
庫
論

叢
』
第
四
〇
号
、
二
〇
〇
六
年
、
一
九
五
頁
）。

（
2
）　
例
え
ば
三
井
高
朗
の
日
記
の
な
か
で
「
大
塚
市
兵
衛
、
此
度
勘
定
出
入
方
申
付
、
紋
付
上

下
遣
ス
、
右
之
通
御
親
人
様
よ
り
被
仰
付
候
」（「
高
朗
日
記
」
文
久
元
年
三
月
八
日
条
、
三

井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
三
一
三
）
と
あ
り
。

第 13 表　誕生祝いと井上治兵衛

No. 日時 行動概要 日記

1 天保 9年 3月 22 日 長四郎誕生につき内祝い．井上治兵衛ら訪問者
一一名に酒飯をふるまう．

高福日記

2 天保 8年 9月 26 日 誕生日のため祇園社に代参を派遣．内祝を催す．
井上治兵衛ら一二名訪問．

高福日記

3 天保 12 年正月 28 日 おわつが里帰りしたため，井上治兵衛ら大勢の
者が祝儀を贈った．

高福日記

4 天保 12 年 9 月 26 日 誕生日につき内祝を行った．入来者のなかに井
上治兵衛がいる．

高福日記

5 天保 13 年 3 月 3日 藤の初節句の内祝いが整ったのでお祝いをした．
客のなかに井上治兵衛が含まれている．

高福日記

6 天保 13 年 6 月 18 日 藤初誕生につき内祝いを催す．昼飯で家内一統
祝いをした．招待客のなかに井上治兵衛あり．

高福日記
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（
3
）　「
出
入
方
請
取
印
鑑
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
五
七
七
）。

（
4
）　「
手
控
日
記
」
安
政
五
年
正
月
二
十
八
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
三
〇
三
）。「
手
控
日
記
」
は
三
井
高
福
の
日
記
で
あ
り
、
以
下
便

宜
的
に
本
文
中
で
は
「
高
福
日
記
」
と
表
記
す
る
。

（
5
）　「
北
三
井
家
出
入
并
奉
公
人
名
表
」
明
治
十
六
年
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
一
二
七
一
―
八
）。

（
6
）　 

前
掲
安
田
論
文
二
〇
二
頁
。

（
7
）　「
高
朗
日
記
」
文
久
元
年
三
月
八
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
三
一
三
）。

（
8
）　「
高
朗
日
記
」
文
久
元
年
六
月
四
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
三
一
三
）。

（
9
）　「
手
控
日
記
」
弘
化
四
年
八
月
四
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
二
九
二
）。

（
10
）　
前
掲
『
三
井
八
郎
右
衞
門
高
棟
伝
』
七
三
二
頁
。

（
11
）　
前
掲
『
三
井
八
郎
右
衞
門
高
棟
伝
』
七
五
一
頁
。

（
12
）　
前
掲
『
三
井
八
郎
右
衞
門
高
棟
伝
』
七
五
七
頁
。

（
13
）　「
高
朗
日
記
」
慶
応
三
年
四
月
二
十
七
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
三
一
八
）。

（
14
）　「
安
政
四
丁
巳
年
十
月
将
棋
手
合
競
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
一
一
七
二
）。

（
15
）　
こ
の
と
き
の
勝
負
は
安
政
四
年
十
月
十
四
日
・
十
六
日
夜
・
十
七
日
夜
・
十
八
日
夜
・
十
九
日
夜
、
十
一
月
二
日
夜
・
四
日
夜
・
五
日
夜
・

六
日
夜
・
十
七
日
夜
・
二
十
一
日
夜
・
二
十
六
日
夜
、
十
二
月
六
日
夜
の
一
三
回
開
催
さ
れ
、
花
安
一
人
に
対
し
て
一
〇
人
掛
り
・
一
一
人
掛

り
で
挑
む
よ
う
な
形
式
で
あ
っ
た
。
花
安
に
挑
む
の
は
高
朗
ほ
か
北
家
の
子
弟
・
子
女
、
勘
定
場
出
入
方
な
ど
に
就
い
て
い
る
人
び
と
で
、
将

棋
好
き
が
集
ま
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
外
部
の
人
び
と
は
高
朗
日
記
の
入
来
者
に
ほ
と
ん
ど
出
て

こ
な
い
。
非
公
式
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
し
て
い
た
の
か
、
夜
の
開
催
で
あ
る
こ
と
か
ら
入
来
者
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
な
か
っ
た
の
か
、
現

時
点
で
明
ら
か
に
で
き
て
お
ら
ず
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
16
）　
大
元
方
は
北
家
に
隣
接
し
て
所
在
し
て
い
る
た
め
、
緊
密
に
連
携
を
取
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
17
）　
清
水
実
「
三
井
家
伝
来
　
永
樂
の
陶
磁
器
―
了
全
・
保
全
・
和
全
」（
三
井
記
念
美
術
館
編
『
三
井
記
念
美
術
館
蔵
品
図
録
　
永
樂
の
陶
磁
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器
―
了
全
・
保
全
・
和
全
』、
三
井
記
念
美
術
館
、
二
〇
〇
六
年
、
一
〇
七
～
一
一
〇
頁
）。
本
稿
の
永
楽
善
五
郎
（
永
楽
和
全
）
に
つ
い
て
は

本
文
献
の
記
述
を
参
考
に
し
た
。

（
18
）　「
手
控
日
記
」
安
政
五
年
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
三
〇
三
）。
涼
閣
は
九
月
九
日
・
十
二
日
・
十
四
日
・
十
八
日
、
涼
民
は
八
月
十
八

日
・
二
十
六
日
・
九
月
二
十
三
日
に
見
え
る
。

（
19
）　
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
下
向
井
紀
彦
「
三
井
越
後
屋
と
幕
末
の
流
行
病
」（『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
五
五
号
、
二
〇
二
一
年
、
三
五
一
～
三
五

二
頁
）
で
も
触
れ
た
。
な
お
、「
コ
レ
ラ
病
論
」
の
見
返
し
に
は
「
寧
寿
堂
活
板
」
と
あ
り
井
上
治
兵
衛
は
手
が
け
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ

（
本
稿
で
は
三
井
文
庫
所
蔵
参
考
図
書
（
Ｎ
六
〇
〇
―
二
）
と
京
都
大
学
貴
重
書
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
画
像
を
利
用
し
たhttps://rm

da.

kulib.kyoto-u.ac.jp/item
/rb00002598

、
五
コ
マ
目
、
二
〇
二
五
年
十
二
月
一
日
最
終
閲
覧
）。

（
20
）　
前
掲
樋
口
史
料
紹
介
二
一
〇
頁
。

（
21
）　
大
和
博
幸
「
江
戸
時
代
若
山
の
出
版
と
書
肆
の
基
礎
的
考
察
」（『
図
書
館
学
会
年
報
』
第
三
七
巻
第
三
号
、
一
九
九
一
年
）。
そ
の
他
、
先

述
し
た
「
臨
池
真
蹟
墨
字
帖
」（
三
井
文
庫
所
蔵
参
考
図
書
　
Ｍ
二
二
七
―
八
）
の
奥
付
に
、
東
部
（
江
戸
）
の
須
原
屋
茂
兵
衛
・
岡
田
屋
嘉

七
、
浪
華
（
大
坂
）
の
河
内
屋
喜
兵
衞
・
河
内
屋
新
次
郎
・
河
内
屋
茂
兵
衛
・
河
内
屋
藤
兵
衛
・
秋
田
屋
太
右
衛
門
、
皇
都
（
京
都
）
の
俵
屋

清
兵
衛
・
林
芳
兵
衛
・
越
後
屋
治
兵
衛
（
井
上
治
兵
衛
）
と
と
も
に
、
紀
陽
（
紀
州
）
の
帯
屋
伊
兵
衛
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
版
木
師
と
し
て
知
ら
れ
る
井
上
治
兵
衛
に
つ
い
て
、
主
に
三
井
総
領
家
（
北
家
）
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
そ
の
活
動
を

み
て
き
た
。
以
下
、
内
容
を
整
理
し
て
本
稿
を
締
め
く
く
り
た
い
。

（
1
）
井
上
治
兵
衛
に
つ
い
て
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井
上
治
兵
衛
は
も
と
も
と
北
家
の
下
男
と
し
て
勤
仕
し
、
暖
簾
分
け
を
受
け
て
独
立
し
た
家
で
あ
っ
た
。
代
々
、
北
家
の
土
地
の
一
部
を

含
む
堀
川
通
二
条
下
ル
土
橋
町
（
堀
川
町
と
も
）
の
家
代
を
任
さ
れ
、
北
家
に
か
わ
り
土
橋
町
に
か
か
わ
る
業
務
に
携
わ
り
、
町
の
年
寄
を

務
め
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
北
家
に
隣
接
す
る
土
橋
町
に
土
地
を
持
ち
、
北
家
所
持
地
の
一
部
を
井
上
治
兵
衛
名
前
で
預
か

っ
て
い
た
。
二
条
城
の
向
か
い
に
地
所
を
も
ち
、
自
ら
居
住
し
つ
つ
、
家
業
で
あ
る
木
版
業
と
出
版
業
を
営
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

（
2
）
井
上
治
兵
衛
と
木
版
業

井
上
治
兵
衛
は
二
代
目
か
ら
木
版
業
を
始
め
る
。
天
明
頃
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
創
業
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
三
代
目
・
四
代
目
と
家

業
を
継
承
す
る
も
、
四
代
目
が
早
く
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
と
印
刷
が
木
版
か
ら
活
版･

銅
板
に
移
行
し
て
い
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
五
代
目

の
と
き
に
は
す
で
に
閉
業
し
て
い
た
。
井
上
治
兵
衛
は
木
版
専
業
で
、
買
物
案
内
な
ど
に
も
版
木
師
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
明
治
期

に
は
本
商
・
書
林
商
と
い
う
肩
書
き
も
あ
っ
た
。
木
版
業
か
ら
撤
退
す
る
中
で
本
商
と
し
て
若
干
の
仕
事
も
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

五
代
目
が
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
三
井
物
産
会
社
（
旧
三
井
物
産
）
に
就
職
し
京
都
を
引
き
払
っ
た
こ
と
で
、
京
都
に
お
け
る
井

上
治
兵
衛
家
の
活
動
は
終
焉
を
迎
え
た
。

井
上
治
兵
衛
は
十
数
名
の
版
木
職
人
を
抱
え
、
下
請
け
の
版
木
職
人
を
京
都
市
中
に
数
百
人
単
位
で
抱
え
て
い
た
。
顧
客
で
あ
る
書
肆
も

京
の
み
な
ら
ず
江
戸
・
大
坂
・
伊
勢
に
お
り
、
多
数
の
版
木
作
成
を
手
が
け
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
蔵
版
も
膨
大
に
あ
り
、
再
版
や
増
補
改

訂
版
の
作
成
な
ど
に
際
し
書
肆
に
版
木
を
貸
与
し
て
利
用
料
を
取
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
三
代
目
治
兵
衛
は
京
都
の
町
奉
行
所
と
の
繋
が
り
も

あ
っ
た
と
の
こ
と
で
、
出
版
に
関
わ
る
手
続
き
に
長
け
て
い
た
こ
と
、
希
望
す
る
下
級
武
士
な
ど
へ
の
木
版
技
術
の
指
導
も
行
っ
て
い
た
こ

と
な
ど
も
、
明
治
時
代
に
実
施
さ
れ
た
親
類
へ
の
聞
き
取
り
調
査
で
語
ら
れ
て
い
る
。
井
上
治
兵
衛
は
、
二
条
城
の
向
か
い
側
に
工
房
を
持

ち
、
自
ら
小
刀
を
と
っ
て
木
版
を
行
う
職
人
で
あ
り
つ
つ
も
、
職
人
集
団
を
束
ね
、
出
版
の
手
続
も
手
が
け
る
経
営
者
だ
っ
た
と
い
え
る
。

井
上
治
兵
衛
は
太
政
官
日
誌
の
刊
行
で
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た
。
版
下
を
受
け
取
る
と
、
大
勢
の
版
木
職
人
た
ち
に
版
木
を
作
ら
せ
、
懇
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意
に
し
て
い
る
摺
師
や
仕
立
屋
と
連
携
を
取
っ
て
、
速
や
か
に
印
刷
・
製
本
を
行
わ
せ
、
二
条
城
に
提
出
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
3
）
井
上
治
兵
衛
と
北
家

歴
代
井
上
治
兵
衛
の
う
ち
、
初
代
治
兵
衛
が
北
家
に
勤
仕
し
た
が
、
二
代
目
以
降
は
北
家
に
勤
仕
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
か
わ
り
、
初

代
か
ら
四
代
目
ま
で
勘
定
場
出
入
方
と
い
う
肩
書
き
を
与
え
ら
れ
、
北
家
へ
の
出
入
り
を
認
め
ら
れ
て
い
た
。
勘
定
場
出
入
方
の
具
体
的
な

職
掌
は
不
明
で
あ
る
が
、
会
計
や
家
政
を
担
う
で
あ
ろ
う
北
家
勘
定
場
の
業
務
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
形
跡
は
な
く
、
北
家
の
冠
婚
葬
祭
な

ど
の
公
式
行
事
の
手
伝
い
や
、
北
家
当
主
の
公
私
に
わ
た
る
活
動
の
支
援
な
ど
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
北
家
に
か
わ
り
寺
社
へ
の
御

千
度
を
行
う
ケ
ー
ス
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
勘
定
場
出
入
方
は
主
に
北
家
の
元
勤
仕
者
の
な
か
か
ら
任
命
さ
れ
て
い
た
が
、
懇
意
に
し
て
い

る
外
部
の
者
が
任
命
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
幕
末
か
ら
明
治
頃
に
は
十
数
名
か
ら
二
〇
名
程
度
の
者
が
勘
定
場
出
入
方
に
就
い
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
専
門
分
野
か
ら
北
家
（
北
家
当
主
）
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

井
上
治
兵
衛
は
北
家
勘
定
場
出
入
方
の
立
場
か
ら
、
頻
繁
に
北
家
に
出
入
り
し
て
い
た
。
二
代
目
・
三
代
目
は
博
学
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

北
家
当
主
に
呼
び
出
さ
れ
て
書
物
の
中
身
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
に
答
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
聞
き
取
り
調
査
で
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

北
家
当
主
と
も
近
い
関
係
に
あ
っ
た
。
三
井
高
福
（
北
家
八
代
当
主
）・
三
井
高
朗
（
北
家
九
代
当
主
）
の
日
記
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
も
と
を

訪
れ
た
人
び
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
高
朗
の
日
記
を
数
年
お
き
に
抽
出
し
来
訪
者
を
ま
と
め
た
と
こ
ろ
、
平
均
す
る
と
毎
日
四
・
五
人
程

度
の
来
訪
者
が
い
る
な
か
で
、
い
ず
れ
の
年
も
井
上
治
兵
衛
の
訪
問
回
数
が
多
く
、
来
訪
者
全
体
訪
問
日
数
の
上
位
三
位
に
必
ず
入
っ
て
い

る
。
具
体
的
に
北
家
や
北
家
当
主
の
も
と
で
何
を
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
大
半
で
あ
る
が
、
京
都
市
中
の
寺
社
参
詣
や
接

待
・
応
接
へ
の
同
道
、
同
族
の
江
戸
・
大
坂
・
和
歌
山
な
ど
へ
の
出
張
に
際
し
た
出
迎
え
・
見
送
り
、
同
族
当
主
に
帯
同
し
て
の
大
坂
や
和

歌
山
へ
の
出
張
な
ど
を
行
っ
て
い
た
。
寺
社
参
詣
や
接
待
へ
の
同
道
を
見
る
と
、
共
に
出
か
け
る
仲
間
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
と
は
思
わ

れ
る
の
だ
が
、
一
方
で
高
福
・
高
朗
の
公
用
へ
の
同
行
の
様
子
を
見
る
と
、
側
近
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
見
え
て
く
る
。
勘
定



版木師井上治兵衛と三井家（下向井）

125

場
出
入
方
に
就
い
て
い
る
他
の
者
も
同
じ
よ
う
な
任
務
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
勘
定
場
出
入
方
は
単
に
冠
婚
葬
祭
の
と
き
に
呼

び
出
さ
れ
る
程
度
の
存
在
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
で
の
知
識
や
経
験
を
も
っ
て
、
当
主
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
な
か
で
も
井
上
治
兵
衛
は
特
に
重
宝
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
太
政
官
札
の
発
行
や
太
政
官

日
誌
の
刊
行
に
関
し
て
高
朗
が
井
上
治
兵
衛
を
斡
旋
し
た
と
い
う
流
れ
も
、
こ
の
よ
う
な
前
提
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
4
）
今
後
の
課
題

本
稿
で
は
、
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
か
ら
井
上
治
兵
衛
に
関
す
る
断
片
的
な
情
報
を
ま
と
め
た
が
、
そ
の
具
体
的
な
様
子
に
つ
い
て
は
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
、
さ
ら
に
史
料
を
捜
索
し
て
具
体
的
な
活
動
実
態
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、
紀
州
藩
と
の
関
わ
り
で
あ
る
。
井
上
治
兵
衛
は
文
政
五
年
に
紀
州
藩
で
発
行
し
た
松
坂
札
の
版
木
作
成
に
携
わ
り
、
幕
末
に

発
行
し
た
五
ヶ
国
通
用
札
の
発
行
は
井
上
治
兵
衛
の
薦
め
で
銅
版
と
木
版
の
混
用
と
な
っ
た
と
い
（
（
（
う
。
本
稿
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
井
上
治

兵
衛
は
和
歌
山
に
出
か
け
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
北
家
を
訪
れ
た
紀
州
藩
関
係
者
の
応
接
な
ど
に
立
ち
会
う
こ
と
も
多
か
っ
た
。
ま
た
、

元
治
元
年
頃
か
ら
紀
州
藩
で
催
さ
れ
た
「
利
倍
御
講
仕
法
」
へ
の
参
加
を
求
め
ら
れ
て
い
（
（
（
る
。
元
治
二
年
に
大
坂
滞
在
中
で
あ
っ
た
紀
州
藩

主
に
対
し
、
高
福
は
、
上
梓
さ
れ
た
ば
か
り
の
「
大
日
本
細
（
（
（
図
」
を
献
呈
し
て
い
る
が
、
こ
の
出
版
を
手
が
け
た
一
人
が
井
上
治
兵
衛
で
あ

っ
（
（
（
た
。
紀
州
藩
関
係
の
史
料
の
な
か
で
井
上
治
兵
衛
の
影
が
見
え
隠
れ
す
る
。
新
政
府
と
の
か
か
わ
り
の
な
か
で
語
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
井

上
治
兵
衛
だ
が
、
近
世
に
お
け
る
武
家
や
幕
府
と
の
関
わ
り
な
ど
も
整
理
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
使
用
し
た
高
朗
日
記
の
執
筆
者
で
あ
る
三
井
高
朗
は
情
報
通
と
し
て
知
ら
れ
、
幕
末
維
新
期
の
情
勢
を
見
極
め
て
三
井
の
舵
取
り

に
一
役
買
っ
た
人
物
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
（
（
（
る
。
高
朗
の
情
報
収
集
能
力
は
驚
異
的
で
あ
っ
た
と
伝
わ
っ
て
お
り
、「
幕
府
方
へ
は
同
朋
衆

に
ま
で
手
を
廻
は
し
て
其
内
情
を
探
り
、
勤
王
方
に
は
薩
長
を
始
め
各
藩
々
に
隠
密
を
入
れ
て
そ
の
事
情
を
知
る
に
力
め
た
り
、
故
に
何
事

か
あ
れ
ば
僅
に
半
時
間
に
し
て
悉
く
高
朗
様
の
手
元
に
通
せ
り
」
と
回
顧
さ
れ
て
い
る
。
高
朗
は
、
日
記
に
あ
ら
わ
れ
る
多
く
の
訪
問
者
や
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訪
問
先
で
出
会
っ
た
人
び
と
と
つ
な
が
り
を
持
つ
な
か
で
情
報
を
得
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
特
に
井
上
治
兵
衛
は
幕
府
側
・
朝
廷
側

双
方
の
下
級
武
士
に
版
木
の
指
導
を
行
っ
た
り
、
町
奉
行
所
と
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
、
用
務
で
大
坂
町
奉
行
所
に
出
頭

を
命
じ
ら
れ
る
な
ど
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
情
報
を
高
朗
に
も
提
供
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。
井
上
治
兵
衛
以
外
の
勘
定
場
出
入
方
に
つ
い

て
い
る
者
も
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
彼
ら
の
得
た
情
報
も
同
様
に
高
朗
に
提
供
さ
れ
て
い
る

可
能
性
も
あ
る
。
幕
末
維
新
期
に
お
い
て
、
高
朗
は
勘
定
場
出
入
方
に
北
家
の
情
報
収
集
部
門
と
し
て
の
役
割
も
担
わ
せ
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
。
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
北
家
の
情
報
収
集
活
動
と
そ
れ
を
支
え
た
人
び
と
と
い
う
点
も
、
今
後
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
。

（
1
）　
樋
口
前
掲
史
料
紹
介
一
九
八
頁
。

（
2
）　「
紀
州
御
用
留
」
元
治
元
年
六
月
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
本
一
八
二
）。

（
3
）　「
大
日
本
国
細
図
」
元
治
二
年
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
史
料
　
ル
一
一
　
〇
〇
〇
四
一
）。
本
稿
で
は
早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
掲
載
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
（https://w

w
w
.w
ul.w
aseda.ac.jp/kotenseki/htm

l/ru11/ru11_00041/index.htm
l

、
下
巻
三
八

コ
マ
目
、
二
〇
二
五
年
十
二
月
一
日
最
終
閲
覧
）。

（
4
）　「
紀
州
御
用
留
」
元
治
二
年
六
月
二
十
六
日
・
七
月
六
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
本
一
八
二
）。

（
5
）　
三
井
文
庫
編
『
三
井
事
業
史
』
本
編
二
（
三
井
文
庫
、
一
九
八
〇
年
、
四
～
六
頁
）。

［
付
記
］
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研20H

01319

、25K
00492

の
助
成
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。



付図 １　井上治兵衛の手がけた地図
出所）「日本郡国一覧」文久 2年（三井文庫所蔵参考図書（地図）　C501-45）．

付図 ２　井上治兵衛の手がけた図
出所）「西川通船路新開図」文久 3年（三井文庫所蔵参考図書（地図）　C742-6）．



付図 ３　井上治兵衛の手がけた図
出所）「洛西桂御別荘明細図」明治 12 年（三井文庫所蔵参考図書（地図）　C827-10）．

付図 ４　天保 11 年の大坂本店の見世開引札
出所）「大坂本店見世開配札」（三井文庫所蔵史料　本 2168-50）．


